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I:本場は固と洛室林野いの习顷に資する「I的を•以て近かれたる關係J•.自から:低迎i 

も實Jik!的なろを:本斤とす。

I.,板^顷にして未だ完了せざ・ろものと娜も速かに共成捋を發表Lて斯案に利爸あ 

りと炭,むる資料は木誌に揭・1&す。 •

I•本権告はヒノキ村の形臨と・共の生育環境との幽係凋伯〇第一帳にして,主とIて 

基礎的既諭を捣I&L ・本綸は後卩如を改めて憬苗・せんとす。木熾遂行に際し, 

束京,大阪,出知,備本各必林J“岡にI孺係斜林・,帝空林野R東京,木机名 

古屋芥支R妣に雄係各出張所及び引“XIはり多大の援助を略りたる好•窟に督し 

鼓に深北の謝意を表ーん

昭和七年十二月

帝室林野局林業試驗場長

技師 中村賢一郞



ヒノキ材に材する材質の生態的調査
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ヒノキに關する材・質の生態的調査

(第一報)

三 好束 ー

緒 言

爾來木行抑料林より生淺せらる'ヒノキに就き是れを猊るに,現在分布する天然生林は樹 

附代百年餘に及び•旌出せらるゝ資材・は材質優良なるもの多く效用に於ても亦他の追從を許 

さざる処!性博・するは囚知の习戢にして敢て過目を要せさる處なりと雖も,著者は將來〇生 

產に封し,斯くの如き優R村を果して稿^的に產出し得らるべをものなる哉將又木會御料林 

以外の备地方に於ては共材質に於て現在の木竹村に比すべき優艮材は生產し・得られざるもの 

なり哉に刹iきては脚か憂慮,癒｝!するものありて一般林梁紅紛上乗:もfi7意すべ丑要項なりと 

認む。

木調査は是れが研究を企圖し,研究に當りては次の・要項匏離と定め論究せんとす。

I各樹期に就斐可及的各如の環境に生め・せる林木上り。啾材を気栗し材質の比絞蜒を 

なす。

n 年愉堡訓にして不蜷跚〇組緇を包戯せざる段材を優虫材と见做す。

m資材の組織淋泌iに關しては主として料:木の生育現象と相俠って研究し,以て不整跡J 
組織の成因を探究す。

斯くして調狂研究せし成績に基き地方的環境因子に依り表微せらる、材質の良否を批判す 

ると共に不整蹄組織の材質に及ぼす關係を闘明ならしめ,以て現在各地より生產せられつ 

ゝある資材,に關しては利用上共の效用を認知し,將来の林梁に對しては林木の生育現象と相 

俠って構成せらる'材賀の及否を熟知し・優良材・の生產を期すべき目的に資せ・んとするもの 

なり。現今比皎的蓄阪嬰富にして,利用の途も亦廣汎なるヒノキに關し研究を進むるは,該 

樹秘が共新樹稲として页要視せらる、現況に鑑み,緊急:必須なる那項なりと認むるに依る。

ヒノキは材質极密にして木理逝直,加工容易にして耐久性に富み做ユ芳香我郁として快感 

を與ふる朱栄質を冇する關係我國に於ける建築,工藝資材中の冠たるものにして,往時よ



り優良材として世に賞せられ利用の途も亦!黄汎たるものなり〇玆に本邦內地に生存するヒノ 

キ天然生林分布狀況を大離すれば南は九州Q西岸:に位置する屋久以より四同•巾RL近渔の 

各地方を総て關束,奥羽に及び,共の上部限界は木曾卯料林に於て約1,600米に遂して寒俗 

林に接する,比皎的蜘なる地域を占む。從って.共間林木の生n・と密接なる雄係をイjするJ也 
方的気候狀態,將又地理的環境肉子に依る膨密も亦妙からざる浅異を惹起するは當然の現貌 

にして,從って現在各地方より布出せらるゝヒノキ材を砍察すれば,何れも是幣生態的環境 

因子に因り影密せられ,就中外翊的性質に於ては地方的に特徴を表現する傾向比低:的多火な 

るを知る。現に著者・は木仲卯料林産ヒノキ材に關し研究せし成績に依り.「年桧騙訥にして不 

整調蹒mを包藏せざる安材を以て優昆材と見做せし」基那に基き海拔高の高低竝に林況を 

異にする地方に於て採集せし供試材に就き材質を比故せしに.外劫的!尚徹,物理的性貿,竝 

に杭物學的組職竿には比较的明瞭なる懸隔を安徴する場合多し。斯くの如き現象は匝接一般 

資材の價値に影礬を及ぼ・すものにして.當局に於て處分せらる、貯材・材價が伐出地に依り高 

低を惹起する所以も亦玆に一因を右するものなり。

繪地方的に材質の龙晃を示す傾向あるは3遂經裁上Mも带意すべ食現象なると同時に又一 

面表材利用上に於ても考究すべ的颌にして,丑rれが成果を誘致せし原因に關しては充分な 

る研究を!TF要となす。

然るに现在犬然生林より供給せらる、ヒノキ伐出材・は捌齢平均武百五拾餘年を經過せし大 

材多く,從って林木各個體の示す性質は旣に各地方的環境に順邮しつゝ自然的に狀與せられ 

たるものなるを以て,本調在に當りては最も適當なる資料たるべし。されども舰近各地方に 

於て是等天然生林は湖次に祈伐せられヒノキ更新itfe而技は逐時増火するを以てヒノキ林木の 

生育現象を辭在し將來兇を塲照し,材質優良なる資材の生產を期し彳9べ彦方法の樹立をBP 
要と認む。

W. M. Harlow氏はWhite cedarに關する材質を訓死し,泥炭地竝に石灰岩地方に生育せ 

し資材には差異あるを認め,E. E. Tarbox氏はWhite pineに就き地位效に混淆樹煎!カ湘質 

に及ぼす影野を比較調底し,又A. Lampin氏はSpruceに就逮土壤の性炊,翻の差異等に 

因る地方的材質の優劣を比较調在せ・し成績を發表せり。尙W. Stevenson氏は主耍林木に就 

を分布竝に性質に關する摘要中の一節にScotch pineの材質は土壊の性質,氣候;睡に因り 

去異ありて,南部地方に生育せしものは邊材・部多 <,材硕くして挪!jを含む事比较的多く生 

節を冇d之れに反し北部材は軟にして樹脂少しと洲ふ。1.Imsila氏は林型を異にする森 

3

林内に生けせし林木に對する比重の大小を調査せられたる題擁に研究せ・られたる成績がから 

ざると郵:も,木調住に宵しては街風 棄候・制:に地理的畔を異にする囲係上直ちに共成績 

を瑁用し得ざるは明かなり。

然るに本邦冇要師Eに關する地方的村・質の比仗に就きては,研洗せられたるもつ少く诚に 

遺惓とする處なり〇玆に著者は本邦內地に於けるズ然生林分布現況を謳任し,共〇成紐に 

恭世生存現象と密接なる關係を右すろ条象要素中•雄I竝に雨量に依り垂直的分布範囲を類別 

し,泓H別器級內に現存する天然生林より诃及的多數の代表的｛邸州"を採集し,主として物 

理的,化學的性设竝に植物學的組織構造を比絞研究し,是等の成献を綜合批判し,以て地方 

的材質の•浅異を岡明ならしめんと・す。

ヒノキ天然林木に關する材質の生態的調喪成綾は領次報吿せんとするものにして,本報吿 

は・共:前牛にWし,主としてヒノキ天然林分布現況竝に点微要^に花きて是れを類別し,以て 

地方的村•質の優劣に關する鼬括的成績を取り軽わ,後牛に於ては實驗的研究成雄K命じ,斯 

故竝に斯梁者の今粉こ安せ・んとす。

I恥本御査に當り天然生林に關する貴垂なる林況鴻蜉带を提供せられし柬京营林局,大 

阪蒲林局,高知替;林局,熊木狩林局及び各珍內賢林・に封し深甚の迎意を表し,イ J賦片採取 

上に周到なろ燧旋の勞を救られたる東京恭林局惨內今市,笠即,水戶,御林祖大阪營林 

局管內髙野•苗林智,高知錢林局怜內窘川,本山骨林混,竝に熊本营林局管內熊木,14f潜林 

微こ對し其の好惹と勞を多湖す。

尙當局東京支母木fl•支屋,名古屋支局號にゆ係各出張所長(職員に對し林況品座供試 

杜の採集に當り霊力せられたる勞を玆に深謝す。

歩者 文 獻

(1) Ecol(^y Vol. vni. No. 4. 1927.
(2) Havard Forest Bull. No. 7.1924
(3) Paper Trade Journal. Vol. 07. No.1.1928.
(4) Trees of Commeree- London.192〇•

(5) Acta Forcstalica Feniuca. No. 36.1928.



I•本邦內地に於けるヒノキ天然生林の分布現況

本邦內地に現存するヒノキ(Clianviccyparis obtusa, Sicb. ct Zucc.)に就き天然生林分布の 

現況を大視すれば,共南部限界は鹿兒烏嘲託郡城本營林修屋久』洒林常都內屋久島歩黑 

區石塚國冇林(東紅約130°3丫北緯3伊2(/)と岱し,北都限界は福烏縣石城郡赤井H•赤井 

藥師境內(東莅約1"5レ,北綿約37°〇めに及ぶ地域內に紫生するものにして•是れを垂 

直的に觀察すれば,地方的歌況に依り共髙低に多少の浅異を認むるも一般に上部限界は悪帝 

林に接し,下部限界は唆带林に達するを知る。斯くして共間九州,四国,敛中网地方に於て 

は中央山敬娜に架朗的に分布し,近後地方を総て肢早,長野兩縣下に到れば比籾剛汎な 

る地域に:Itりて散在し,就中木竹御料林は共主な易のにして而我約85,000站餘に及ぶ。 

更らに共一部は石川緜’俐I廳に分布して日本海に接し,又愛知縣より束海蹟に沿ひ東上せ 

し主帶は靜岡,山梨兩縣より關東地方を從て北部限界地に該當する飾3地方に连する理況を 

示す。(附圖,Fig兀皿丘參照)

斯くの如く分布狀況に地方的特異件を表現せしむる支配的要因を滋察すれぱ,姓に缺も氏 

大なる因子は本・邦の地瑯殮徴にして.所凋花彩列加形態竝に地理的位置たる外面仰!排 

とは密接なる關係を有するものにして,旦又倒绒面核比加锹小なるに反し到る處山炊我 

復し,土塊部は全而的に蟠居し,平野地帶の値少なるが如き所得!內而的特徴も亦氣候帶と相 

俟って影密を及ぼす處多大なるものなり。

然るに現在ヒノキ天然生林の生育する地域に關聯し,附近の林況を比絞對照すれば,猶廣 

汎なる範圍に緊殖し得べき可能性を有する地域眇からさるは畢竟あ時に於ける濫伐•濫採っ 

弊,盜伐,風害或ひは廊林火災等の如き人爲的或は白然的坡舍に因りて失はれたる處多火に 

して,現うに於ける天然4琳分布範妙は稍々縮少せられしものと推測せらろ。

本懇旌に於ては可及的各地より菟集せし供狀木に就きヒノキ犬然生林木に關する村質の生 

態的比較研究を目的となす關係上供試木採集地に關する位旌,地況竝に林況等は山:接IIU接に 

:共材質に影標を及ぼす因子ーにして,J1X森林成立に關Lては純然たる天然生林なるか將又往 

時N爛,天奖 建築或は風致等に備ふる爲め柚栽撫育せしものと岡めらろゝ場合あるを以て, 

是等要素を拿照するは最も緊要なる事項となす。

尙ほ本跡Q範絹は現在の狀況を脚域とし.•足れを淪究するを主眼と燃し,劑在に當リて 

は次ぎの要顼に堆據するものとす。ス資料蒐集に際しては可及的に實れすることゝなし,著 

5

右・は數年度是れに努めたるも.天然生林は比絞的府汎なる各地方に:Kり分布する關係上・共 

悉くを踏査し得ざりしは’誠に遺博とする處なり。

1•本邦産ヒノキ(Clvuwiccy而is obmsa S巨b. ct Zucc.)に｛!flしては樹形の相違材質の外観 

的泪E,建果の形熊に:烂き地方的品種を認め足れを顼別せられたる蹴成績を冇する 

も•本訓拍こ於てはヒノキ林木の生YTせし環境に囚ろ關形の相違竝に材質の委異を呈 

認するも地方的甜廁は是れを認めざるものとす。

II •ヒノキ天然生林とは古き時代より謀林として存績し,而fA約Ihn以上を有し•主林木

中には械飾勺百年生以上のヒノキを混淆する謀林と兄做す。

III «ヒノキ天然生林に隙!しては可及的に史的金:グ冋iを・制?Eし•以て共成立の由來を公照

せり。

M姓住地推號は便nt上廉兒岛縣熊毛郡熊木營林R.屋久島營林善石塚国有林を第一と定 

め順次九州,叫虬中网竝に近絶中部,關堆を経て北部限界に至る相位に依り番號 

を附し.分布位置はJ停縣,部名を以て現はしゃ有地は管帯官瞄 事業麻,御料地(國 

右林)名を記入す。ヒノキ天然生林に混淆・する主蝴沐は是れを捣載し.尙ほ垂直的 

分布憶況を窺知するに便立の爲め平均海拔高(革位100米)を以て示す。分布面枝は 

米定に困雉なるを以て若略す。

兹に木誠^の範阐內に於て木邦內地に分布するヒノキ天然生林を總括し・便宜!以州,四 

國,中國,近翻中部,關束,竝に典羽等の各部に類別し・共順位に•基を是れを列駐すれば 

成就次我に示す如くにして各所在位置は附圖(Fig. If•皿.IV.)を以て示す。



第一表 本邦内地に於けるヒノ

密 38 堆方®(別 位 K 所铮局名 ポ業VH名

1 2 _____________ 3 4
1
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1 九 州 處兒X5斯舔楚寧上岸久村 俅本替林M 屋 久 帰

2 〃 宮陆儲西带方耶小林Kf 為 KI
3 〃 拂木旧的时那ガ野村 〃 金 半 UI

4 // 火分球大野JS大野市村 // —

5 〃 "解玖球郡八幡村 〃 —

6 // 罰岡魅田川郡さH(村 〃 飯 塚

7 四 國 髙知斯餅多祁rit大村 W知弭株W .T, 淳

8 〃 〃腐"郡西上山村 〃 火 正

9 // "孫 "郡 "村 〃

10 〃族”那 !• 村 〃 〃

11 〃 "闢"郡 〃村 〃 黑 W

12 〃 〃斯〃篇 〃村 大 3E

13 〃 "瑋"郡 "村 〃

14 〃 "期"毒 〃村 //

15 〃 "縣痢岡郡松蕖川村 〃 次 川

16 〃阪"郡桔Ki村 〃 須 崎

17 〃氈"那東津野村 〃

18 〃 "膘 "5S 〃村 〃

19 // "課"邸 "村 〃 〃

20 愛拔琳北字和部字和鳥町 字 初 a
21 "翳上浮穴郷參川村 〃 久 万

22 "牌"那«川村 〃 〃

23 〃 髙知蘇非川耶w ra村 池 川

24 "瞬土佐部木川村 〃 本 川

25 "齢"耶 "村 〃 //

26 〃 〃蘇"耶 "村 〃 〃

27 〃 "孫〃爲 "村 /,・ 〃

28 〃 "臨〃郡 "村 〃

キ天然生林分布現i兄

林 地 名 混 滑 出 a 海 a浦

6 7 8

石 塚 ヒノキ,スギ, モミ,ッガ, ャツ, カシ:BI 700 — 1,3〇)

冗 守 ヒノキ,マッ, モミ,ッガ, カレ阳 850 — 1,100

金 飛 山 ヒノキ,スギ, マッ類 300

傾 山 ヒノキ,¢5, ッガ®! 1,2CO

才 ンカ長 尼 ヒノキ,スギ, マッ,モミ, ツガ類 450

英 & 山 ヒノキ,スギ, マッ,毛ミ, ッガ®! 8C0

ェ 敏 IU ヒノキ,スギ, マッ,疋ミ, ッガ, カシ類 603 — SCO

日 細井 山 ヒノキ,スギ, 力ウヤマキ, カヤ, カレ, モミ,ッガ知 eco

野 々｝\\ 山 // 800

蓊 »川 Hl 〃 800

ケ 在 ヒノや,スギ, 力ウヤマキ, ガヤ, カン, モミ,ッガ類 8C0

・労 川 UI eoo

小 お、JS Hl U SCO
折 合 Hl 〃 SCO
松 as川 Hl 〃 800

火 ・咔 111 〃 800

成 川 山
ヒノキ,スギ, 
シな

力ウヤマキ, マッ, カヤ, モミ,ッガ,力 803

不 入 III 〃 800 — bCOD

船 戶 III • 〃 803

滑 床 III ヒノキ,ス年, カヤ,マッ, モミ・ ッガ, カシ類 6C0 — 1>〇〇〇

小 in深 III ヒノキ,カウヤマキ,スギ,力 ヤ,モ ミ,ツが,カシ,ブナ類 9C0 一 1,100

面 W 山
ヒノキ‘カウヤ 
ラベ,カン勿1

マキ,スギ・ カヤ, マッ, モミ,ッガ,シ 900 — 1,600

安 山 ヒノキ,カウヤ マキ,カヤ, マッ, モミ, ッガ類 600 — 9C0

休华ケ谷 山 700 — !,CCO

松 枝 山 〃 • » •» • 8D3

長 即 111 〃 1 7C0 — 1,000

肉 AS III • 〃 ..1 *・・ 700

Ki IU 〃 • 5 • 800
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番恭 埴ガ類別 位 國 所簪W名 す采监名

1 2 3 4 5

29 四 國 <«知盛土佐霧本川村 高知奇林M 木 川

30 〃盛伝肉耶吉野村 〃 ま III

31 〃 〃嶄安弥耶坊路村 〃 m 路

32 〃贱"郡 〃村 // 魚 梁 溜

33 // 彼川孫香川あ安原上西材 〃 商 松

34 中 國 山口価佐波務柚野村 大以告林AJ a Kt

35 〃 〃盛玖河部贏根村 〃 廣 n
36 "观 〃JS贋fH村 民 打 —

37 〃 岛根般SK足靈柿水村 大成存林M fl Kt

38 // 〃@邑智那疝賀行村 H 川 木

39 〃 頂原耍佐紬耶四W村 " 阪 島

40 〃 〃斷 〃部像烏W // "

41 〃 〃就 〃:5水内村 〃 水 内

42 〃 "縣"爲 〃村

43 〃 〃隔〃耶 "材 " 〃

44 〃魅山骅郡筒i'i村 //

45 〃 〃誤佐们部水内村 // 〃

46 〃 〃蘇 〃祁 〃村 〃 〃

47 〃Gfi.安佐霞!& UI村 〃 廣 岛

48 〃縣安藝!®圳野村 民 お —

49 〃 岡山璐餌應爲水H!村 火阪卷林M 滲 山

50 〃斯苫0j郡泉 村 〃

51 〃 〃暁久米郡吉岡杜 〃 〃

52 〃 〃鲜 ""弓詞町 〃

53 〃 〃鮮 〃耶吉岡村 〃 〃

54 // 用JR啲II野85神奈川村 民 冇

55 〃 "辭斑值郡竹田村 ,,

56 ノ, 〃琳 〃牌欠恣村 大阪将林用 倉 a
57 〃 "辟 〃都竹Hl W 氏 打

58 〃 〃品〃郡 〃村 大阪外林M 倉 自

林 嬉 名 混 ifi 树 種 海 拔 新

6 7 8

竹 川 III ヒノキ,カウヤマキ,カヤ,マッ,モ ミ, ッガ阳 7CO

|-« 髪 III ヒノキ,スギ,カヤ,マッ,疋しッガ類 603 — 1,203

北 安！n III ヒノキ,カウヤマキ,マツ,Wミ,ツガ, トカ・サハラ,カシ類 700 一 1,00

魚 梁温 III
K ノキ,力ウヤマキ,マッ,スギ,モ 
ラ,カンJ4

ミ, ツざ,トガサハ 700 一 1,1〇)

他 王 III ヒノキ,スギ,カヤ,マッ’モミ,ツ ガ, カン類 8CO — I.C03

滑 III ビノキ’モミ,カン類 3CO «— 6C0
為 斜; III ヒノキ,マッ,モミ,ッガ類 400 一 7C0
平 家 〃 903 — 1,(X0

鈴 ノ 火 谷 ヒノキ,スギ,カヤ,モミ,ッガ,力 シ, ブナお! 800 — 1,00

X Hl ヒノキ,ナラ,シデ類 450

打 山 ヒノキ,マッ,モう ,ッガ類 500 — 603

爲 ヒノキ,マツ韻 100 一 48

不 5J in とノキ,スギ,カヤ,マッ,モ£,ツ ガ, クリ,ナラ如 3OT 一 950

下4$ 山
ヒノキ,スギ,カウヤマキ,カヤ,V 
9.ナラな

ッ, モミ,ッガ,ク X0 — 950

ク 、リキ III ヒノキ,スギ,モミ,ッガ,ナラ対I 3C0 — «〇

5S ノ Jit Hl ヒノキ,ス・,マッ,モミ,ツガ,ク リ, ブナ類 503 — 7C0

根 砒を I1J ヒノキ,スギ,マッ,モミ,ッガ,ク y, ナラ知 300 — 5(0

a 木 III 〃 30) — «〇

火 ノ 見 III ヒノキ,マッ顏 3CO —— 5C0

下 ffi 野 〃 30)

木 Hl ヒノキ,スギ,ラッ,カン、クリ類 200 — 4CX)

井 水 111 ヒノキ,スギ,ブナ,ナッ颓 750 — 1,100

上 Hl ヒノキ,スギ,マッ類 150 — 300

双 111 ヒノもスギ,モミ,ッガ類 2CO — 3C0

本 山 〃 200 — 400

岩 谷 III ヒノキ,ブナ,ナク知 8CO 一 IrOOT

中 小 廃 ヒノ先,スギ,ブナ,ナラ知 9C0 — 1,83

m ロ 爽 t ノキ,マッ•ナラ,ンデ,アナ類 6C0 — 650

下 タ ノ 谷 ヒノキ,スギ’アナ,ナラ烦 • • >>000 — 1>〇5〇

西 谷 A ヒノキ,ス年,マッ,ナラ,アナ類 • 800 — 850
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参號 地方耘別 位 fi£ 所管局名 が乘网名

1 2 3 4 5

59 申 H 心取孫说仙那旭 村 大阪替林M fx 古

60 〃琢〃郡 "村

6! "贱"耶 "村

62 〃 〃期"郡小庶村

63 • // 〃號 〃寄 〃村 〃

64 〃盛氣馮耶小懸河村

65 ' // 〃爲ハ!a:弗佐沿村 // 〃

66 〃 〃価"部改 村

67 〃 〃麥 〃席那帔村

63 1 〃 〃臨〃!®社 村 民 布

69 〃璐 "JB |11形村 火阪密林冃 ft
70 〃牌 〃SS " 村 "
71 〃防 〃郡岩楔村 ft
12 〃価〃JB 〃村 "
73 // 〃盛 "35池国村 〃 tt
74 // 〃S6 〃 耶 〃村 〃 ft

75 近 液 兵M£醉央梁辨奥谷村 火【技替林W U! 崎

76 〃斬〃席 〃村

77 < 〃 〃麟〃部 〃村

78 < " 和歆山縣伊郝郡高野村 商 野

79 い Z/ 〃解わ間郡八橘村 京大演習林 it
eo 厂〃 〃赖FJ爲部川上村 大阪晋林扃 m 违

81 〃鮮,ハ郦讶妻村 "
82 ’〃 "氈 〃歸上山路村 ft
83 い、" 〃骅四布妻耶三川村 tt
&4 〃臨 〃郡 "村 〃

'85 "麻〃每 〃狞 〃ゝ tt
「86 1 " "橢3K«B5七川村 北大演む林 ft
87： • " 〃嘛 〃部訥川村 大院蓿林周

88 < 〃 三!R備多氣郡火杉谷・村 名古冊史岡 大 杉 谷

11

ンデ類

ブナ,ンデ紀

〃

H

マッ,モ言,カン,プナ,ナラ額

マッ,ナラ類

ブナ細

ナラ熱

マッ,ブナ顼

マッ,ブナ,クリ额

マッ,ブナ,ナラ類

ブナ,ナラ類

〃

〃

スギ,ブナ,ナラ,カへデ類

〃

ヒノキ,カウヤマキ,トガサハラ,マッ,モミ,ッガ,力 
シ類

ヒノ キ,マッ,モミ,ッガ類

ヒノキ,カウヤマキ,マッ,モミ,ッガ類

w 樹 侦 海 找

8

7C0 — 900

7C0 — 900

503 — 600

650 — 950

850 — bC03

SCO

4C0 — 500

400 一 5C0

600 — 903

500 — 78

600 _ 1,000

SCO — ),200

7C0 — 8C0

8C0 — 9C0

603 — SCO

1,COO

800 — 1,030

800 — 1,000

),300

E — 900

88 — LOCO

SCO

78

803 — bOCO

78

703

700

800

1,000 ••• 1

6C0 — 1,60)

林 地 名

6

怖 谷

鉛 III 谷

錦 * 谷

丹 P

•1' 浄

本 谷

川 奥

ffi 呑

岐 III

洸 足 III

り 溜 III

沖 / III

JK III

宮 ノ «•

家 > 谷

直 川 III

赤 四

水

坂 ノ 谷

爲 町 III

和 耿 III

尼 m

川 又

蛇 塔 III

阪 奉 Hl

宮 代 hi

iff 落 Ul

和 耿 m

火 塔 m

大 杉 谷
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番 st 壊ガ蛔 位 EE 所涪时名 歩梁JK名

I 2 3 4 5

89 近 ® JX 施 市伏見 区 大成管林M 京、 梱

90 〃 •• 市東 H! 明 〃

91 京都府愛公部上賀茂村 〃

92 〃!it北桑0I郡知井村 京火演習林 —

93 〃 滋賀価毯賀部火沿町 K 右 —

94 〃 "就犬上那火溫肴 大阪替林M 大 滲

95 •1« 器 岐章臨師斐邢春n村 名古屋玄J-5 決 浪

96 〃 "陽〃爲 〃村 〃 〃

97 n 〃廝 〃部小島村 〃 〃

98 〃 纹 屈 市 〃 //

99 〃 岐章愤町兄临奴h！村 〃 〃

100 "嶄武儀猫神泪村 七 宗

101 〃 〃孫 "邺字竹野村 〃 英 濃

102 〃 〃既 〃舞英憤村

103 "齒那上部山餅村 // 〃

104 "氈 "郡 〃村 〃

105 〃 敘阜關 〃济西川村 〃

106 if "無 〃部口朋方村 〃 U
107 // 〃縣 〃郡川合村 〃

108 9f 〃碇 "郡4S富村 〃 〃

109 〃 "瑞 〃部北浪村 〃 〃

no // "驟〃郡 "村

111 〃 〃贱"毎 〃村 // 〃

112 // "陽 〃那商野村 〃

113 〃 〃尊 〃顎! 〃村 〃

114 〃 "K ± « 3S 10 fit 村 〃 //

IIS u 〃IS恵那耶滲微村 〃 « W

1,6 〃 "啲 "新:at 村 99
117 〃 >• ® 〃 那木爲甘 〃

118
1

〃 "K 〃 ffl!河木村

13

林 地 名 泌 汚 樹 »£ 海我浦

6 7 8

K5 m ビノキ,マッ究! 50 - 400

» 山 ヒノキ,マッ,モミ段 50

本 m ヒノキ,マッ韻 200

at Hl ヒノキ,スギ,カウヤマキ,アスナロ,マッ,カシ類 8C0

三 井 寺 ビノキ,マッ矩 ICO — 2C0

ハ ワ・ ヒノキ,アスナロ,スギ,マッ须 4CO — 6C0

秘 跃 ・谷 ヒノキ,マッ额 8C0

六合足打笏 ヒノキ,スギ 800

燙岩寺星打谷 ヒノキ,マッ類 8C0

金 華 III 99 303

古 械 山 200

七 宗 III ヒノキ,カウヤマキ,スギ,マッ,モミ,ッガ酒 40) — 603

竹代古城 ヒノキ,スギ・マツ類 4C0

上打知?•城 40)

M 峰 ヒノキ,モミ,ツガ琪 1,030

神 崎 ヒノキ,力•>ヤマキ,モミ,ッガ規 1,020 —1,203

布 坂 ヒノキ •100

旭東般山 ヒノキ,カウヤマキ,K¥,マッ,モミ,ッガ顏 400

初 晉 ヒノキ,マツ類 400

万 堤 700

寺 眷 下 ヒノキ,スギ bCOD

井 泪 99 blOO

步賊烏向山 ヒノキ,スギ,マッ・類 9<X)

船立中III ヒノキ,スギ,マッ,モミ,ツガ類 700 — 9C0

大 9S ヒノキ,マッ顏 7C0

小 里 ヒノキ,カヤ,マッ,モミ,ッガ類 3C0 — 400

II' Kt ヒノキ,スギ,マッ,モミ,リガ類 78

披 UI ヒノキ,マッ,モミ,ッガ類 7C0

水 a Hl ヒノキ,スギ,マッ,モミ‘ッガ類 800

忍 那 ヒノキ,サハラ,スギ,マッ,モミ,ッガ,タクヒ阳 8C0 —1,78
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番歐 垮方颇 位 団 所晋局名 事業监名

1 2 3 4 5

119 中 部 鼓章!K祖那爲川上村 名古谶支M JI! 上

120 〃琢"郡付知町 // 挺 木 曾

121 〃 "蘇 !f ns ff nr 〃 〃

122 〃歸加茂那束白h!村 ノ, 〃

123 〃 〃E&毎明:K付知»r 〃

124 〃 ff晰 ff那 〃町 〃 〃

125 ff K ff TS ff 町 〃 〃

126 〃 〃臻 f' 25 <f 郞 〃 〃

127 〃 ff 除 •f ffl： " «r 〃 H
)28 〃 "懸 !f H： ff 町 〃

129 〃 〃魅 〃甥加子母村 〃

130 〃 "席〃耶 "村 〃

131 〃専釜印郡上帆村 三 Ia
132 〃 "厮 〃郡 "村 〃

133 〃 〃群 〃都竹K(村

134 〃 "縣?K那郡加子n村 技 水 竹

135 〃 "縣 〃郡•I* w(村 三 原

136 〃 〃焼〃那 〃材 ,, 〃

137 ・〃 "脂 〃册下Kt村 〃 〃

138 /, "琳 "猝・1* Ki村 〃

139 〃 〃蘇 〃E5下原村 〃

140 /, ”氈 /f麻 "村

141 〃 〃睇 !f郡<!' K(村 〃 〃

142 〃 ff & "1¢ 〃村 〃 ,/

143 〃 〃縣"邪 〃村 〃 ,,

】44 〃 〃明筌川猝下H村・ 〃 〃

145 〃 "聽 〃郡上m村 〃 〃

】・:6 〃睇 ff 郡中原村 〃

147 〃 •f縣 f•耶 "村 〃 〃

148 // "蘇 "那旧海村

149

" 一 、

〃 "庶 〃 BS " w 〃

15

林 地 名

6

川上裏水竹 

古 本

小見ケ尼 

iti k(
米 譯

K 小 足

哉 ケ 諫

槌ノ木様 

尼 ill

付知食木W 

裏・ 针

础待創野 

宮 ケ 洞

丸 ノ 山

伽 阪 野

杉 ケ 平

野 多 押

大 (j

勵•來な天A 

判佐商天口 

大 泓 木 

趋 硏

下 ・P

小 环

恩 IU

小川長洞 

碧 十 郞 

Mr 畚

神 XI
摩 谷

ハ 尼

;混、涌・ 用 &

7

ヒノキ・サハラ,アスナロ,力ウヤマキ,モミ,ッガ類

匕ノキ,サハラ,アスナロ,モミ!S

ヒノキ,サハラ,アスナロ,力ウヤマキ類

ヒノキ,サハラ,アスナ“‘力ウヤマキ,スギ,v 7Iモ 
顷

U ノキ‘サハラ,カウヤマキ

ヒノキ,サハラ

ヒノキ,サハラ,毛ミ,ッガを!

ヒノキ,マッ双

匕ノネ,マッ,モミ

ヒノキ,サハラ,アスナロ,力ウヤマキ,ネズコ»疋キ,
ッガ類

ヒノキ,サハラ,カウヤマキ,ネズコ,モミ,ッガ類

ヒノキ,サハラ,毛ミ,ッガ弑

ヒノキ,マッ,モミ!¢

ヒノキ,マッ,疋ミ,ッガ類

ヒノキ,マッ,モミ頫

ヒノキ,サハラ

ヒノキ,マッ,モミ,ッガ類
■

ヒノキ‘サハク,カウヤマキ,モミ,ッガ颓

ヒノキ,サハラ,疋ミ,ッガ類

ヒノキ,サハラ,カウヤマキ,モミ,ツガ類

ヒノ中,力ウヤマキ,モ、ッガ類

〃

t ノキ,サハラ,モミ(ッガ類

ヒノ中,サハラ,カウヤマキ,モミ類

ヒノキ,サハラ,モミ,ッガ類

ヒノキ,カウヤマキ,アスナロ,モ如 ッガ類

ヒノキ,アスナ",モミ,ッガ類

ヒノキ,サハラ,アスナロ,’力ウヤマキ類

ヒノキ, 7•スナロ,スギ,マワ類

海我簡

8 :

9C0 — 1,700

903 —1,703

6C0

6C0 —1,003

800

700

SCO

750

KO

9C0 _ lt7C0

9C0 —1.7C0

603

900

700

700

8OT

603

600

503

500

600

600 *

600

6C0

503

400 — 800

403 亠 8C0

603

605

78
903
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番 a 地方颓別 位 置 所瞥M名 事 業K 名

1 2 3 4 5

150 中 都 敗享麻 迎那耶加子母村 名古尾玄扁 喪 木 會

151 // 〃球 谷山客竹婿村 〃

152 // 〃 &, "部 〃村 〃 7/

153 〃 K 〃郡 "村 7/

154 〃 "廃 〃部小坂町 小 坂

355 〃 K 〃 J3 〃 町 n /7

156 〃期 〃廊 "nr 〃 /7

J57 "氈 〃孺萩原町 〃

158 "蔑 "邪馬瀬村 // Z Ki

159 // 〃‘號 〃郡 〃村 〃 〃

160 〃解 〃郡 〃村 // 7/

261 〃 〃琳 〃毎 〃村

162 〃珮 "郡 "村 〃

163 〃 ® 〃郡 "村 〃 7/

164 ,, "痛 〃部 〃村 ,,

165 〃 〃・ "郡 "村 77

166 〃 "蔭 〃邛 〃村 7/

167 // 〃覇 "35 "村 〃 7/

168 〃孺 "郡小坂W 〃 小 坂

169 /, 〃儘 "郡 "町 〃 7/

170 〃瑞 〃郡 ZZ 町 〃

171 〃解 " 郡 "W 〃

172 〃覇 〃郡朗日村 W 多 野

173 〃 "孫 "部髙极村 // 7/

174 〃賜 " 郡小坂W 小 坂

175 // "期 "耶 Z/ WT 〃 7/

176 // 〃 Sfi "2|> 〃 W 7/

177 〃厲 "那 "町 7,

178 "麟 "郡高根村 〃 网 多 »

179 〃 " 據 "55 〃村 〃 7,

180 〃臨 〃郡 〃村 -
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ill in 出林 地 名 海ざ盈

加子仕坂水會 

0P 耽 野 

釆 a

足 谷

火 涧

火涓額梅 

火 iH V& IU

伽 泊

寺 前 平

'1, 旬小 Hl iW

« 洞

中m «

倉 ケ 平

illシ川K( 

蛇 渴

木 润

栃 河

川 上

溜 ノ 上

摧合(桃往) 

落企(應谷) 

薄合(濁川第一) 

初 桃 烏

千 in) 楸

凹坂笫ー 

小 羽 川

赤 谷

方 願

汁 平

ffi 城

說 多 m

ヒノキ,サハラ,カウヤマキ,泰ズコ,モミ,ッガ類 

ヒノキ,サハラ,モミ類

ヒノキ,モミ類

匕ノキ,サハラ,アスナa,力ウヤマキ,モミ,ッガ類 

ヒノキ,サハラ,アスナロ,毛ミ,ッガ,タウヒ,ンラペ如 

ヒノキ,サハラ,アスナロ,力ウfMキ,モミ,ッガ類 

ヒノ キ,サハラ,アスナロ,マッ,モミ,ツカ・阳 

ビノキ,サハラ,アスナロ,x.p,マワ,モミ预 

ヒノキ

77

ヒノキ,サハラ

77

ヒノキ,サハク,モミ,ッザ预

/7

ヒノキ,サハ2

77

匕ノキ,サハラ,アスナロ,モミ,ッガ類 

ヒノキ,サハラ,アスナロ,マク,モミ,ッガ類 

ヒノキ,サハラ,アスナ〇,マッ,モミ,ッガ,タウヒ, 
シラべ類

ヒノキ,サハラ,7・スナ",マッ,モミ,ツガ,タウヒ類 

ヒノキ,サハラ,アスナ。,ネズコ,マッ,モミ,ッガ, 
タウヒ,シっべ阳

7/

77

ヒノキ,サハラ,アスナロ,モミ,ッガ知

〃

ヒノキ,サハラ,アスナロ,マッ,モミ,ッガ類

ヒノキ,サハラ,アスナロ,モミ,ッガ侦

77

77
ヒノキ,サハラ,アスナロ,・米ズヨ,マッ,モミ,ツガ,

900 —1,500

703

803 — U4CO

1,200

900 —1,500

900 —1,500

9CO — 1,500

903

903

900

903

1,100

903 —1,2CO

903

900

l,0X)—1,400

900 —1,500

800 —1,海

98 _ 1,203

900 —1,603

1,500 — 1,6〇)

1,503 —1,600

1,400 —1,600

1,403

9CO —1,500

500 — 80)

1,203

7C0 — 900

1,80 - 1,500

1,80

l,0(X>
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乔 K 嬉方類別 位 殴 所修W名 ・荣悠名

! 2 3 4 5

18! 中 郡 岐早瑞灸H!郡尚根村 名古/i?亥屋 W W

182 "現 〃霊 "村 〃 〃

183 "供 "ES 〃 村 〃

】&； U "薜"郡 "村 〃 〃

185 〃 "辟 〃あ 〃村 //

186 〃 〃骄 〃芯 〃村 〃

J87 "爾“舫 "村

188 〃 "Sfi 〃 郡朝日村 〃 ft
169 〃 〃理"郡 〃村

J93 〃 〃联 〃鶴 "甘 〃

191 〃 石川聯典英花1-!而村 大阪普林R ロ III

192 〃 〃藤〃篇 〃村 ft
J93 〃 "蘇"潞 〃村 /, 〃

1V4 〃 〃聽 "¢!尼n « ft
195 "畔 〃加白峰村 〃 〃

196 〃 "既右川輕.7 SI•谷村 〃 〃

197 "企 "海 "村 〃

193 // -•喪 〃BS河內村 〃

199 〃 岐.9- &,火野郡韮川村 〃 莊 川

203 〃眺,,那 〃村 〃 ft
201 化 "游〃部 〃村 〃 9t
202 〃 "翳〃祁 "村 〃 ft
2C3 〃 〃辟〃邪 〃村 〃 ft

〃 "IK 〃 部 "村 ft
205 〃 〃陽 〃繇也川村 〃 ff
206 "無 〃那尚見村 〃

207 /, "賜 〃邢白川料 〃 ff
208 "Si 〃 郡 „ 村 ff
209 〃映 〃邪 „ 村 〃 ft
210 〃 "謨〃 〃村

211 "廓 〃那 "村 〃 ft
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地 名 泌 活 fii 0 海 我 高 
(m・)

6 7 8

野 京 ヒノ キ,サハ7, ・ズコ, マッ,モミ, ッガ,ダウヒ類 1,000 — 1,300

抒 奪
匕ノポ,サハラ’ 

ラペ賴
F n, すッ,モし ッガ,タワ匕,レ 1,200 — 1,503

鎌 ケ 麻 ヒノキ,サハラ, ホズコ, モミ,ワガ, タウヒ,シつペ類 1,400

多野錦釆传 じノキ,サハラ, ミ,ッガ,夕 ウビ,シラペ却 1,533

池 ケM采K t ノキ,サハラ, En, モミ,ッガ, タウヒ,シラペが b200 — 1,5〇)

中 洲柔 法
1Iノ中,サハラ, 
シべ侦

ネズヨ, マッ,モミ, ッガ,タウヒ,シ 1,030 — 1,500

MC 现 1i ノキ,サハラ, 字ズコ, アスナロ,マ ツ,モミ,ッガ類 900 一 1>300

鈍 儷 ヒノキ,サハラ, マワ,モ:如 1,000 — I.4C0

黑 于 ヒノキ,サハラ, ァスナ。 ,モミ,ッガ類 800 — bCCO

* 冊
ヒノキ,サハラ, 
ラペ知

ホズn, マッ,モミ, ッガ,タウヒ,シ 】Q；»

1 W 曲 恭 ヒノキ,ネズコ 1,030 — 1,€CO

物 Hl ft 1,000

以 仆 〃 bO» — 1,400

大 ik 〃 i,a» — ),500

浜 ノ 川 ft 1.3CO 一 1,690

蛇 谷 〃 000 — 1,103

千 丈ケ 痘 〃 l,冲

三 方 Hi 〃 SCO —— 1,203

松 III 谷 〃 】,coo — 1,603

経 岡 Hi 〃 1,030 — 1,203

火 野 平 1,80 一 1,2〇)

人 谷 ヒノキ bOX>

パ 茂 山 ヒノキ,ネズコ し000 一 1,500

n !!« 山 〃 1,00 — 1,500

11 il<東 平 ヒノキ 1,503 — 1,600

森 茂 Hi ヒノキ,米ズコ 1,00 — 1,200

沼 尼 ft i-cco — 11600

沼 届 〃 1,000 — 1,500

野 笹庄 河 ff 7C0 — 1,100

小 腸 弁 ft hCCC — 1,605

火 潮 戶 〃 bOCO — 1,5¢©
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备號 地方類別 位 依 所管局名 事來盜名

1 2 3 4 5

212 中 部 版章期火野划;白川村 大阪瞥林W 莊 川

213 〃 〃躁"郡 〃村 〃

214 // 〃斷〃耶 "村 氏 打

215 〃 〃間〃郡 "村 〃 莊 川

216 〃懸〃泌 〃村 民 街 一

217 «山臨德跡翌上平村 〃
JIE 川!

218 〃 "縣"耶 "村 〃

219 〃弗 〃郡 "村 // 〃

220 〃 线章縣大野部淸SL时 〃 咨 ！II

221 〃 〃麻"将 〃村 〃

222 〃&."邸 "村 〃 99
223 〃 ,,gg 〃 帰 "村 99
224 〃 "盛 〃 7!f> "村 ,,

225 〃 "辟 〃称 〃 村 // 99
226 〃 "斂 〃邨山ノ口村 〃 99
227 〃藤〃邢 "村 〃 99
228 〃 〃解 〃郡宮 村 〃 99
229 〃 〃囑 〃部淸見村 〃 99
230 "新〃歸 "村 ・ 川

231 "師 〃郡 〃村 99 99
232 〃 〃矯 "2S " 村 99 99
233 〃 "痛〃耶 "村 99 99
234 〃 〃蘇〃麻 〃村 99
235 〃 •,既"郡 "村 99
236 期｝:城郡上K村 99 魅 那

237 "蘇 "郡 "村 99 99
238 〃 "睇 "郡 "村 99 99
239 〃 "晰 "郡 〃村 99 99
240 "縣 〃郡 "村 99 〃

241 〃皿 〃揶 〃村 99 99
242 〃 " 摭 •• 部 "村 〃 99

21

林 地 名 ill 浴 樹 秘 海 高 
(m)

6 7 8

横 III ヒノ市•ホズコ 1,00 — 1,603

笈 岳 // 1,000 — 1,600

密 風 ヒノキ 700 — 1^00

屮 ノ 乎 ヒノキ,ホズコ 1,200 — 1,603

ノ 御 ヒノキ 700 一 1,5〇)

小 itt 99 800 — I.C00

綺 99 bCO)

熱 商 // LCO3 — 1,200

申 シマ 沙 ヒノキ,サハラ,宗ズコ i.cco

宮 弁 〃 1,18 — 1,200

ウ レ 谷 99 1,103 — 1,200

flu ケ 率 〃 1,003

赤 谷 III 1,200

川 上 冷 19 I.2C0

木 存 99 1>COO — 】,4C0

位 Hl ヒノキ,サハラ,アスナロ, ネズコ 1,100

宮 ヒノキ,サハラ,ネズっ 1,200

小 并 戶 ヒノキ,サハラ,アスナ", ネズコ 1,200

上 小n Hl ヒノキ,ネズコ b<X» — 1>330

火 答 III 1,000 — 1,303

= III 9/ l,OCO — 1,200

レ ン ノ 弁 〃 1,100 — 1303

下 滲 〃 I,OCX) — 1,200

火 サ コ •. 一 1,103 —— 1,2〇)

西 伏 1,100

火ili 具 di 彳ド 〃 1,203 — 1,300

明 ケ 谷・ 91 1,300

平 III 匕ノキ,サハラ,米ズコ 1,3〇)

東 平 〃 6C0 — 1.300

火 水 塘 9t 1,000

大 小 呑 1,300
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畚 &i 址力・和別 位 班 所i? M名 事業區名

1 2 3 4 1 5

243 中 部 鼓阜&吉號霉上夜村 大成殍林M 謂 :|t

244 // "瞧"郡 "村 〃 〃

245 〃 〃阪〃零 "村

246 〃 〃斷〃的 〃村 〃

247ヽ 〃 〃蘇〃霰 〃村 〃

248 〃 氏野賜西就睢那神坂村 木膏支W 湯 船 洋

249 〃 〃期 〃耶混焚村 閑

250 〃 〃嶄 〃部 〃村 〃 〃

25! 〃 〃齎下伊那部消內路村 H 伊 那

252 // 〃盛 〃部上飯用村 〃

253 〃 "屬〃戒 〃村 〃

254 〃 〃餘〃郡 〃村 〃

255 〃 〃關 〃霉市！I!村 // //

256 〃 〃薜 〃耶火烏村 〃 〃

257 〃 〃琳上伊?S邢セ久保村 //

258 〃郞下伊聊!:上飯in甘 〃 〃

2S9 〃懸〃5¢ 〃村 〃 〃

260 〃 〃!K西筑麻爲皆夷材 〃 闌

261 〃 〃驅西孜庠郡 〃村 H H
262 〃 "卵 〃瑯 〃村 〃 〃

263 〃 〃解"席III 口村 〃 /,

264 /> "緜 〃郡H!立村 〃 m 立

265 /, 〃傍 〃郡M書村 ,, 柿 3¢

266 〃 〃辟〃寧 〃村 〃 贝 川

267 〃 〃寐 〃那 "村 〃 //

268 〃 〃據〃耶 "村 〃 //

269 〃 〃囲 〃あ 〃村 〃 /,

270 〃 "璃 〃都火桑村 〃 伊 奈 川

271 〃 〃懸 〃BG 〃村 〃 〃

272 /> "蘇 〃耶 "村 /> 〃

273 〃 〃摩 〃都 〃 村 〃 〃
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林 地 名 a in w a 没 找 寫
(m.)

6 7 8

保 嘉 (11

该 八 谷

火 イ ラ

束 伐

ウ レ 山

沿 舟 涕

叨 境

Hi 闌

小 况 川

兀 岳

南 滓

陳 ケ 滓

濃 ノ 入

火 麻 Hl

鳥«!子Hl 

食丈ケ岳 

实 乎 路 

北 闢

妻 絶

磯範賊縫 

H« ロ賊秘 

H! 立

三 M2 両

神 戶 概

午 译

南 木 竹

與 川

浦 川

長野W奈川 

讀麥天王洲 

大象灭王洞

ヒノキ,渋ハラ,ネズコ

〃

9f

ヒノキ,サノ、ラ,アスナ。,力ウヤマキ,モミ頫

ヒノキ,サハク,アスナロ,力ウヤマキ,ホスコ,マッ, 
モミ,ッガ,クウヒ,シラべ類

〃

ヒノキ,サハラ,マッ,モミ,ツガ,タウヒ,シラペ類

ビノキ,サハラ,マッ,モキ,ツガ,クウヒ類

ヒノキ,サハラ,モミ,ッガ,クウヒ,シラペ類

〃

ヒノキ,サハラ,マッ,シラペ,タウヒ,疋ミ,ツ‘ガ類

〃

〃

ヒノキ,サハラ,アスナロ,力ウヤマキ,ネズコ,マッ, 
モミ,ツガ,タウヒ,レラベ如

〃

〃

ヒノキ,サハワ’アスナロ,力ウヤマキ,マッ,モミ,ツ 
ガ類

ヒノキ,サハラ,ネズコ,カウヤマキ,マッ,モミ,ツガあ( 

ヒノキ,サハラ,アスナへ 力ウヤマキ,マッ,モミ,ツ 
ガ類

H
〃

ヒノキ,サハラ,ネズコ,カウヤマキ,モミ,ツガ類

〃

〃

1,503

€00 — 1,500 

l,5C0

1,3〇) 

1.300

900 — 1.400 

803 — 1,200 

903 — 1,330 

1.00)—1,300 

1,83 —1,300 

1.0CO

1,83 — L5C0 

1,500 —1,703 

>.CCO —1,78

1.503 — 1.7C0

1.503 - 1,703 

1,78

903 — 1,400 

603 — 1,0» 

5C0 — 700 
500 — 7C0 

800 —1,303 

600 —1,030

78 —1,200 

700 —1,200 

1,000 — !,5C0

700 —1,400 

1,003 —1,600

903 — 1,600 

500 — 900 

603 — 1,00
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春 M 地・方類別 位 0 所 卷W 名 事架M名

1 ■ 2 3 4 5

274 中 部 斐野席 明筑摩邢大桑村 木 曾支 仙 共

275 〃 "郡 "村 W 寺

276 〃備 "郡上松町 〃 小 川 入

277 〃據 "郡火桑村 〃 M 寺

278 〃辟 〃亦上松町 〃 小 川

279 /, 〃気火桑村 〃 伊 奈 川

280 〃 上伊那!5 £?<岛针 伊 郡

281 〃 〃 K 〃露宮HI村 〃

282 〃據 而貌摩郡上松町 〃 別 ケ 蚣

283 〃 〃辟 '•希 "仃 〃 率 ケ 椎

284 〃 〃盛 " 爲 "仰 〃 ff
285 〃 S 〃寄三府村 〃 〃

286 // 〃寐 "耶褊島nr 〃 〃

287 〃 〃寐 〃瑯上松nr 〃 〃

288 "璃 "廊三・!/,・村 〃 〃

289 // 、〃縣 ■> 3® 〃村 〃 王 滥

290 〃 K 〃国王祕件 〃

291 〃 〃麻 "郡 "村 〃 饰 舟

292 〃 "盛 〃郡 "狩 〃

293 // "療 〃郡 "村 ,, //

294 〃 〃氈 〃郡三岳村 王 SS

295 // 〃蔑 〃歸 〃村 //

296 〃 "爲 "村 〃 〃

297 〃 "聽 〃那王噩村 〃 伽 岳

298 〃 "郡 "村 〃

299 〃 〃廓 〃那三R・村 〃 玉 海

300 〃 "簇 "が王滥村 〃 〃

301 "陽 "同; "村 〃 小 川

302 〃 "般 〃鄒 "村 〃 王 I■;

303 "氣 〃村 三 浦

304 // 〃胰 〃邢 "村 〃 仰 搖

305 〃 "那 "村 〃 〃
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〃

ラ,床ズコ・アスナロ,力ウヤマキ,モミ
,シラベ:«
7,ネズコ,カウヤマキ,マッ,モミ,ワガ
ペ姬

〃

bODO —1,6〇>

1.200 —1,603

1,300 —1,600

1>300 —1,600

1,203 —1,600

1.000 —1,78

l,!C0 — 1,200

bOCO —1,60>

誰 i/i 初 » 海 拔 杰
_(皿)

7 8

I: ノキ,サハラ,をズn,カウヤマ年,マッ,モミ,ッガ類 
ヒノキ,サハラ,ネズコ,7•スナロ,カウヤマキ,マッ, 
モミ,ツガ類
ヒノキ・サハラ,セズつ,T x 9- » ,カウヤマキ,マッ. 
モミ,ッガ,クウヒ題
ヒノキ,サハラ,ネズコ,アスナロ,力ウヤマキ,モミ,ッガ類

ヒノキ,リハラ,

ヒノキ,ホズn,

ヒノキ,サノ'つ, 

ビノキ,サハラ, 
ツガ,タウヒ類

〃

〃

マッ,毛ミ,ッガ,クウヒ,シラペ如 

サハリ,モミ,ッガ阳

■•・ッ,疋ミ,ッガ,タウヒ,シワペ尚 

ネズコ,アスナ”,力ウヤマキ,モミ,

ヒノキ,サハラ,ネズつ,アスナロ,カッヤマキ,モミ, 
ツカな

〃

ヒノキ,ツハラ,カウヤマキ,表ズn,マッ,疋ミ,ワガ類

〃

//

ヒノキ

〃

匕ノ V,サハラ,在ズコ,カウヤマキ,マッ,モミ,ッノ, 
クウJシラペ¥;[

¢00 一 1,203

803 — 1,43

1,83 — 1,603

800 —1,403
603 —1,200

6C0 — i,4C0

1,603

1,603

l,C03 — 1,200

9CK)—1,403

903 —1,403

l?CO0 —1,400

1,400 —1,500

903 —1,403

903 — 1,203

1,100 — 1,203

1,80 — 1.103

b000

bCCO

1,000

bOCO

bOCO

1,100 —1,28

bOOO — 1,203

林 地 名

6

柿 花

W 寺

小 川 入

JR
狀 Ki W III
須 Kt伊奈川
的 ケ 岳

另 川 III

衆 III 滞

姦 ケ 學

小 川るケ 衆

火 ケ 半

和 合 淳

J: 松變ケ 黒

拼

數

池 渾

鞍 M； III

筏 »> "I 北

卷 ケ 故

三 好笫 三

三 册卸 —

is 平

楸 滓

■F. i&仰 岳

洋 渡

ifil n 川

・〃

跛 川

油

織 川

ヒ
モX

モ

ラハ

類

ハ, 

サ"

サ
ガ
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番 K 壊方類痢 位 K 所铮時名 部業区名

1 1 2 3 く 1 _ 5

306 中 部 長野悠西沆庠郡三席村 木钮安疝 三 ni
307 〃晰"嬴 〃村 〃 〃

308 〃斯"®S " 村 〃

309 ,, 〃聯〃部 〃村 ff ff
310 〃 "JS 〃郡紐岛町 ff III

311 〃 "瑶 〃35新開村 〃 〃

312 〃賜 〃将 〃村 〃 ff
313 〃 〃JK 〃郡 "村 ff 新 閒

314 〃 〃斷 〃務検川村 ff 折 川

315 〃&.〃 磚 "討 ff 坊 主 •屛

316 /> "斷 〃郡木81村 ff 小 木 付

317 // "密 "甥新卯村 ff
318 〃解 〃部 〃村 〃 新 ra

319 〃 "寐"寤 "村 ff ft
320 〃 ”嘛 〃郡三岳村 三 岳

321 // 〃孫"¢5 ISJ m 村 If ff
322 〃 〃聽"郡 "村 ff 開 III

323 /, 〃価 〃郡 〃村 ff //

324 〃應 〃ES新№!村 ff 新 開

325 〃晰 〃那木m村 ff 小 木 0

326 〃 〃魅”新; 〃村 ff
327 〃断"零拾川村 ff 坊 主 ほ

328 〃 〃焦〃霽 "村 ff 〃

329 〃 "聽 〃郡 "村 ff
330 〃 〃厲"郡 "村 ff
33! 〃 〃期〃郡 〃村 ff
332 // 〃縣"郡 "村 ff 〃

333 // "期 〃廊木W!甘 /' 小 米 曾

834 〃 "嶄 〃耶奈川村 ff ff
335 〃 "K "耶 〃村 〃 〃

336 "縣 〃郡 "材 〃

337 if 〃価浦安姉耶安疫村 束女特林w 安 S-

■ - -■—-ー・ ー—— —

林 地 名 iit 汚 Hi )£ 泣 找 藉
(m.)

6 7 8

爲 保仰 肪
/ノキ, 
タウヒ,

サハラ,ネズコ,カウヤマキ,マッ,モミ, 
ンつペ?fl

ッが, 1,200 — 1.600

ハ 井 1,00 — 1,18

II 挨 id ff l,CC0 — 1,103

陣 于 津 〃 bCOO 】顷

験 III第 —■ ヒノキ, サハラ‘全ズコ,カウヤマキ,マッ,モミ, ッガ颓 1>CCO ■- 1,200

穴 ケ 潭 1,100

加 代ケ 样 〃 1,100

唱 9 深 ヒノキ, サハラ,マッ,モミ,ッガ,クウビ超 78 — 1.3C0

奈 A 弁 ヒノキ, サハノ,モミ,ッガ,クウに,シラペ:a 1,200 — 1,500

奈只井功主岳 〃 1,200 — 1.5C0

« ヒノキ, •サハラ,ネズコ,モミ,ツガ,5 «> U類 】,3C0 — 1,«»

璃 澤 〃 900 — 1,300

伏 ヒノキ, サハラ,マッ,モミ,ッガ,クウ»I須 !,a» — U3C0

赤 尼 ヒノキ, サハラ,毛ミ,ツが,クウヒ,シクペ題 [,CCO 1,200

脂 ノ ヒノキ, 
クウJ

サハラ,ホズn,力ウヤマキ,マッ,モミ, 
シクベ類

ッガ, 1,COO 一 1,100

新 爲 ft 1,230 — 1,78

四 野北 III ビノキ, サハラ,ネズつ,モミ,ッガ類 1,100 — b6C0

末 川 〃 1,100 — I,6C0

=& 竹 ヒノキ, サハラ,マッ,モミ,ッガ,グウヒ,シラペ策 700 1.703

枯 I& ヒノキ, サハラ,ホズコ,モミ,ツガ‘クウヒ预 1,300 一 l>6C0

潭 ff 1.300 — 1,603

賢川坊主 •ft ヒノキ, サハラ,疋ミ,ッガ,クウヒ,シラペ類 1.2C0 1,5OT

采 H！ 浬 ff! 一 ft 】,4C0

票 山滓第 二 〃 1,500

賛 川件第 — I,SCO

川 〃 1,18 — 1,600

橋 戶 〃 しICO — 1,603
神 伏 ヒノキ, サハラ‘ネズコ,モミ,ッガ,クウヒ類 1,303 — 1,600
裏 S+ 伏 l,3C0 — 1,603
奈 川 〃 し】CO — 1,603
黑 川 1,500 — 1,700
安 駐 ヒノキ’ サハラ,ホズコ,ッガ,シクペ,夕•> 1,400 — 1,600
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舂 « 地方類別 位 K 所會磁名 W業讽名

り 2 3
一, ■ •

4 5

338 巾 部 R野既南安規郡安髭村 束京烤林W 安 ・

339 〃 〃保 〃寄西您咨村 火成好林M 只 川

340 〃 〃価 〃郡右叨村 〃 安 <•

34】 〃 〃氈"郡 "村 〃

342 〃 "疏北安曇®:常裁村 〃 濫 瀬 !II
343 // ,,朋〃零平 村 〃 〃

344 〃歸下伊那邢奉皇村 木竹亥M 瑾 III

345 〃 〃牌"歸?n h!村 〃

346 〃期"郡木澤村 〃 〃

347 〃 〃賜 〃麝上 村 〃

848 // "盛 "•邢火咲村 // 火 临

349 // 〃盛 〃湖;喬木村 併 茹

350 〃 〃球"郡大H£村 〃 大 CK

351 〃 〃氈上伊那郡伊奈里村 〃 浦

352 〃 "炳・剛"郡关利村 〃 男 河 內

3S3 〃 〃魅小保AS尚木村 東京弭林！.} 川 西

354 7/ 〃明 〃郡長 村 〃 川 M£

355 // 〃賜南佐久部南牧村 〃 臼 m

沥 // 愛知氈西加茂部小Ki村 名古足女W 加 茂

357 // 〃既八名詳石卷村 就 谷 〃

3S8 // 〃骄 〃网 "村 名V； M女局 野 橋

359 〃蘇 "35下川村 〃 〃

// 〃臨北段榮邢伽锻村 〃 設 樂

361 〃 "蛹 〃辨H! 口村 〃

362 〃魅 〃郡上漂JI・村 〃 〃

363 〃 "孫 〃嬴段&村 〃 段 戶

364 ノ, * が岡嶄VI佐耶三ケ日村 領 松

365 〃 〃腸 〃郡伊平村 〃 引 佐

366 〃 〃無 〃都鎖派村 〃 〃

367 H 〃聯排W(：1K五利村 大 代

368 〃 〃解岡种踞!8切村 熊 切

369
[

〃 〃& "那奥H!村 氣 !11
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1------
林 地 名 混 活 紛 W 海 投 点

(mj

6 7 8

胃 5T升ケ e ノキ,サハラ, ・ズユ,マッ,ッガ,シラペ,タウヒ類 l»4C0 一- 1>6CO

A 川 ヒノキ,マッ,モ ミ,ッガ,クウヒ,シ”ペ類 1>5CO — 1,700

'I' ヒノキ,サハラ, ・ツ,Wミ,ッガ,タウヒ類 1,500 — 1,78

棍 足 IpWO — 1.6C0

乳 川 U ノキ,ザハラ, ホズn.モミ,ッガ,タッビ類 1,48 — 1,78

商 jH 入
セノキ,サハラ, 
ウヒ水1

ネズコ,スギ,マワ,ッガ,シラペ,夕 1,50) — 1.7C0
& 姓 ヒノキ,サハう, ■•・ッ,ッガ,グウヒ知 SO) 一 1.200

恤 ケ n ヒノキ,什,、ラ, •ぐッ,カいハッガ,クウ匕侦 1,330 — し500

貌 待 〃 1,300 1,500

•- |>|术 行 〃 1,300 一 !,7C0

は 村 ヒノキ,サハラ, マッ制 1.5C0

郷 III ヒノキ,サハラ, ホズn,モミ,ツガ,タウヒ弑 l,K0 — 1.600

ビノキ,サハラ, マワ侦 1,78

浦 匕ノキ,サハラ, モミ,ツが,シラペ顼 1,300 — b7C0

鳥 何 内 ヒノキ,サハラ, 疋ミ,ツガ,クウヒ,ブナ,カバ類 1,48 —— 1,T〇)

川 西 ヒノキ,サハラ, カラマツ,ッガ,ンラペ,タウヒ類 blOO — 1,48

川 束 ヒノキ,カうー/,ッガ,シラペ,クウヒ類 h2C0

臼 III ヒノキ,サハラ, 
クウヒ類

スギ,マッ,カラマツ,ッガ,シラベ, h6C0 — 1,78

大 ケ綴 a* とノキ,スギ,マ ツ,モしツガ如 5C0

石 卷 in ヒノキ 300

那 in ヒノキ,スギ 400

柔 小 路 ヒノキ,マツ知 200

n 村椎 代 ヒノキ,サハラ, 力ウヤマキ,スギ,モミ・ッガ,カシ知 600

大 w- ヒノキ,マツ叔 ¢00

椅 Ki ヒノキ,サハラ, モミ,ツガ须 9C0 — 1,18

段 p ヒノキ,サハラ, 力ウヤマキ,••・ッ,モミ,ッガ類 6C0 — I,COO

平 III 〃 3C0

觀 % III 匕ノキ,スギ,力 ヤ,マッ,ッガ,カン知 5C0

平 ヒノキ,スギ,カヤ,マッ,モミ,カシ知 5C0

大 代 ヒノキ,カヤ,マ ツ・ッガ侦 48 — 703

川 上 ヒノキ,サハラ, モミ,ッガ類 550 —— 1,603

地 頭方(門帝) ヒノキ,マッ,モ i »ツガ,グウヒ,カレ知 550 — I.7C0
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番 R 嬉方?fi53 位 ra 所4? M名 小条H名

1 2 3
1 一 就

370 '!« 都 股岡価M知郡奥山村 名古M支/.<) 水 fK
37! 〃 "環 〃S3 〃 村 〃 99
372 // 〃価林!!;!对上川根村 〃 -T- ®

373 ." ・ 〃陶富士 25北HI村 東京亥W 窝 士

374 ノ, 〃歸駁東ES須H!牯 〃 & 鷹

275 〃 〃無賀茂席仁科村 〃 賀 茂

376 // 山梨簇西八代郡条 村 〃 片 最 潔

377 〃 〃期JC螺郡妥岡村 99 玷 川

376 // "闢"郡M ft村 〃 〃

379 〃 〃辟・南卷fi7郡題深村 価 右 —

380 〃 〃斷 〃邺上九一色村 〃 —

381 〃 〃聽東山梨郡三富村 束JX支M in 吹 川

382 四 束 神奈川麥足柄上膨三録村 東京玄が 世 附

383 〃囲愛甲郡宮ケ池村 爾 布 “ 一

384 〃 成京fff拘多摩邯痊川可 林架队喩揭 小 伽

58S 〃W西多摩加水JII村 市 招

366 〃 〃!ff 〃幼榆験村［ 林業株攻搦 —

337 埼玉魅秩父郡大淄村 社 寺 右 —

388 〃即〃耶 〃村 束火諭せ林

389 〃 "縣 "SB； " W 束米統林扁 秩 父

390 郡馬聴多野郡上野村 〃 下 仁 UI

391 〃 〃郡勢多浴束 村 K 布 —

392 栃水璐上鶴賀郡m ns村 99 —

393 〃藤 〃辨 n 光町 〃 —

394 // 〃氈 〃那 "町 M£攻支A-J 小 介 III

395 〃 "顯 〃禪iti合村 R 有 —

:;% 〃 茨城幌西茨城郡舞問町 宛京停林W 笠 III]

397 〃 〃俺柬茨城部澤山村 〃 水 戶

398 ,91 "縣"郡 〃村 〃 〃

399 碱阳理石發耶永>•村 車京瞥林W 永 戶

•100 99 〃Bfi 〃 邺徐非村 和:寺 右 一
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林 地 名
'

血 衍 M 知!
海 我 商 

_(nv)_
6 7

1,
8

地国方(戶中山) ピノ中, ヾツ,モミ・ッガ,タウ匕, カン制 550 — 1,78

1*1 玄 ,' 90)— 1,700

千 殖, ヒノ・ サハラ,私ズコ,スギ,モミ ,ッガ,タウヒ弑 7CO — 1.7〇)

爲 d: ヒノキ, カヤ,マッ,モミ,ッガ,タウヒ血 1,5〇)

& K ヒハ, スギ,モミ,ッガ如 1,200
仁 朴 e ノキ, スギ,マッ,カシ阳 6. ■ 4C0 — 9C0

上 作 理 U ノキ・ スギ,カヤ,モミ,ッガ頹 603 — 1,2〇)

火 城; u / E カ十,・フッ,カラマツ,モミ>ッガ,タウヒ類 I.OCO — 1,90

也 ■- ヒノキ, 木ズn,ツガ,ダウヒ,シラペ類 1,300 — 1,6〇)

弓 射 厘 ヒノキ, フナ,ンダ弑 1,503

水ケ 隣 ヒノ・ ツガ,ナワ弑 1,100
東

m 1 ヒノキ, 床ズコ,カラマツ,クウ匕, ンラペ類 1,400

怕 RI ヒノキ・ スギ,モミ,ッガ阪 1,000

丹 件 /< ■ bOCO

商 尼 Hi ヒノキ, ス・,モミ,マッ,カン颓 600

* 為 林 ヒノキ, スギ,カラマツ,ツガ・シラペ,タウヒ14 1,CO3

ft 坊 ヒノキ, スギ,モミ,マッ知 1,200

,砍

景

処

ヒノキ, 
クウU, 
ヒノキ, 
ウ做

サハラ,本ズコ,7•スナa, 
ンつベ阳1
サハラ‘ホズコ,マッ,モ

マッ,モミ,ツガ, 

ミ,ッガ.レクペ,夕

1,18

1,200

火 謎 (ft ヒノキ, ホズコ,モミ,ッガ,タウ ヒ,シラペ類 1,300

二 代 121 ビノキ, サハラ,ネズコ,スギ‘マ‘ソ,ッガ類 7C0

間 ヒノキ 403

尼 99 703 - 8C0

宮祠 下 ヒノキ, ス年,マッ,モしッガJS “200

小 倉 山 // 6C0

1K む Hl ヒノ牝 スギ,マッ知 3C0

城 Hi おノキ, サハラ,ズギ,カヤ,マッ1 カン紀 150

W Hl とノキ, モミ,マッ知 ISO

白 山 ヒノキ, マッ,モミ,カシ類 200 •

永 戶 ヒノキ, モ如へ・ツ類 403 一-600

赤 井堆 飾 ヒノキ, ス平,マッ葡 400
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木成績に依れば天然生林所在地の酬總数は400箇所に及び,克:れを地方的に疝別すれば 

九州地方6箇所,四國地方27箇所,中國地方41筋所,近彼地方20苗所,中邹地方281帝 

所,關東地方23箇所及び吳羽地方2箇所等にして比絞的多细伽するは中部地方とす。更 

らに站れを管轄宜隱別に大別すれば国行林に屬するもの!52简所,抑料林に財「るもの224 
箇所にして民有林に屬するもの18 m,帝大演習林4筒所,驟右林2闵所なり3

就申最も廣汎なる範圍に0りて坦囲するは木曾及び裹木竹•御郷林を以て第一位と岱すは立 

從,地形釦こ気候的要素がヒノキの生狞に最も適應せし條件をJI播せし地方に該當するに依 

るものにして,；!出れは現況に後み推洞するに離からざると離七,あ藩政常時に於ける検戯な 

る禁伐の制は全く濫伐の弊をし,努めて貴垂林の保徵娴を働行せし功紐は與ってカあ 

るものなり。

敍上せし成績は箸者が調充蒐集せし範囲內に於けるヒノキ天然生林分布の現况を掛示せし 

ものにして是等の癖淋成立を観れば.其一は往時緊急非常時に對するJI用供給を目的として 

保您取締を輦守し以て現在に到りたるもの例すれば岩对城山抑料地.小里城II伽却也の如く 

にして,共二は地理的位置竝に綜合的環境因子がヒノキ生な•に遊應せし關係上性時より关林 

を形成し,優良材の生產绷著なるを以て是れが推肯吏新を促し旦又保護に努めたるがため今 

日に及ぶものにして.例すれば木针御料地,裹木曾御料地の如くにして,业三は地形極めて 

檢枝にして絶壁連り搬路の閒壑困難なるがため,作時の伐木巡村方法に依りては收支那はす. 

止むを得す放置せられたる形跡を認めらるゝものにして.現在中部•關束地方に放&する天 

然生林の多くは是れに犀する埸合にして,例すれば,火杉谷御料地.千如御料地•東澤御料 

地,大城御料地の如きはJI觀著なる例澄に脳すべし。

斯くの如く現存する灭然生林の成立由來は多種多株なる原因に基く他係ノど岑要素と相 

俟って現在の林況も亦個々特異性を表现する場合微からず。

玆に天然生林分布狀況を大硯し揩因子に就きー共槪耍を述ぶれば次の如L。

抑も我邦本島を柵成する大山脈縱走の狀J兄を吸れば山系は槪ね乗四に延長し.各列島の中 

央に發拢し,所副表襄日木に大SUす。是れより分岐する支脈は四圍に發達L,商低起伏錯雅 

にして,自ら地方的に特異性を表微する關係上,地理的位置と.相俠てR所的窺候狀況に考違 

を生じ樹木分布にも亦密接たる關係を冇するは周知の専實なり〇

而してヒノキ天然生林も亦足激芥耍素に影轡せられ,適地を求めて缺茂分布するしものに 

て・裁に中央糸他"»調在に係る本邦系候咐を參照し.’林木生油圧盛時J明に該當する七月

IL I•側木あ揮局崑守兩仃拈(ふ・) I'L. H•筮木炫林局金梁山國右林(№.3)
诲找fti 抒。。m・ 海扌い:$ 300 m.
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甲の気象囚于と天然生林分布の諸因子を比絞すれば条溫は平均游.°- 26.°cとなし•雨:£は 

月平均150 m.m. の祥水並を冇する地域內に分布する傾肉を右す。

木邦を搆成する地負は多匪多様にして.地方的に特性を認め得らるゝも,ー餃に花福岩 

質地帯は娯石森鬼として,栾利:なる狀勢を呈するものにして.此の土質にはヒノキ・アスナ 

口.カウヤマキが好んで統生する佩向を冇し.木や師料林內に現存するヒノキ林の過半は:3: 
れに;航する例澄にして,一・殷に地味は憶して疥薄にして土壊水分に乏しく.樹木の生長は循 

不良なる仰向を存するも•空中泌氣の温澗なる地方に在りては反って侵良材・を応出する与合 

多し。火山雑地带も亦ほね土壤水分乏しきも土性肥沃:にして深Mなる場合多くして,ー股に 

樹木の生長は佳良なる傾向大なり〇古生府に屬する地帶は概して地形急:俊にして糙險地多 

く・就中石灰岩の明"を件ふ劣合は局所的に高屋を構成する特性を冇するも一般に樹木の生 

宣奴:も吓盛にして,幾多の樹木を生じ,侵只材の准出も亦妙からさる傾向を冇す。

斯くの如く林木の生育に及ぼす影響因子を君察すれば極めて鈴雜なる關係を右すると雖 

も•苫拎は訓彳脛こ菟葉せ・し資村により地方的に共の性说を比皎すれば自ら特性を示す皿實 

を以て勰れば.壬貝境因子も亦地方的に泌あるは勿的なり〇

玆に材質比絞:翊<Eのお:厅に資する目的の爲め佇地方に就き地理的;侷兄竝に林涅に就き共柵 

耍を記すれば次ぎの如し。

(1)九州地方
九州は內地に於ける液西南端を占め翎応劉爰にして雨虽比戯的多きは海岸の屈曲性と相供 

て地现的位此の然らしむる史にして,便二三大知候阳こ期別して共狀i兄を者察すれば,共 

一は鹿兒島・宮崎.南大分を含む東南地方にして九州中最も溫唆且つ多雨の地帶に屬し,夏 

灿こ於ては束南季節風と黒潮の影習に依り特長づけらるゝものにして宮崎捆技£には展く熱 

帶性相(物の繫茂する特長ある景觀を展開す。共二は九州山豚,筑紫山脈•西彼杵半烏.天草半 

姑に固まれたる西」濒方にて,：&細は氣溫高く冬期は比较的寒冷なる稍大附勺氣候を示す地 

方とす。:共:三は福岡sig北部及來部,大分孫の北部よりなる所謂面戶內海式煮候にして飾冰 

抵比鮫的!沙なく,一年を通し噂天日數多きは冬期に於ける西北季節風及皿季に於ける東南 

季節風等が何れも中央山羽に依り遮斷せらる\に起因す。九州地方に分布するヒノキ天然生 

林は石塚(No.1),離寄(No. 2),金累山(No. 3),•傾山(No. 4),オシカ長尾(No. 5), 
及び英淺山(No・6)等にして共邮は蓄镜共に著しから井。

屋久A3 (No.1)は鹿兒烏游を距る.衆海ヒ180轩の孤島にして宫ノ浦岳(1935m,)最高準な
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り。國有林は殆ど全島にJLり而址40,419 Mを冇し全山花筋岩より構成せられi団疫多温にし 

て平均年降水並7,000m.m・に達すれば木邦稀存の多I也地のに威し,依って掖物の和知iも亦號 

富なり。海拔高300 m•以上を越ゆればヒノキ,スギ,ツガ,モミ莉と混滑林を形成し!.500 m. 
に達するも尙點性するを見ると訓ふ。茹岩をなす花崗岩に依り形成せらる、上壤は透水性に 

富み,糸候沮暧にして雨並多く強風旌床する機命性少なる爭はヒノキ繫生に適する要素をな 

し樹怖八百馀年く達する屋久杉と相俟つて分布上新意すペ逢ものにして,尙IL本邦に於ける 

天然生林の南都限界地域に該當するに於ては最も貴砲なる林林となす。

嫌守(No. 2)は高原が案に屬し霧姑山の中股に分布すろ会|湖混浴林中に生育するヒノ 

キ天然生林にして海拔為朗〇町 ——1.100 m.に達す。现企最も安定せる屛落にして地質は火 

山岩に屬す。

荒川潔氏の譚在に依れぱ而技1.39Iv!に對し1扁當り上層・本致49本中肝は197本及び下府 

は1,149本を冇し,群生率电位詩矿以上に•存する樹融の植物飪系的構造を見れば次表の如し。

第二表 ヒノキ天然生・材水況

8 樹

1 
ヒノキ 疋ミ ッガ

アカ’ 
マッ

サカキ;ンキJ 匕 メ
レヤラ

ャブ 
ツKキ

アカ
ガシ

ハ 11 
ノキ

: ソ
ナラ

匕サ
カキ

上 少数 少9i r- 少敦 一 — - 一 一 曲?& —

中 駐 少数 少数 談・稀 M關拭秒 發 岫 — 林

T hr 咬 岫 轴 — 精1转 -1 功 "二: 少敛 哉耗 稀

上藤木は主としてモミ,アカマツ・ヒノキにして中府木はツガ,ヒノキとなし,下將水はサ 

カキ・シキミ,ヤブツノぐキ,ヒメシャラ・ウラジロガシ,ハヒノキ,ミヅナラ・イスノキ・ 

ヒサカキ等・]:りなる林況を呈す。

尙旣往に於て霧島地方にはヒノキを優勢椒となせし天然生林は同所的に繫生し出咬的密林 

を形成せ・し箇所斟からざりしと稱せられ現に滲Hは沸!、附近にはヒノキ天然生林の母捌と见做 

さるべ言老齢林木の點在するものありと謂ふ。

金峯山(No. 3)は備本市の西:!匕に位置しi陶发髙(彻m・に達する山系に屬し,附近を構成す 

る地筲は主として的閃紫蘇姉岩,安山岩となし,現存するヒノキ林は您藩時代に柩栽せられ 

たるヒノキを主林木となすものにして,中腹以上はヒノキ.サハラ・スギ,の混潘林にして 

明治初年に於て一部を伐採せし爲め共跡地には天然更新行はれ,現在に於ては主としてヒノ 

中・スギ・アカマツ等の混/奇林にして翻论平均80年生,樹髙平均24m.に遂す。激木は主と

PI.. V. fs*W支局 大匕谷仰料地(ヽ”.沛> VI..VI.大阳悠林局 如11阚冇林CNo. W)；
很拔« 1,13) »» 迅拔寫 40 )11.

|*1-vii.大!Rワ林局 ハッ兄顷け林3。•N) 1+. vni名古ki支局小里城mom地 g in； 
诲拔商 500 in. 海拔髙:叫«».
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してヒサカキ.アヲキ.テラカシ,カクレミノ・ネズミモチ岑にしてメダケ.スヾタク・を混 

淆する所あり〇當地に址も近MR本測候所に於て飮測せし糸紧状況を參照すれば年平均氣道 

搦氏15.60に遠し.平均年沛水並は1,885】n.m•に及ぶ。

オシカ長め(No- 5)國右・林は而狀4G haにして近接するR句也を合せ:」怀付近一帯を深耶 

思溪と柄し・兩择の奇燃怪石は美しく・共淸流と共に苗しく彼客を迎ふる處なり。ヒノキ林 

木は共HUに點在するものにして耕炳平均・将〇米にして.爪耍風景地として風致保菠林に編 

入せらる、は又當該地方にヒノキ天然生林分布嵌めて也少なる現狀に鑑みれば•最も貴朮な 

る資罕卜と!抒业、せらる。

英透山(No. 6)國も・林は而軌273luxを右し,英法山頂は!.200 m.に逹す。附近一帶を構 

成する地質は花崗岩及び安山岩•にして辛命蜿蜒として八方に携がり.筑前・お前.亶後の三 

國に跡る.共一帶には担裕嫁茂し・薛極りなく.千本杉の如き老杉は美林を以て世に知らる 

ゝうのにしてヒノキズ然生林木はモミ・アカマツと共に是等と混淆する現況を呆す。

敘上の如くヒノキ天然生林は僅かに六瞬所にして何れも溫帶に所圈し,共一部は唆帝に接 

絨オる現況を呈ナ。圻くの如く分布地域の縮小せられたるは地理的條件に依る影響多大なる 

と乂住時に於けろ濫伐.濫採の弊甚大なりしに因るものと拙測せらる。

然るに延［闷落林・朿鄭事案叽高弟營林・尼鈴习襟臨及ぴ熊本騒八代耶柿迫村科迦院國 

右-林內に分布するカウヤマキ天然<I琳(附岡Fig11冬照)は後章に於て記述せ・んとする四 

囚・近幾竝びに中都地方に於ける林況にI樹し多照し得べき貴知なる資料たると同時に,木邦 

に於けるカッヤマキ天然生林に糾する南部限界地域として研究すべき奏料な〇 〇又長崎莅林 

冒安仙居に分布するサハラ天然生林は本邦內地に於ても一般林況跚日T貴也なる資材にし 

て•ヒノキ天然生林とは離すべ:からざる樹利!として柯蟠上に於ても亦会照すべさ資料な 

り〇更らに特筆すべきは大分驟槍原山に現事するアスナロ天然生林にして共南部限界地域と 

して会照すべまものなり。

因に九州地方に關する林況に關しては束京務林R技師原耕太氏.九州帝國大學故授西田靖 

二氏•熊木部林局荒川潔氏竝に關底營林眾农淤氏の資・'1•蒐集に便它を與へられたるを深滞 

す。

(2)四國地方

ILMRiih方は近魂中国.丸州間に介在する地理的位眨を宙し.•共中央を龊M2する濫陵なる 

匹>國川脈は束西に展聞し・以て;齢技.土佐の二地方に大別す。斯くして地豚〇配列燧然たる
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裕曲山脈には石槌山脈の主峯たる石槌山(L981m.)i4びに之れに次ぐ劍山(1,955m.)は東四・桐 

御時し,猶海拔商1,900m・に達する連峯は高壁をなし,夏期黑湖に依りて送らろゝ濕潤なる 

西南季節風は共進路を遮斷せらる'關係J;共南あ而には著しく降水•衆を與へ’夫r.れに反し北 

姻而には雨水に恵まれざる氣候的特異性を現はし・瀬戶內沏也方に臆田の發連筈し冬1顷に

も
依りて号共绷著左るを知る。

斯くの如き条候的％蝕はヒノキ天然生林分布上密接なる關係を右し一般に中央f洛i地方鈍 

に共南部斜面地帶に多き現況を示す。

就中本山,小川益林’苦都內及び決川藐林#部內にはヒノキ天然生林此絞的•廣汎なる而趺に 

散在し者汗責も亦嬰當にして主としてモ・ミ,ツガ,五栗松との混滔林を形成し,就中本山/林 

署都內白安山固有林に現狂するヒノキ純林は并檄高1,17Om •に達し眺望絕隹たる虐にして環 

術会考に資するがため保護林に編入せられ共而析189%に及ぶ。

抑四國地方を構成する地質は地形にI偈聯し極めて跟純なる特性を彳!・しJ“痢;的には鈴・律する 

场合あるも,齣备古生脣,中生肝,結Ah片岩惜にして略束四に併行し,花陽岩・は主として杏 

川,愛媛兩縣の一部に牌出するに您ぎすして,共狀況は紀伊山系地方と栋めて類似するを知 

る〇

本地方中最高峯たる石槌山(1,980m.)は細帛片岩を以て構成せらるゝ塞礎山系上に立つも, 

共上都には安山岩の噴出ありて峻検奇景を泉し.地形も亦錯雜し,且商距著しきため氣溫低 

滅し稲縁長期にr！Xる關係上樹木帯はシコクシラベの純林多く •ス是れにヒメコマツ・ウラジ 

”モミを混渚・して悪帶林の分布を見る。

ヒノキ天然4淋は是れに接する溫帶林に分布するを以て,從って四國背梁山脈地帶には比 

鄭勺廣汎なる約圍に及ぶ。技師m中波慈女氏より當地方に繁生するスギ,ヒノキに關し,天然 

生林分布調布岡の寄崎を受け且共:の說明によればヒノキは愛嬢縣溫泉部と上浮穴部との那界 

を爲す山脈より石槌山,別子山に沿ひて束に走り,徳烏,香川の骅界山脱を走る年降水一策:1.500 
耗配分級以时こ分布し,年降水抵3,000料}配分線內には架即して会生するものにして,年平" 

均氣溫は撤氏170以上・海拔商600米以Jい地帶に成订す。地纹は第三紀居,古生届•侏紙 

紀店 石英粗面岩,花做咨 輝石安山岩等各稚炽な上Iこ成立し,一見然關係なるが如をも, 

現在ヒノキの成立する地域に於ける敏物演土壊を採集すれば必ず赤根色の建酸姓土にして極 

めて疎斑なるものより成る,•即ち年降水量3.000粗前後なると共に帆湛なろ土壤はヒノキ成 

立上最も重耍なる因子となし,」:壤酸底とは若しき關係を有せず,又胶灰岩の適度に分解せ
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るもの,久,火山灰の分解せるものには以めてよく發生するを以て峰通り.急籍而等には集网 

せる林分を形成する埸合多く,從って伐木迎材困號なる地域に多く.明治維新前後に於ける 

濫伐:時代にも共災雉を逃れ姓たるスギに比し比較的旅汎に貝りたる醐係上現今に於けるが如 

き価大たる地域に天然生林を疫存し,旦又後繼鉗を繁生せしむる機臼を與へし所以なりとせ 

らる〇 ・ <

本就企に於て,當“好也方に分布するヒノキ天然生林は高知營林局管內叫(No. 11),大正 

(No. 8 No. 1-1). ?l>HKNo. 15).須崎(No.16 No. 19)•与:和岛(No. 20)•久萬(No. 21
No- 22),池JU(No. 23),木川(N。. 24 No. 29).本山(No. 30),馬路(No. 31)“高松 

(No. 33)»の各蕊林・部I勺と推定し,供試村・は窸川,木山兩時林・部內より探栗送附を得た 

るものなり。

尙ヒノキに關聯し.混沁樹種中力ッヤマキの分布狀況は.久离・須崎・池川,魚梁溷ゆ栗 

做內に最も多くして.宇和島,黑席 本川.大橋,安菸,思路,野根等の各％案區內に生育 

し・共!0況は四國仔梁山脈及び石槌山より發して南下する山临地帶に分布す。就中愛短|{§上 

浮穴耶明神时には樹高35.米,栩齢推定500年に達する大木は苦名なり。

次に紀伊.火和地方に分布する】•ガサハラは髙知縣安藝飛,仙谷山・桐谷山,魚梁湖山等 

に現存し,ヒノキ天然生林に混汚するは稀有の事實にして.且又共分布地域の比皎的狹小な 

る袍圍に限らる、は貴重とすべきものなり。本州髙山地帶と共通性を右するシコクシラべは 

石槌山.劍山に分布し.女ラジロモミは大^•原,石槌山に殘がし,ハリモミは痢山,高坂山・ 

不入山坤に生育し,何れもヒノキ分布地域とは密接なる豳係を有するものにして•ネズコは 

別子山・附近の赤石山に生育するものあり,と雖も詳ならすと御ふ。サハラ,アスナロ天然生 

林は當該地方に是れを見一タと雅せらる。

(3)中國地方・

中國中央より手订北に体iし,東西に縱走する中國山脈は中生代の中頃より旣に大都分は隆地 

として"在し.•長听間削蝕作用に依り,共頂上は平坦なる高原狀地貌を呈する特徴を有す。 

分水法より分岐する支脈は廣く中國地方金般に分布し,共高距は何れも中央生服と著しき羞 

異を右せざるを以て.山岳・丘陸は極めて杈雜に錯綜す。其問溪谷に因る福造線は主として, 

束北,四南に縱をし,盆3也の系列を構成す.共狀況は準平原の隊起と,斷肝に依る地塊顾 

と,流水の健蚀作用にて形成せられ珀¢1姿は,髙距!,300米以下に展開する尚原と見做さる, 

從って平野に乏しき關係上牧衣の業は古くより發達し.又果物,工蜒作物の裁坍は著|ーノ
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開發せられ,煤林の濫伐はJt限りを知らざりしため終に中央山尚地淸にも及べり。

斯くの如く人爲仙妙客を紫りたると同時に中央山系が地方的氣映狀況に影密を及ぼす關係 

も亦等閑に附し得ざる要楽にして.最も顯著なる現象は山陽地方と山陰地方との降水員の多 

少竝に季節的變イ匕なりとす。即ち山陰地方は比就的雨;G:多くして.冬期は恭澳雨の襲來甚し 

く塚5も亦大なるに反し,山陽地方は雨:危少なく,所明瀬戶内海式系峽を呈す。されども山 

陽西部は雨量比絞的多く氣候溫咳なり〇

ヒノキ天然朝:は主として山陽西都の多泓地带效に中國中火都山#地:沛に故在する狀勢を 

示し,面故,為政共に著しからざるもの多くして.所洒如戶內海式氣徵の及ぶ地帶內に分布 

するを見ざるは當該地方を構成する地質に依る影埒も亦大にして,巾央J也帶に於ける花崗 

場,竝に花崗斑岩の露出は本邦內地に於ては他に見ざる以汎なる地域に』［り發達したるもの 

にして,古生府,中生仔コ以制债かに介在するに止る關係J:一般に透水性に富む海なろ上 

壊を形成し,ヒノキ天然生秘樹の發生に關しては最も適啥する自然的條件を只備すと雖も, 

舞繁生に乏しきは.畢竟洋水花の多少と密接なる關係を有すべし。 ’

木诚在に於ける當該地方ヒノキ天然生林分布地域は山陽地方に十八箇所を右し•山卽也方 

は二十三箇所を求め得たりと雖も,何れも飾紘 蓄七’洪に比較的懺少にして中央山插附近に 

連鎮狀に散在する狀況は恰も本邦東西に現存するヒノキ天然生林を相互に結ぶ樹橋の感あ 

：»:〇 ・ • ............. ■ ■ * - ：'• • ' • - • - •
.ift浒樹质は岡山縣附近にはスギ,ア刀マツ,モミ,ッガ,ナラ・カシ類を主林木となし, 

廣岛經下には谷山國右林圏地の如く浴藩注等｛Cの抽壮に係るものと見做さるゝものあり.。又・化 

取陈Tに在りては主としてスギ・モミ.アカマツ,ブナ・ナラ等を混祐・する林況を呈し,— 

般にスギは比絞的廣汎なる地坡に点リ隴生し,也了・なる林招を形成する埸合斟からざるも, 

ヒノキは槪して华筋又は絶險なる岩右ナ也帶に散生するもの多きは,彳主時に於ける濫伐に起因 

する處多大なり。 <

ヒノキ天然生林に伴ふ有川樹秘中力ウヤマキは廣A3縣佐伯帰水內村・恵下谷山國右林內に比 

蛟的多く分布しヒノキ天然林と混浴するは四网地方と相對し做然の觀あるも亦若證に資すべ 

まものあり。多くはスギ,ヒノキ人工植我地內に侵入する天然生林にして,吉賀川上流•六 

日市村,藏木村の西方捉冇林内に於ても力ウヤマキ天绿生林の分布するものありて,部嫩:髙 

tt-rat 700米に述す。 •ゝ

•‘双亥地方の林況膈)在に孫しては山口残林??劇髄故三’日原落就・角h山發郞,廣岛條林

11..IX•名舌心歸岩村域U湖料地(ヽ5116)
消拔爲 700 nt• 很拔為 40° «"•

(三 好) く三 好)

PL. X・名・占風夜局上冇知古城印料地 g!〇3>

P1..NI. 支府加子址及木や仍料地(ふ,.15〇)

海拔斎】』〇〇小.

】L NIL木甘支局小川入OjHrt! く的•278) 
海拔?：5 1,100 >».
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署农河野i£i介,岡H隣林’阳ミ藤岡英雄•津山營林署农松村壽树•山噂林7?時長关邦余郞. 

JH本苗林’智成容川信彥及びJい以蒲林・長知蘭阻郞諸氏の彊力多大なるものにして玆に深く謝 

慈:を表す。

(4)近縦地方
近段地方は是れを三地形別に大別する書を得べし。共一は南部山襯也帶にして.和歌山市 

•tリ紀ノ川に沿ふて脚田川の上流を溯り,与:治山田・聒羽附近に到遠する構也繰より南方の 

地坡にして.所謂紀伊山.脈は火・ケ原山.彌山,桦迦ケ舟等の述峯を含み•大和アルプスの 

名柄を捺する為山性C丘陵J也なり。共二は神戶の向背地たる六甲山の南隘より朿北に進み京 

都.芷您湖の北側を械切り三國岳に達する構 !2酸に至る中IIIIWにして.所謂中央低地。存 

在する所にして.共形狀略三角形を呈し•極めて鎧锥する地形を示す。而して共三は中國山 

脈の农^たる丹波高以は主として古生眉•より構成せらる\•丘陵性山地にして.日k海に面接 

するを知る。

斯くの如くして地形的特兇性の表微は地方的氣候に及ぼす影携比較的大にして,北日木海 

に而接する二帮は裏日本n勺氣綻を呈し.冬期に於ける季飾風は欧なを伴ひ,摂岡の如斐は快 

呐一年中僅かに五日に過きざるを以て共狀況を窺知し徊べく.是れに日照して南都j也帶就申 

紀伊牛島の南方より柬方に進むに從ひて降水筮は急激に増加し,大臺ケ稣より尾鏡海母に至 

れば實に年降水並平均4,000耗に及ぶは著名なる事實なり〇

然るに中央低地地帶は降水•心七較的幽少なる特徴を皇し•就中大阪部 播.湘に而する地 

帶は.所用溯戶內海式就候を右し.爾來鼠用の發连する狀勢を以ても其一端を窺はる〇

仙ぽ京都市,奈反市を石する中央地帶は比絞的寒村の救媛著しくして內陳的崇候狀^を表 

現する:地域に屬し.共紋過は稍償州及關束の北邰に類似ずる特微を右す。

是專三帶は南北に述績し,一剛こは日木海に接し,他而に於ては大平洋に通するが如き特 

界性を有する地域のヒノキ天然生林の狀況は紀州方面に於て為野山(No・ 78)•タ條箇所にし 

て.京都市附近には東山(No. 90),外四歯所にして,滋賀爬下には僅かに京都大隼蘆生演沏 

林外一箇所Q分布狀況を示す。是等各地域に分布する犬然生林は系候的或は土地的球境因子 

に毛違を有し,1!乂親林成立に關する史的考證事項に於ては地方的に著しき特徹を表はす 

は,當該地方か奮來より文化の中心地將に胴せしに由來する,處大なるに因るべし。

玆に三地帶に就き考察すれば,由部紀伊山系に現存する,大杉谷御料地(No. 88),和歌山 

北海道大學演習林(No. 86),站に散在する国イj林は主として地形險後に〔て,位採蛾H個難
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なDしため幸に濫伐濫採の弊を逃れ今日に及びたるものにして,高野山國右林は批栽に起因 

すると傳へられ,山來用材保護の目的を以て,保護取締りを锄行し現在の美林を現"すと用 

ふ。猶京都,滋賀縣下に現なするヒノキ天然生林も亦.羌れが保離に努めたる狀勢を织知す 

るに難からざるも,當該地方を構成する地貿は主として,花崗岩に度し・是れに依り構成せ 

らるゝ土質は軽鬆にして透水性に富みヒノキ發生には最も適您する特徴を冇するものにし 

て,多くアカマツとの混淆林を形成するは菓候的囚子と相俠ろて更新上特異性を表微し,他 

の地帶に比し趣を異にする傾向あり〇北都に屬する蘆生京拙帝國大學演習林(No. 92)は山良 

川の上流に位置し,日本海に而する山版地帶に分布するを以て共地形は衣喪兩口本の中HIJ性 

を冇し,特に地質は秩父古生后を以て構成せらる關佐上溪谷高ルをなし,高距著しからず。 

最為峯と特せらる、三國办は海拔髙959米を表現するも,地理的環境因子は他と稍々趣を異 

にす。 ^ '

本地域の林択は俄砚すれば寒帶林は火杉谷御料地に於て,浪高峰大臺ケ原l【l (L5GG米)附 

近,高距!,500米以上にシラベ クウヒ,トラノヲモミ‘皤の混湧・林を形成するのみにして 

ヒノキ天然生林の分布すろ地域は一部溫帶林に晒しスギ・モミ,ツガを主林木となし•他の 

一部は跋帶林に逹し・刀シ類と共にアカマツを混治するは一般的傾向なり〇

玆にヒノキに件ふ特楚林木に關し共!(X況を觀れば,カウヤマキは紀州山版中に分并するヒ 

ノキ天然生林內に何れも混淆するものにして,又共地城の北部に位置する京都付下蘆生京都 

火學演習林內(No. 92)には僅少と雖も同樹利!を混港するは,中部地方に於ける同樹飢の分布 

と密卷なる的係を有するものにして.就中高野山(No. 78)»はJ翩名の發生地として芸名な 

るものなり。トガサ八ラ作紀伊山系中・商野山(No. 78),和歌山京郁大學演習林(No. 79)を 

際く他の地域に多く分布するは•四國束部地方に現Wする天然生林と密接なる關係を右する. 

ものにして贵 皿なる资料となす。 • .

猶本地域內に;Eリサハラを混淆する揚合極めて僅少なるは稱意すべき現象なり。アスナロ 

は蔵生京都帝國大學演習郴付近(N。• 92)及び八足國冇林(No. 94)內に僅少なりと陞も分布す 

るは特華すべき现纹にして・京都瞥林著部內,件ケ谷阈有林に現"する天然生林と相僕つt咎 

照すべき資料となすP • ；
尙大杉谷御料地アサミ谷に於ては仰て7・スナUを伐出せしと傳ふ。スギ,アカマツは各地 

域にヒノキと部活する一般的枝適にして,就中京都,滋賀邨下に多をヒノキ・アカマツ(〇混 

淸林は代表的膜生にして地理的環境因子,特に土質と条嵌!的因子:とは共成因を踏る要素たる.

ri-ゝ1ヽ・木曾支局瀬戶川偲料地睥.300)
海成啓 1,200こm.
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XVII.木曾支府并伏堀好地(.No. 333) VL. XV1H.木曾支局湯舟し郷»地 g 348)

1,500 1,100

PI- Xix. mftWJfi (.No.1204) H-. XX,木や支局怖共街饷地 g 274) 

海扱咨1,400 m.
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IL XXIV.名古,4AW 地 CNo. 365)

itt J'i 髙 500 nu
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PL. XXIX•更,;•:戈赫愛い伽料地し、“.g 
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ベ送も・地方的文化發展とも亦密接なる關係を右し.植生推移の研究に關しては見逃し符ざ 

る习顷たるべし。

(5) «|«部地方
中部地方は木邦の巾央部に位卷し・此忠に繁生するヒノキ天然生林は鼓域汎なる而我に瓦 

り分布する瑯兄を示し.往時より生產せ・らる、資村の多くは材質優良にして共苗如彼富な 

ること亦他に比すべきものなく,位置,質.•衆共に中心地帯に勢するは衆人の認むる處な 

り。

玆に地现的狀況を槪飮すれば當該地方は本島中央を丁网する山跃が［脚及び北戀する二大 

山系と富士火山帶との會合する地點に在りて,內地に於ける景も高煥なる地帶とす。猶所請 

大地溝帶はII木海の糸魚川より姫川の溪谷を溯りて南走し・靑木湖,木!奇湖,火町及び松木の 

峥野を横切りて盛尻に至り,更らに束南に轉じて薛訪湖に出て,盜耕を経て嫌岡に到匿する, 

所渦糸魚川靜岡構造線を形成し,以て西南日本と束北日本とに大別す。更らに上:IR訪より南 

走する中央構选線•及び松本より西南に走る木竹川斷騒を冇し・是奪三者の溪谷間には赤石 

山脈及び木曾山呱を介在し•何れも古生后竝に是れを貫く花崗岩より構成せられ‘赤石山脈 

中の白根山・赤石岳,薄面,木科山脈中の駒ヶ岳は著名なる秀辛と驾す。然して飛貝山［！Rは 

北部大地海帶の兩叫に地塊山,脈として勢・へ8,000米內外の高般なる述峯を頂き,仙:•$・枪ケ 

曲・大天井山,燕岳,笠ヶ岳等を冇す。密士火山腿中には天城山,箱根山劣to髙峰券へ以て 

關東地方に接す。

斯くの如く商峰重聲起伏し,共一希は日木海に接し,他の一帶は大平洋に達する關係上氣 

候狀況も亦多様にして.日相値斜而の弟候は冬明两北季節国著しく從って降・大なり〇是れ 

に甜し大平洋お而は夏期東南季節風の爲め降水策比絞的多大にして,冬期は晴天多く 一般に 

乾燥す。

玆に中央気強の測包に係る雨・・宣竝に氣溫報吿を參照し一史瞰七月中)氣候因子中雨並竝に 

菓溫分布狀態をaJ!れば岐章縣北部,長野聯西南部・竝に兩懸に接する愛知縣,靜岡縣,朗井馨, 

右川縣及び富山縣等の睬W・山崔地帶には月平均200耗以上の降水虽を右し,平均氣溫は攝氏 

26度に達する狀況を示し,是れをR所的に觀察すれば地形の髙低起伏に從ひ返異懸隔セ生す 

るは明かにして,從って植物帶は之焼心に支配せられ自ら地方的符異性を表後し,寒帶林 

は海拔高約1,700米以上の山扱地帶に招现する場令多くして,四北部に於ては白山山系昆分 

布し,中央郴以束に於ては乘鞍居,榆ケ岳せ含な飛界山腿,駒ヶ岳を有する木价山脈,效に
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赤石山脈等に分布す。 « • •

ヒノキ天然生林は是零寒帯林の下部に接し緊生するは一段的現製にして.所消ヒノキI:部 

限界を形成す。

常該地方に於ける遇帶林は比較的质汎なる而缺に分布し,諸山系中海拔髙約1.的〇米以下 

つ中腹地帶を占馔す。 ・

ヒノキ天然生林は本地帶に多く緊生するは環境の然らしむる虐なるも.又局所的には共分 

布を見ざる地域を右するは,所渭稿統の偏奇性に井くべくして.主として降水抵の不足姓に 

其况分關係に起Wする傾向あり〇

跋做は束海地方伊豆牛岛より西は伊勢灣に至る海岸平野地帶及び遠江,濃尼平野」也方に 

廣く分布し,且又顔井,金澤,富山等の平野,也帶に發逹するものにしてヒノキは共上部に侵 

人する場合ありて,多くはアカマツとの混淆-林をなし,主として大平洋に面すろ跖痂汩也帶 

芷多X •

斯くの如くして担也方は水平的にも又飛Ui的にもヒノキの生井に適應する地域は比發的虔 

汎に及び,猶上村內地に於ける咳帶林と溫帶林との接續地帶に該當する欧係上ヒノキ天然 

生林に混祐する主要樹種も亦多秘多樣にして,局所的に特異性を表現すろ場合多し。

就中ヒノキ.サハラ,アスナロ・ネズコ,力ウヤマキは所副米曾五木とfi5せられ,モミ‘ 

ッガ,クウヒ,シラベ類,スギ・アカマツ等は主耍林木として是れに混淆し,海波高の高低・ 

聚境の密に依り各麻林帶の分布現況と相俟って丿0所的に植生の變移を表徵するー絞的狀態 

は當地方に於て一瞥し符べし。 • •

特に木曾御符林を中心とする四圍の林況はヒノキ犬然生林に豳する分布』炒嫩に左れに混 

淆する主耍林木との關係を知るに最も代表的地带と見做さるゝを以て,改めて後述せんとす。

(6)關東地方
關東地方は共一に關束火平野の所在地として,共二:こは東:京を中心とする文化は四通發速 

,する地域たる等位置的特微を右する關係上 一般林業は癖界山嶺埋帶に縮少せられL倾向あ 

りて,ヒノキ天然生林分布地域も亦共膨響を蒙り秩父國有林に比校的廣汎なる面仙に分布す 

ると難も共他は何れも極めて僅少なる面仙に繫生する現況を示す。•

妙に敏該、地方に闢する地形の既况を觀れば.西部には丹澤山脈及び關東山脈を右し,北部 

には三国山脈及び帝朝山脈の縱走ありて大障壁をなし 那徂火山脈は那須山,日光火山群, 

赤城,,操名の秀案を有するものにして,炬号の山部也带の山臆より發する丘陵性の漸移地帶

IL XXXIV•束并•花林局城山國有林 3。•网) 

海拔爲!60 In.

M)

村技師>

ri . XXXヽ’.祈:寺1冇林 赤井英師(Nc. 400) 
くピノキ天嬢水林北部臨弭地城) 

海拔离如〇 »>.

IL XXXVI,鴨居木
I付知山｝物部内如了•母炙未特師料地内・)
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は著しく發遠して!!M柬平呀に達する狀勢を示す。

彳きって各帝林幣も亦地形の高低に睡じて限界を割し,就巾跋游林は"東平说巾比絞的•睇汎 

なる面模を占むするi同時に本邦に於ける略北邢限界地域に該・借し・:典一部は陋かに奥羽地 

万 阿適限山购K海拦に北I•・するを知る。站れに閲聯し溫带林は山做地帮の中腹に於てi威
*.000米に控するも.:陌也坡代校的狭少なり。

氣候狀況は一儼に雨・杞沙く中央荻靠:S調企に保ろ報卸こ依れば,關東単原地方はJJ平均 

用・に於て八JJ.九月を除送てはSO枉以上に達する与合少く,又七月中平均氣泪は攝氏26 
旌等温線を順仰となし是より卩£溫なるJ也城に出現する塌な多さ事實を密照すればJ喚的位｛a 
竝に氣膑的要素幣はヒノキ灭然生林の緊就に稍I不適當なる位:置に該常するもcと推測せら 

る。現にヒノキス然生林は22箇所に及ぶも束京帝國大學決父演習林(N。• 388),大滝奥阈冇 

林(No. 389)•世洲淋料地(No. 082),磐丹澤御料地(N。,383)塔は何れも溫糸林に.屈し,純然 

たる天然生林を形成するものと認めらる、も・共他の分布地城,就中城山國冇林(No. 39G). 
師面山固冇林(N。• 397). |’川网仃林(No. 398)等は鶴藩政峙代に緊念用村を目的として,保 

哽帰?せられしものと見做され,又座間(踞:羚1).戏普山(No. 395),答は圮冇林として世襲 

的に保證せられ,現在に及ぶものなり。

柄木的性に於てヒノキ天然生林Q北部限羿と見做せし・赤井樂師<No. 400)は碇格なる意味 

に於て梳栽林と阍・め坦べくして,奥羽地方の爾都に嘴よ寒帝林に接する東京游国大學秩父演 

習林(No. 38S),大盜し奥网冇林(No.簡9)にはシラベ.コメツガ・サハラ,アスナロ,ネズコを右 

するも,稍W濶塗低诚し,暖带林に接する世附林料地(№.382),衝丹潭倒料地(腿383)に 

於てはスギ.モミ,ッガを部滑し,唆带林に分布する城山國有林(No.396)』前山國有林(蹈 

%7)等は主として,スギ,ブカマツを混淆する現況を示す。

尙奥羽地力中央山脈中には地现的位:置’氣候的條件中ヒノキ犬然生林の分布し得るものと 

以做さるゝ地城初;)所的に地點を泳:め得7きも,木朔・Eに於ては欲§す。

敍・上せ・し成績は木邦內地に分布するヒノキ犬然生林に關する現況を大觀し,共微耍を紀述 

せしものにして,以て大勢を窺知するを得べし。されどヒノキ垂匝:的分布狀況蛇に是れに混 

活する主岌咻木の變移は苗:接林況の相違を誘起する要素にして,」丄又I用接には材賀の良否に 

及ぼす影鉴龄からざる傾向あるを以て,玆に木竹洲料林を中心となし共四囲に分疝するヒノ 

キ天然生林に就ま是等耍素の相互BM係を岡明ならしむるは當該地方が木邦に於ける中心地帯 

に位置するのみならす・現存する天然生林は比阪的狭小なる地理的範!用內に於て寒第林より

一
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滋席林を経て,咳帶林を包分し・同時に.此彼的多段に」":る主要林木を混洒するは’貴巾:氏 

料なり。

(7 )木竹御料林を中心とするヒノキ夫然生林の現況竝に是れに混渋する主要樹種:の㈱兄 

警者・は便宜・匕木奇御爲山(海拔高3,003米)を中心と定め,東紐自瑚度3〇分.至1脆度 

分,北緯自35度00分,至36度40分に至る俄略正方形範囲內に於て,国有林竝に御料林备 

事案區に釦する施梁菜林祝調萄踞立(可" 及的に舊施業菜を參照す)を娘陀し,ヒノキに列し 

サハラ,アスナロ,力ウヤマキ,スギ,アカマツ,モミ・ツガ,クウヒ•シラベXflを主要な 

る混淆樹織と見做し,共分布狀況を圖示し(附岡g・【•宓照),共成績に基きて林況を説明 

し以てヒノキ材質に關する生態的祖跳の參疔こ奏せんとす。

抑々本誠住地域は本邦內地の胳中央に位置し,岐卩她に長野兩縣下を包含し,是れに隣接す 

る他の諸縣の一部を加ふ。從って地形ーT2に俗!竣を極め,抑獄山の秀军を右する飛株山脈(日 

木アルブス)は北に起りて略々中央部を南下し,白馬店(Z933米),給ケ・厉(3,189米),硫黄岳 

(泓58米),乘鞍岳(3,026米)等の・著名なる獄諦蜿蜒たるを見る,是れに併行する木曾山脈は 

駒ヶ岳(2,956米)を最高峯とし恵那山(2,190米)に終り,史らに伊那溪谷を挾んで共東方に縱 

走する赤石山脈も亦駒ケ苗(2956米),白峯山(3,192米),荒川岳(3,083米),赤石山(3,120米) 

及び大無間山(2,329米),黑法師山(2,067米)の姣峯を有して宙士火山脈に接す。又白山火山 

带に屬する白山(2,702米)は飛外山脈Q西方に到紗する山塊にして,亞等諸山・脈は所,消本島 

中央山脈を榜成し・相匹日本の分水苕 1をなす。即ち日本海に注ぐ岸川,黑部川,神血川’1£ 
川は:共主要なる河川にして,天范川,木曾川,益田川・長氏川等は何れも一大平浄に注ぐ巨流 

とす。

本地城を構成する地質は局所的に極めて錯雑する節向妙からざるも,亞れを槪述すれば, 

木枷陰山及び乘鞍旧は安山岩により構成せらるゝも・北以西南地域即ち笼麻 商山I叮,王 

湖,上松町及び木曾山脈を!！Uて飯川町に至り史に南下し仞那溪谷に及ぶ地帶は花崗岩站に 

右英質斑岩の国出比鮫的廣•汎なる面殴に發建し,赤石山服の全般地帶の飛驟山脈中木竹御獄 

Hi.來鞍あの以北他5｛麻川の中泌长艮川及び排斐川の上流地域を構成する秩父古生杓こ 

相接す。尙ほ花崗岩質地帶は飛新山脈中,焼ケ步以北より・白馬岳に至る左右兩側は局所的 

に發連するものにして,是等安山岩,花崗岩,イ谈笃现岩竝に秩父古生后・の分布する各地帶 

はヒノキ稚樹發生とは密接なる關係を右する傾向を右す。第三紀肝は木曾川中流以阮及び金 

加I以南等心・出して丘核地帶を構成す。
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花崗岩地帶は一般に環岩诳见として豪肚なる地勢を呈する場合・多くして風化水蝕著しを場 

合は却って［(岫•なる况狀を皇-ん 是等より搆成せらるゝ土賞は槌Bにして透水性に富みー殷 

にヒノキ・アスナ“,力ウヤマキ等の繁生に適する傾向を右すろは,木曾御!料:林に於けろ現 

況竝にス喚城內に於てもヒノキ犬然生林の過半n上は木地帚に分布する實證に基き劄知せら 

るペし。 •

噴出岩より旅成せらるゝ土質は一•股に透水桂著しきたわ地表の乾煙を促す題向罗く・松木 

の生ぜを!:心上する影脅火なる、&比皎的降水日數多く. n火沁〇遅潤なる地域に於ては反つ 

T1Wなる成績を右す。共例證としてはq；f土山師料地(No.:痢)•愛璀卻料地(No. 374)に現 

存するヒノキ天然生林の如くにして,木竹抑・ ’料林に於ても亦木竹御点山強各狎料地に繁生す 

る場1の如し。占生后より橘成せらる'地帶は鶴ね地勢危賤にして木仲御料林の古生仔地は 

之れを實灵する處にして,父赤石山系の溪谷絕險たるは顯著なり。本地帶は概^樹木の生育 

饪盛にして一股に數多の樹椀を生じ,殊に石灰岩眉•を仲ふ場合は更に樹木の生廿を促迅する 

倾向あるも.木地域內には露出少なし。乂木i也域に關する氣峡狀i兄を大我すれば,所謂表日本 

竝に炎II本荻候は中央山系に依りて大別せらる、は特淮すべき現象にしてヒノキ天然生林は 

寧ろ共中間的氣峡带に分布する倾向を示すも,混滑する主要林木は招KI3本に就き特異性を 

示すはffl.cx-rべき耍卷なり。降水•底の配分狀況は表日木に於ては大平浮方面より渡來する季 

箇風とは衡接なる關保を右し.返日本地帶は冬期に腰來する風母期に顯著なる枝界を残すも, 

ヒノキ林木の生長捋加］と同期即內の降水並とは最も禾要なる關係H!し1月平均200耗以上 

の雨量を必要となすが如し。条溫は林木の生•長開好関｝姓に休止期を限定する市要因子にして, 

從って樹木分布限界は生長期間を支配する気溫の髙低に依り 興し得べ食性質を有す。

斯くの如く降水宛の多少,混分の;伏況蛇に泉温は林木の生日狀i兄に及ぼす影饗比絞的大な 

る要索なるを以て,材質比較诚龍に於ても亦垂耍なる關係因子にして滋究すべZ河iなり〇

本地域內に;没12せられたる,疝奴觀測!外!82箇所に就ま屮央氣象臺調在に係る自大正五•年 

至大正十四年の拾箇年I用平均値に依り条溫竝に降水並の配分狀況を參照すれば木會舛料林地 

方を中心として共南部に屬する表日本及び共北都に位躍する裏口木は各左異なる明兄を示す 

を欠Iるべし。

此處にヒノキ天然生林分布の現況竝に他の爪耍林木に關する混淆狀況を視察するに常りて 

は,共一にヒノキ上邯限界の我定を肝要とす。 I
一般に樹木上都限界をi豚离の上畀に伴ふ氣候要素の變移,就中糸溫の低減に起因する成
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多大にして木竹街欧山夠こ展開する樹海を遠望すれば・各㈱層の表微すろ特色に依り限界を 

推定せられ・共間水平的に劃然たるを知るべし。ヒノキも亦上部限界劃然たるを知るは.黑 

澤剛芒卻料地內天然生林を経て木曾御母•山への登山を試みれば路傍に用立する街:芥たるヒノ 

キは一定战界に途すれば突然として消滅し・シラべ.モミ,ッガ.タウヒ類の林«|に挺換す 

る現象は,木地域に於て認trるのみならず薮原御料地.小川入他に於て度々閥險す 

ろ車實なり。

玆に木曾支局.名古屋支局咨內御料地內を踏在せし成松立に施業案に柴く林況訳被及び束 

京營林局上田.斐野,火吧 松本,各鬱林署部內,大阪莓林X’ホ山・船f|七高山•莊川・大 

聖寺斜林泌都內林況拥在成績を劉K!すればヒノキ犬然生林上部泉界は寒部林下部に接績す 

る性質を有し(窗眞XV!參照)共海按商は地方的氣候狀況に依り多少の浅異を有す。

本調在地域內に於ける宏帶林は.屮部山燃地帶に分布し飛别以氐木曾山脈效びに共束側 

に併行する赤石山脈中平均海拔高1,600米を下部限界と為し•又四方に到峙する白山を中央 

となす山塊地軍には等しく共分布を見,るものにして.越径四大山系に於ける寒带林下部限界 

線は即ちヒノキ天然生林の上都限界に該常するものと兒做さる。(Fig. !あ而圖參・咀)

猶地理的婆素に依り上部限界のあ異に關しては可及的多數の實證を菟集し以て其齒勢を在 

定すべきものなるも.玆に紗在成払の範圍內に於て推測•すればー姣に海岸綵に近接するに 

從って海拔爲を滅じ,木曾仰料地の如く中央山塊地域に達すれば漸次海拔商を地加する傾向 

な存し,共較淺は約100米內外に及ぶ。

然して共二にヒノキ天然生林の下部限界を监察するに歧啊阿兄郝楚山卸料地,美濃i!唆 

匿古城山御料地の平均嶼髙200米に该堂するを以て,玆にヒノキは海拔高平均200米より 

平均1,600米の重近的範圍內に提生するものと見做さる。

次に觀察を轉じ共水平的分布現況を大視すれば,共一は木竹钠茯山を中心となし共剛迥に 

剛する山顺帶.JI:二には白山を中,、とする中腹山斯地帶.共三には飛嘛山脈申央連峯の 

兩側に分布する地帶,北四には赤石山感中腹地帶に散在する厠地・我五には長盛川,飛网耳 

木的II及び矢例流域を包含する丘陵地帶等に大別するを您べくして,猶伊那谷及び松木平 

好知帶にはヒノキ灭然生林の分布尤も少な泾地域と爲し比龄顺の便」i*•共六と爲す。

斯くの如く類別せし根本的要素は地现的位置,地貿の構城妣に地形等所釦光天的因子に依 

る所大なるものにして,」丄又地方的知候衡兄,就中緬a及び降水:V:の分布阳兄は林木の發生 

生rrと相供って極めて聘接なる關係を右するものなり。
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掐天然及び人岱的成因に依る被伸 性時に於ける林木取扱方法.保逆寺理に關する制蜘 

に史新の;び粉写も亦・閑に附し彳小ざる翌衣にして.是等の綜合的因子は錯韓なる關係を以て 

影冬せられし處妙からす。 (

玆に石地涌に關する自然的要素を此仗對照すれば共一は木H•剛期国に駒ヶ岳の秀桀は束 

西に相;州j:し共間ポ竹川の淸流に依り形成せらる'溪谷は淡櫃に發逹し萊我に似たる觀ある 

も,暇ね海拔高1.000米に達する所渦高原地帶を形成し,剰へ降水荒は赔均等に郁分せられ, 

圖風少なく.此孕も亦はしからざる等の氣候狀況はヒノキの繁生に最も適慫する條件を只備 

する狀您を以てY察すれば.唯現侣する天然生林分疝範圍に止史らすして.往時に在りては, 

炳【剛汎なる面战に心)牌泞たる大森林は綻蜒として盡きざりし情景は一度新開打間田村附 

近を踏破し丄队たる地粉を一暁せ・ば敢て愁像に雉からざろペし。

平竟すれば,爲距2.00()米以上に達する連罪は高壁をなして共地城を抱擁し.海拔商平均 

l-i1,000米至］.G00米の範圍に介在する丘陵地帶は.恰も連案の懐に抱かる'が如く,花崗 

岩貿軽絵土の適地をイjし・年平均涂水筮2,000報以上の配分に浴し・暴風雨の暴成は全く商 

壁に依りてfILiE-eられて未だ非修狀を見す,旦又故雪著しからざる奔全く靜?3つ地たるは將 

に天恵と丁］ふを得べく•ヒノキ優良村の戒出英大にして稀有の資源たるは葢し理の當然にし 

て•就中上松.王詞紺微所部內は共全曲こ浴する中央i也帶に屋す。

・二川】ち自山山系は前者・に劣らざる髙・共中央に蟠居し,即故する支城は㈱成的丘陸地を 

形成し.弧候要素中ヒノキの生育に關係を有する罵溫.降水景はJ喺生に通し•就聃環境 

は比較的忠求れたろ地城に质するも,大勢孤編〇集固する狀勢を呈する關係上地形ー殷に峻 

临こして錯綜す,從ってヒノキ天然生林の分宿に關する共適地を申腹地蒂に限定縮少せらる 

ゝMi向多きは密時に於ける森林取扱方法と相候って地方的狀勢を示すものなり。

共三は乘被岳以北に酚する飛驛山脈を中央に握を共左右山盈地帶に分布する天然生林にし 

て木曾伸料林に於ける地勢とは全く相反する特性を有し.福I瞄林携都內は精的凡なる面植 

に散在するも松本平野に面する松本營林署部內•大町骨林署部內に於て阳かに溪間に集圏す 

るは気候的影麥に起因する所多大なる傾向を冇す。就中束京瞥林局管內高制112｝礫瓯に分布 

するヒノキ天然生林は殆んど日本海に接しヒノキ北部限界を表徴する地理的位置に现很する 

は貴术なる潟斗と兄做さる。

・共四は天洗川及び共來側に併行する大井川の巨流間に介在する赤石山系に分布するヒノギ

天然生林とす。 • ■
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抑会赤石山系は南北の衆走する大山服にして,仙丈撤(3,033米)盛見※(3,047米)赤石』哉 

(3,12條)等は脊梁山脈中冠たる秀峯に咼し;R帝媪は地形煥險なるを以て知られ千頭御料地 

內朝日快に終りて大平洋に而し,大勢古生刷こ依り構成せ・られ,共南側に發逹する片隊岩は 

天盈川端に達し,花说岩の铭出僅少なるはW名に此し土質・弘岩の相逑すろ判世を有す。猖 

共北部は所!理大球的氣候を表徴する甲府盆地及び伊那谷は共東西に相對し樹木生員在盛期に 

•當り乾燥期の到來するは,植生の推移に影懸する虐多大なる倾向を冇し,是れに反し.共南 

部は大平洋より渡來する季節風は所副外圳的山塊に依り著しく降水筮を増し,當,後地方を潤 

.す。兩者間に相反する業候的琪境を表現するはヒノキ分布に影密する處料からざろ傾向を右 

す。

即ち木曾支局諏訪出張所部內黑河內I或遊は汚高遠藩の所領林に屬し為時天然生林を伐採 

せし所疹からすと傳ふるも髙距高く2E撤の設備なきため未だ充分なる利用を開發するに至ら 

ず,匕ノキ,サハラはモミ,ッガ,クウヒ類より成る林內に盼在するに過ぎす,又南都に接絨 

する浦事乘宙も亦督髙遠藩の所領林たりしも地梁燧にして溪谷は靖做をなし,交通不便な 

りしため天然林の利用困羅なるも您藩時代には以樹を探伐せL力:如き形跡ありてヒノキ,サ 

ハラはモミ,ッガ類の林內に點在し多く低所に殘存する現況を示す。克に南下して千5am 
(N。• 372)に至れば比皎的廣汎なる面仙にJtりて分布し・就中朝日獄の北而に繁生•するヒノ 

キ天然生林は何れも山徹商柴地帶又蛙絕險地城に集働的に現存し,共上部限界は寒帶林に接 

し下部は跋帶林に達する垂隹的限界內に分并する全御料地內に散在する狀況より推測すれ 

ば,往時は尙ほ多火なる蓄賢を包藏せしものなるべし。

共五は木蝕御斜地の西佃こ展開する漸減的匠陵地を經て溪足平原に達する地域にして主と 

して古生盾を基岩となし第三紀豚に接欲す。

一般に漸減的丘陵地帶を為す特徴を有しJUIU點々として現祢するヒノキ天然生林の多く 

は秘藩主の城跡等に存し禁伐保退の爲め現存するもの多し,又木地帶は地理的供既•泉候狀 

況等のヒノキ發生に適燃する條件を有すると共に现存するヒノキ天然生林は多く古生届中に 

露出する花翩烙•質地帶を迎B鳥魏の如く散在分布するは共基岩より構成せらる、槌爲なる 

土質及び菓候的踌と相俟って页新上ヒノキの發生を促推せしも。にして多くはアカマツと 

の混淆林を形成するは留意すべき现象なり。是れに反し共:六は松本平野を而ずる.所訓本邦 

大地溝帶を含む地方にして四圍は高箱山系に依り抱’裏せら・る、關係上孚節風の瀰す雨水は, 

飛珈山脆 木•山脈及び赤石山脈の述峯に依り阻障せられて全く JI:恩恵に"ざる特異姓を 

-19

村するがためヒノキ生•長期間屮の兩此著しく僅少なるを以て共・の發育困難なるが爲め自らヒ 

ノキ天然生林の分布を視る事枢めて少し。

然れども.此•處に特筆すべきが實は東京怠林局.上川活林・都內川東习潮琳班30§板び 

川西爭:粟僚林班82, 83內に現なするヒノキ天然生林はサハラ,スギ,モミ,ツガ•アカトッ 

等の混流林を形成する例證にし・匚.松木平野を隔て大3偷林睥加內犬然生林に和皿する独垂 

なる安料なり。

敘I•.せし成植の如く木倍刎:,::山を屮心とする本糾在地城は生態的環境因子を;K!違する六大 

地力を叫回に蜘腿!.め共:間進也的或は水平的にもヒノキ天然生林の分布現況に關する特異 

性を削照【曾べさも本訓如に於ては共歟況を捣!虹.以て參あ資料となすものにして.矜局所 

的には研究せらるべき要!1T多灰あるを知る•次ぎにヒノキス然生林に混潯する主耍林木セサ 

ハラ・アスナロ・ネズコ・カウヤマキ,スギ,つ•カマツ及びシラベ.タウヒ,ッガ,モミ原と 

見做し・共分布槪況を大現すれば成敬次の如くにして分布现況は附圖(Fig. T )に圖示す。

サハラは妃脩!酬財來郡杉谷村•熊本な林局灿;(•・即’:尖仙岳国Tj•林內に現在する天然生林 

を以てー共:都;皺弗となし.北沛は柬京落林R管內に於ては泮烏米業匹內天王山を以て北都限 

界と見ほさる、も,:其衆も旅汎なる而强こ瓦り分布する地域は•木曾,裏木件•兩御料地に 

して中両,四国,近幾地方には希んど現蔭せ•ざるものと笹!1•らる。

木調阳也城內に於ては北南部に仕從する段戶事彩巨より北上し•木曾,哀木曾兩部料地を 

紐て,赤石山系,飛哧山添に屬する御斜林及び風有林內に媛生するものにして.略よヒノキ 

分宿地缄と一致する傾向を示し・口山を中心とするTfl地には比蛟的性少なる而術に現弁す 

るは其趣を異にするものとなす。

斯くの如く 一般にヒノキと混滑する性質を有するも.•共發生狀況を局所的に視察すればヒ 

ノキとは相反しが八ラは比絞的濕洒なる地域を好んで發生し.艮好・なる生育を保績する傾向 

を右するを以て,多くは潴潤なる澤通りに繫生するは度々目撃する處なり〇

故にヒノキ灭然生林R部限界地域に至れば沙八ラは海拔話に於て,却って上彻こ出現すー 

埸4涔からすして,一般に浄通りの温潤地帯を辿りて這上せむとする特貧に刖月すべくしー 

木曾御料地内黑滓御密K業區,小木曾事業威.阿多野•・菜筋內に於て度の典例證を求め緡.., 

又探木•大町・船iK谷茕林以部內网有林に於ても亦共現象を冇し,サハラを主林木とたす犬 

緣4淋の分布を引なす。猶王統師朝i••部内物II御料す也千林平は海技為・平均1刷〇米に逮すろ 

地域に沙八ラ革脂純林を形成するは益L温厠なる％郷地域に於て埃生を促せ七に主用すろも
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のにして乂朝出張所部內,ハケ帝は辭徂:に莊川蜃林担部内山中山囚右林に現"するすハ 

ラ天然生林尊は前者・と招俟って貴.更なる宕力資料と/tす。

アスナロは九州大分驟枪原川に理年する天然4・を以て讶部:’粉、と帰せら灯•京都做林X 

部內W•ケ谷國右•林內大然生林も亦責/なる家債料に娇L .北化部は北海道波邛能イ浒技Eよ 

り・稀K岳を迪于る界線を以て北茄は界とす。本副在地城に於て木竹支房湯舟滓街!阳也より 

木會川流域に沿ひて北上し,上松出張所部内小川入御飪地に至りて左折し,木1制百汕の由 

戒を・経て谷田川流城グ攻出張所部內に主り,吏らに高山な林・’部內に及3观況をせし・一般 

に泓潤なる綏倾斜地に密林を形成する性質を右し,垂直的分布は屋部的に浅異あるも海技高 

輩:も高きものに於てはヒノキ上部限界に逹する例證を仃す。

ネスコは迈j我地方より以南に於て犬然生林の分布を见ざるものと痢せられ,本羽花地域は 

共南部限界地方とお察せらる。南部は名古屋支后千頭出張所部内千如爭業隔:に分布し・木曾 

剛如I全中心とする四用の御料地,就中王瀧出張所部內・”顷出張所部内に多くして.飛用 

山系に质する御料林及E’仙山系に屬する困仃林には比诲期世汎なる面法にMリてヒノキと 

混祐する税況を示し,而II蓿林’村部內・尖部國む林に迷す。ー股に高山地帶に發生する倾向を 

冇し 高砲比税的高く本訓でが献"、Jに於ては訪苔如を•N均1.300米以上より•e ノト上部织界 

たる海拔高平均1,600米に及び实带林に接績す。

力ウヤマキは本邦^右なる貴車耕陸に櫥するも.分布地域比皎的好j少なるは.彳上"争に於け 

る湛伐:.濫採に影套せ-られたるに用るべきも.吏街上生態的原境因子•の適應する地域は他の 

樹檢とは特处性を存する關原も亦缕考すべき妥暴なるべL。

本邦に於ては熊本脅林同延附皆林著部内東鄕技粱眼初徳國行林及び高鍋狩林X•部内尼鈴事 

渠區M鈴戌!有林に分布するス然生林を以て南部限界となす。猶熊本鹿八代邯怖迥村那迦院国 

冇林內に現存する純侏は独尚6。年生にして荷卅も亦苫しからずと雖も.九州地方に於ける分 

布地として知らる。髙知瞥林局管內四岡山.膩のけ扱地绒以而,就中池川,須曲及び齒路各苕 

林:醫部內にはヒノキと混宙する場合弟きは問知のが實・にして,地理的位:置に於て是れに闕腕 

する紀伊山脈の煙峯山燃地帯に繫生する天然生林は闷冶松,京都mこ北海道兩大學演理林及 

ぴ大杉谷御料地內に税存し,就屮高野山國佰林は,地名發源地として噸答なるものな 

り。猶中國地方に蜀する風下•谷山网イj林(No. 42)は代安的分・地域にして近畿地方中诚生 

京都大學演習林(No. 92)内には僅少なりと郁も共:分粕を兒るは貪疋なる資料となす。

本朝在地城は即ち力ウヤマキ北部限界地に該當するものにして.市は名占屋文局橋內段戶
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御料地(No. :№3)立也に月村椎代御料地(No.:何)に殘仆するは.葢し稀・右のものにして炫 

も・貴侦なるあ證なり。

木"唄山の以束に於ては:岡IIに沿ふて北上し,知.3招荥所都内断!削【剥洒り澤御料 

地にはし.此・に本邦內J也に於けろ北部限界とす。

木付川の必!fcたる壬温川流城地城内に於ては沿戶川御兑地より溯りて三浦小業朕白川沿洋 

に拠す。

加:』1ハ1流找他,沖阳苫:なるはE•宗.一大期山・商犬只,大亂木,小下・唐谷,神割,ハ烙 

'gM却料地にしてヒノキ人I:済我地內に貪生せし天然生很棋は沛获林に侵る更誹狀態を呈 

するは匕准に資すべきものにし-c.史に左折.|し上すれば小坂出强所部內龍山御利地火洞川沿 

岸に時’•、て依少ならも劾樹睇を殃岱するものありて彳・!:時c缺1低與は州 比只川流城に於て 

は東戒山,神時兩御料地に分布す。一般に:佇染山頂中地渺急岐にして岩行突兀として岡iけ 

ろところに好んで發生すろ性質・けL •所糾土地的極盛相を&徵する場能步く稀には海拔高 

1・和)米以上に逹する例證を;作するも,変垂血的上部限界は絹始?,卜均1ぶ00米にしてネズコ 

°ド部黒界に接する状勢を示す。

401出"电同内に於てxギに關「ろ犬然生林の分布狀況は詳ならさるを以て玆に打幣する 

も•ヒノト犬然生林と混治する場合は岐リ;,：(№.122、八小(No.119)零。各御料地とす。 

〇:ツは代定榭楝と兑做され・业分布地域縦然たらさ.らも,本調仰?迎內に於て比總的 

成汎たる而成にM.りヒノキと混滑する式然生林は计成高1,000米以下に位むする御料地に务 

< ’匸 何れも弗林の成立と也判こ於けろ収扱方法とは密接なる關係を方すろMi向あり。 

此応に』ふシラベ,タウヒ類は,所副寒帯林を表微すろ招m!にして,本調包に於てはヒノキ 

天然生M上部姒界を指示する耍卷として:其分布狀i兄を枣照せしものなり〇

敍」•.せし・威紐に鳩きヒノキに沸滔する主纳•木木に關する分布㈱兄を触|し得べく,是’g 

成絨を綜命すればヒノキは沛|拔髙約!.6(H)米を以て|•・郊限界となI .主としてシラベ,タウ 

ヒ月はり形成せら'る.实带林の下部限弗に接し,海拔高i,：mo米よりi.goo米の間に於ては 

サハラ・ネズコを混浴し,i侮拔高1.500米上b下都に於てアスナロの出現する峋句を示す。 

褊炳 1.300 •米を怀れば,渉ハラ・ブスナロ・カウヤマキの混滔林に愛移し,海拔高!.200 
米に!しすれば更らにス淨を加へてサハラ・プスナロ,カウヤマキ,スギ導の混淆林を構成し, 

海拔:高7CH)米に降ればアカマツの分布を址加すると同時にサハラ,アスナロ,力ウヤマキは 

共跡全絕ちスギ•アカマツの混沼林に燹移するは,木曾支丿“蹤に名古屋支師が］に所馬する
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御料地に於て母る一般的現況なり〇

然るに白山より釆幽:よを紀て諏訪湖に通する.想定割線以北・即ち大勢日本海に的する她绒 

に於ては稍I趣きを異にする傾向ありて,力ウヤマキの分:布を見ざるは特筆すべき现象にし 

て丸れに反しネズn,アスナロ’n メッガ及びブナ,ミヅナラ・共:他澗の淞等の察生著しく珀 

大する特異性を示すは主として地理的耍素に依ろ形好多大なるものと推定せらる。
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"・ヒノキ材質に關する地方的批評

本邦內地より庄出せらる、ヒノキ材•に關し,生態的見地より材質の及否を比汶硏究せんと 

するは木誠住の主眼と爲す応にして,共の外覩的性質並に植物學的,物现宵も化学的葬の 

諸姓質に開する成績は後日帰述せんとするものなり〇

されどもー•般木材に關する利用の翌勢は各期秘の表綬する外削的憐惑並に奮來よりの習賞 

に暴く揚合融からすして,経沈的要楽も亦密接なる關係をイけるもつなり〇

就中匕ノキは材貿緻临强樓にして木理匝:通し,色潔優美にして加工容易なる幷性を宙し, 

優良材として往時よりMに賞せられ利用の途頗る廣汎なりしは明かにして,必旦建築用・他 

～艘木材工套的資けとしては紐洲的關係を顧慮せすして:共:の獲致を柄黄する傾向極めて多火 

にして,就巾外做怕性質に關しては撤枷に巨り端坐熟也し批制も亦深刻なり〇

斯くして償由的に撷別せらる材質の良否,班碰の飼斯並に程度等は本跚|E上卷考に資せら 

る處妙からすして,且又後篇に於て漏究する化學的訓芥に於ても亦足辱若誰に依り砌要旨 

5t斌與せらる埸合多々あるを以て,茲にヒノキ材貿の艮否に關し・通木村使用〇］に俺ビら 

るゝ批判點を揭載し參力に黄するものとなす。

被の趣材檢知法中の禾要なる標华要索として矢尚の醐に依り直淼材と曲幹材と蚌區別せ 

らるゝは是れを•材質より鯉るも仙・碎材たる程不整調傾組様を包藏する場合調Lきは明かな 

り。曲幹材の成因に關しては多陸多様なる條因に塞せ誘起せらる\も,主として森林の成立 

とは密接なる關係を有する傾向あり。是れを例すれば秋樹發生以來林木は自ら樹冠の發逹に 

伴びて空間の占領に努むる性能を冇するが爲め,密生林の場合は終に生育狀況に優劣を生じ 

自然陶汰の結果漸次被隨木を朋加す。

然るに樹冠渣に於ては,尙・各偽 1體の争啊は永久に保續せらる、關係上,終に林木は自盈 

の翻•蜂を福仙しても空間の占領に努むるは普通に制る現象なり。

共最も著しきときは比較的平坦なる地域に樂生せし密林にして,就中笹生地內に於て莒伐

根上又は非周囹に發生せし俺樹に依り更新せられたる單後林に實見する埸合多く,木曾支局 

上松出張所小川入徊!料地,稀島H帙所黑澤郷菽緋将地內に於ても共侧撥を求めらる。

械は平地林に比し立罷的に地大する關係上预砸昔しからさるも,絕險地は堆形的原因に依 

り仙,雄材を生する場合あり。猶ヒノキ天然生林に混淆する主要林木の影憑は又生げ狀況と相
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俟って極めて錯離なる關係を有するものにして,一段にはネズコ,カウヤマキ,シラ:・ク 

ウヒ,モミ類の如く樹形ヒノキと近似する場合はヒノキ革沽林の形府に加以すろを以て业影 

咨も亦著しからざる領向あるも,井に桝形を異にすろ泌莱捌を主林木として兄•れに荘"する 

埸合は,是れに隣接するヒノキ林木ほ捌幹屈啪せらる'饿愈・比皎的多き倾同を齐・匚

尙直接材貿に及ぼす澎瑟中著しきはアテ材を構成する原四たる場会に存す。

ヒノキ樹形に關しては寺崎博士は是れを府野型,京都型とに齒別し又川中波慈女氏は高知 

蓄林局管內ヒノキ林木を ・

A, 太枝租!(高野系,又は土佐物)(心村は赤褐色ズは深紅色を呈す)

B, 細枝種(京都系,又は尼州物)(心材は薄き誑色又は黄色を呈す)

C, 中 間 籾 (前二者の特徴を組合せたる性貿を右す)

等の三種に卩剛し,共類別法は旣に用知の事實な° °

此応に著者はヒノキ林木の棋型に闕L環境にあきて是れを類別し以て材貿の比低鴻拓參 

照し,所脚瞬の先滿並に梢设を以て兩極の掛形と見做し浦者は比皎的密林を形成する璀豚 

林內に生再する林木の我徴する形態に堡し,伎下高く伽イは傷梢上部に精生する場合にして 

後者は比較的球林內又は孤立木として生仃せし林水にして,枝下極めて低く跡江は四【卯こ發 

建し,長大なる枝條を以て構成せらるゝ形態を表歲するものにして,典兩桢形態問には多師 

多様なる:樹形を想定し得ペし。(豺族XXXIX, XL參那.)

・玆に捌形の種類が材質に及ぼす.影饗の曲に關しては,共外觀的嬰ノ?にのみ依り・嗣ける 

は函難なる場合多くして,吝のは林木5:伐倒製村し,資材內部の構造を實見・して初めて材貨 

の良否を知るは度々猝する處にして,節の右無アテの•存在,年险の極成,材色の濃淡及び 

席通の有無等は一斂木材喚デの標傘となす耍來なり〇就中ヒノキ材・の表現する材色の如何は 

木珂!と相俟って批判の據點に畦かるゝ埸命多し。卽ちヒノキはT・こ淡黄白色を呈•するうの 

比較的多くして就中木但支局管內王制,上松出張所部內より藏出する資村・は•共色滓美麗なる 

全以て世に賞せらる、と雖も,普通海拔高を低波し跋帶林に近接するに至れば材色は淡紅 

色の程度を増加し,一般需要者間には措よクト制的通好•を滅ずる傾向を有す。

是れを例すれば,一林木KMKfに就きて覩るに枝條部の材は共色颂あ色にして樹筋部より採 

桀せし資材も亦一散心眼赤褐色,を带ぶるも•釦#を下るに從ひて共城を減退し用材部は 

报して淡黄白色を呈す,而して根部に至れば件び赤福色と・なるの倾向は昔通に觀らるZ現象 

なり,枝條の着生狀況业に多少に關しては林木の生育せし立地に依り治異あるも,普通枝條

IL XXXVII•皿木 PL. XXXV1I1.陳水

cam«治氏)

<巾泮出訟所部内、小T•城山並咎地、) G知｝渾;HJK玩部內、湯舟澤刨料地)

w. xxxix. Wi ii M IL XL•兇滿型

く木曾忘越氏有底內> (王滩出殺所都内、湘声川如件地内)

<長谷川技帐) ぐ三 好)
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多火なる林木より採取せし資材は赤碧色を右する場合多く,树形に関しては1^網殺する林 

木は留R湖色材多く,又生!39耐比权的壬期に真る漫般地帶に生育せる林木は赤羯色材を 

生卡ろ闹句あり。燕4燃八代新;地方の俗稀ーサクラヒ」は杜色赤构色を呈ナるものにして普通 

「シ”匕」と•差別せられ,又茨城,富山,辱岡,岡山各應地方にて俗期する「ホンピ」は赤 

禍色は:ーして「ヌカツビ」と對防之らるゝは共の一例をにして,ー鮫市場に於ける詳價は何 

れも木竹村に.及ばざるものなり。

從つ 財!;木ハ形態に關しては现況を企照すると同時に幾數拾年來自然的現象にSW應しつ' 

生育せし明間中の経退狀況も亦矜察すべく,木价卯料林に於けるヒノキ天然生林の現況を大 

期すれば一般に共上郊限界地帶に近接する王滞,上松出張所海內地域は比較的密林を形成す 

る埸合多き關係［涮形完滿なる狀態を示し 漸次髙界を波し気候温賤なる地方に至れば槍殺 

なる祈形をイける林木玷加する何向大なり〇

W竟する所樹形は環境に支食せらる\ものとすれば,荘人は斯くの如き樹形を構成せしめ 

たる現说を7ふ也となし,必然的に生一タる材質の艮否を誘・起せし原因を探究すべきにあり〇

造材儉知に於ける節は是れを無節,小節・大節と大別し,以て品位査定上の一要素と為せ 

り。茲に飾の成因に關しては敞て解,說を耍せざる応にして,跳ハU分岐する枝條慕部に該 

當するものなるも共救J、,税削に就きて直接資材品辱に及ぼす影簪大なり。就申共樹惭內部 

に散在する「カクレプシ」は造村外面に現はれざる訣點にして,彼の所3R「オイランギ」と柄す 

るは斷叙gfiにして枝下爾く,外靓極めて優秀なりしも內心部に小節を包戦するため共俗府 

を得たるものなり。

又木竹支局管內小川入御料地団ヒノキ村は伐出地に依りて比絞的多く小澎を包藏せし例あ 

りて王祉村と相恍って何れも完滿なる捌形を保つ。是れに反し生育位形稍上南下し,印立, 

湯舟牌期料地にあればー皎に大節を右する資材•・比絞的多く品位を休诚する原因を構成するも 

のにして,特に以儒なる例縦は名古屋支局管內小里城山,岩村城山兩御料地に現仔する「段 

木」木曾支R管內湯舟澤御料地由深山煥地帶に分布する「風木」並に田立御料地に見る「鴨 

井木」「箒木」等の如き時形木は樹幹梢段し,大枝は根元より植出するが如きは大節材を生ナ 

る極端なる例に屬し,是れより製材・せらる、資材は反って雅致を地大し賞揚せらるゝ場合も 

あり。

斯くの如く節の子谯は製材・品等に及ぼす影響比較的火なる要素に殖する佛係上水!仅に際し 

ては細心なる考慮を以て操業するは常然なるも,所削rカクレブシ」の肖無に關しては,年輪
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密度大なる造材は小節を冇しー(A),年軸密度小なる造材は大術说はろー(B),药扌心に於て 

年宿密度大にして,共タ朋是れに反する場合は熙宓材・を得べしー(C),樹心部年辭渡小に 

して外岡に大なる時は生節多しTD),年輪不性調なる場会は枯死すろ大小の節を包藏すべ 

し一E),片枝材に在りては枝條を着生せざる半而に於ては無節良材を採取し得一3),

第一圖

A B C ° E

是等は一般に柄へらる、處にして,共成因に關しては林木各伽浅の生育せし期間中に於ける 

環境の變移によるものにして,今是れを推定すれば(A)完滿に属し,(B)は槽眨を示し・共 

他は(A)(B)間に介在す。

外観的妾素として普通識別せらるものは樹皮中荒皮の剝脱の狀況にして,河卩1杰氐はスギ 

を恥に依りて數種に類別し,材質に廿及せられし如くヒノキに於ても亦视皮の裕粗,色澤を 

以て村仃の良否を推測する場合あるも詳ならず・唯一般に境冷なろ地:擀に生育するヒノキ, 

例へば王诞,上松材の如く資材申明皮の剝脫粗大なる埸會は年推坦にして祇く村色は黄 ［勺色 

を呈し良材・に屬し,枚皮の細找の狀況鱗片狀にして表皮は稍土黒洌色を行し常片洒何なろ場 

合は贸材の多くは年輪密にして材页く,硬く材色は淡は色を皇し,gに摩し溫废なる地绒 

に寸沛せしヒノキは生長良好にして年稔粗なる瑚・合と戦も.共の(W皮は濃絹色を呈し,鱗片 

狀に剧落する知向を右す。

叙上せL例證は植物學的に遡査せし福實に非すして,革に斯梁者間に靜!Tらる'jを綜公 

せいこ過ぎさるも.一般に土地闾枭にして適當なるせ閉度人なる場合は樹皮は没黑渦色を呈 

し,小鮭片歌に剝皮せらる、の傾【诃あり〇

期皮の刀さ「ヒカワ」としての品等,也蚀に倒皮の離曷,季節等い蹈要湘「闕しMは著者 

はヒノキ,サハラ透杜に關する干州試驗中に一部揭載古しも滔村・覧第;わ關係に對して研究せ" 

らるペきす項多し.就中あ皮榮者は木ぜに於ては造材渐両に現はるI年翰の構成狀窿を「瞬 

し中心帶著し く年险帘にして外周光れに反して狐なる場合は約皮出Z く,節穴を生ぜず級細 

通宜にして斐大れるを以て上品尊と謂ふは理の常然なり〇

資資の光涔に伽しては上材たる叔益々嚴密なる注密全誌起せられ,4寺にヒノキ材は色漂の 

。な保つ林內には耕皮雰楊色4"呈し亀熨は飢大ミなり、土地低温にして解即
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关"れるを以て唯一の特徴とせらるは囚知なるも,共址も代表的色潭は淡黄白色にして濃淡 

を生ぜさるを優秀と認めらる。

木〇村中共耍件を•ル備する資材•は王・湖,上松出强所部內よリ最も多く盗出せらる 、は間知 

の事實にして.就中王・赫］は,上松材に比し遷材,心・村兩部の接する附近の心村飾顼は淺 

紅色を呈する例比救的少な斐は材色一就なるが爲め賞せらる。然るに一般に海拔高を減じ我 

寵湯舟澤•中津,太E出張所部內に術下すら時は材色は赤明色を增加する傾向を呈するも 

其現象は奏材・全部に生する先却勺性質と認め得ざる那實は王避,上松村と雖?.濃赤利色材を 

淺し,又付知•小坂,:柿矣材中にも淡黄白色村を混ナる場合・多くして,一作業地內に於ても 

近接する地域內にて兩斗村を採累し彳3らるるは一般に經駿する虐なり。

然れども一般的に位:置低滅し.寂候胺溫なる地方に濃赤神色材の出現率火なるを關する 

ものと考察せられ共原因は光天的たるか又は後天的なるか硏究を要すべM成依りとす。

普通淡黄白色の上材は怪軟にして榭§nを含むする程度僅少にして,濃赤補色材は建に反す 

る性買を我徴するは一般的通•命なり。

尙～方,林木生育中に縄細こ現はれたる傷害のために村色に滝異を生・る場合亦粉からず 

して北最•も顋・著なるは忻也、アテ」に趙因子る組織を介在する埸合にして时部的に赤禍色を増 

加し,外觀を損する乎•大なり〇又所訓「プテ」に非すして材而に网苦rrシマ」な生ずるは印立, 

薮施 付知材に度々缶見する處にして後天的原因田依るものにして,尙徴細に:££り觌察點を 

述ふれば所需rシミ」と稱し二三筋の秋村・部は他に比較し,稍よ濃紺色を呈する場谷にして共 

原囚は「ヤニツボ」(名古中•地方にて通租！す)「イリカハ」顷京地方にて通牺す)に依るものにし 

て後天的に附與せらるゝ缺或なり。又「フィリ」と祸("一貫する一秋材中に帶紫祕色のi及散 

生するものにして,・通上的に多く現はる°

斯くの如く材色は資村品等在定上頂耍なる要索にして,又云材產地別は特異性を现ばす何 

向火なる關係上色譯の郁加 濃淡に依り伐出地の概胳を摘示し彳!｝る場合あるも,普通村色は 

陽光の直射程度に依り變色する爭多く,哲だしきは扱 ’材以後五時間にして變拓實例を右し, 

巨又北變色は白色部の赤掲色となる場合,又赤祸色材が共原色を消失する場合あり。或は灰 

福色に變する笠多秋多樣に及ぶも,一般に木合材は變色する.程庞僅少なりと柄せ机、是れ 

を約三年間水中に貯藏すれば脫色し-*:白色材に變ナと需ふ。

是等材色に關しては著名・は先天的原因及び後天的原囚に大別し,前者は主として立地に起 

因し,後者は林況の挺移,生育中林木が外的に爱けたる我瑾の莉窺,程度に主囚するものと
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認め共の成績は後日に於て轶吿すべし。

ヒノキに關する木理も亦:iR要覗せらる、因「にして,ヒノキ材は木珂迎近 年「帘毫大な 

るを以て賞せらる、はJ碧字微にして從って外観的性賈鉢細に宜り考察せらる。年怜衔に【て 

共秋材部明跃ならざる均辱材は絲根又は毛桩と稽し木型,模型,形刻用材・として次くベから 

さるは一般に認めらる、所にして,特にヒノキ古材は狂ひ,干削等を生する％少なきため賞 

揚せらる。

年松密度に關しては著者は既に調在成績を報吿し木竹材强出地に於ける一般的節向を招載 

し,木材强度共他狂ひに就き比較研究せり。

年愉密なる資材は王道,上松材に多くして,生有・位置の海抜露を波じ浪跋なる地方に生れ 

ば,一般に年恰の構成粗となり,是れに關聯して秋材都は明に現はれ,所訓絲任材は彳$双き 

ものなり。

北原因に關しては硏究を要すべ邸由’渺からさるも,槪胳生長期間の投短,林況の風齢等 

とは密接なる關係を有するものにして,怡に年綸不整訓なろ材ばヒノキとして全く JI:餘價を 

失ふ倾向あり。

從って年輪配列の狀^,密度,秋折葬s大小笠は外翘的性貿を左右する因子•にして,北:れ 

を顯濒的に親察するも,一般に年输密度の逆數と年輪細胞数の平均供とは大偲比例す,換 

目すれば假曄管の横斷面面仙の變化は一定の範圍內に限られ,又年輪密度は磁線細胞髙の平 

均値と一定の關係を有す。

尙年輪客度は僞年椅の出現率に相關關係を右し,年精密度大なる時は億年輪の現る'爭少 

•し〇

斯くの如く年愉密度の火小に依り異りたる性質を表徴する以上,間接には地方的に材;们ご 

盜拱を忍起する要素ともZuり,單に外伽’:;性質に止吏らす,物理的性質にも逐地を生すベ 

し〇

一般にヒノキ材は耐久性に富み,就中水泗に對し耐久力大なるは知られたる特性にして從 

って資材は-fr&iJJiに侵害せらるゝ程度僅少にして,生育中に生する瑕瑾は外的傷害に依る甥 

合多くして,液も帝’汕にしてn又最も價値に影響を及度す後天的瑕瑾は隣接する立木の雨突 

に因りて生ナる「ヤ"プク"」,入皮(鮭共)現皴に屬す。

紗上せし成紐は從來主として木行材を取扱ふ木材•業者間に稱せらるる批判の槪耍を摘錄せ" 

しもc«にして,伐出地に依り材質に差異を惹起する傾向あるを观知し铅べくして,常局に於 
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て,威行せしる、佥杖切判は1'!ら:JI:標準祀脫に該當ヤる場合多し。

斯くの如く伐出地に次蹌材寳に物曄隔を誘起せし風因を考察するに,共ーには先夭的要 

由と泌・めらる、土地的业に氣象的因子にして,典二には後天的要^たる自然的並に人伪的傷 

かにして林木生背期間中に生じたる!K瑾の称領,視度に依るものにして•就中晚往に於ける 

混剛扱方法は林況の・?2移と相俟って密接なる關係を:仔すペし。

俄來是・等の要素は自然界に於て相曲蠣して速続的に心現し共中に介在して生有•を保綴 

せし林木には多秫多樣なる影経を與ふ。普者の唱道する不顺體組職の構成には陰L得さる 

因子たるものにして,浴人眩斯桀上之れが因了・を探究し以て可及的除去に努むベ企なり。

參考文獻

H好束-!氣轼的影饗が同一囲桶の村我に及ぼす關層®!覺林醐め組齿僞ー卷箪叫懺

三 虹.•瓦ー:ヒノキ,サハラに關する干’藉御汽試陰 神撰默恥軽;1dp-岱筋五陵
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III•匕ノキ生長調査試驗

一般植物の生翊に於ては外界の琪境に應じ,断組^細胞が形成せられ・是れに次き・て 

分化は行はれ,同時に新成細跑は漸次に生長をなし永存細胞に髪移する貌’果・細胞・!:り成立 

する組織又は器宜等は生長(Wachs血n)なる現象を亥現す。斯くして植物思の生kは乏れを 

廣義に兒れば外的現象として現はる'伸展現象と,內的現奴と認めらる、分化現象’昏を總那 

する古のにして,細胞細撤又は器官が新生せられ,貿,范及び容旅〇増大を來し內的及びタト 

的に一定の型52の格’成せらるゝに至る迄の全総翊を部ふ。されど-•般には狭長に解し.組縱 

及び器官の生長は外部に現はるゝ現象を仲展生提と特し,丸:れを伸長生J£(IJingcnwachsluni) 
及び肥大生長(Dickcnwachstum)に大別せ・らる。

仲畏生妄はー兹に共の初期に於て徐々にして,後に急激なる伸展を生じ,一定期間經過の 

後国S最大に逢し,共旺盛期を越ゆれば渤次に程度を滅じて終に生長を休止するに至る績 

向を示す〇

斯くの如を生長の経過狀況は生長しつ、ある剝胞組織搭’オに於て普洒に觀察し得る贝象に 

して,サックス氏は之を「生左の大期」と柄せらる'凯 醜に誠在せっれたる主要林木に關 

する成抜を參照すれば樹建に依り生朝過を相異する場合多し。

玉手三棄咨氏は樹木の伸畏期と氣候との關係につ里 ヒノキ,アカマツ•クロマツ・カラ 

マッ,スギ等の五建を選びて是れを本州•四國,九州の各地に就き白米,クト十五箇所の森林 

澜映所內に於て上眨生長竝に肥大生長と条象因子との關係に就き研究せらる。即ち大正十五 

年供試I用たる苗木(忒年生)を各地へ榆送して植栽し,昭和二年より正規の觀測を行ひ・昭 

利四年に至る三ヶ年間の成績を求められ,測定期日を毎月一•ロ,"I—H•二Tーー日の三囘と 

為し,何れもg秘に就き生長期叩中足れを實測せられたり〇

共の成綺に依れば,アカマツは伸保開始後吃ちに急激なる伸長をなし,夫れより約-ヶ月 

にして伸長速世の圾大期に達し,其後急に伸長速度を減じ,初夏に至りては恰も佃長休止す 

るが如き徑を呈し,微かなる仲長を緇續して初秋に至り全く休止す。而して初砍迄谜かなる 

伸氏を繼續するは冬芽膨大の辿度を示すものなるも,時には異常なる仲長経過を示すものあ 

り。ク・マツ,アカマッ,は略上同樣なる経過をなし,カラマツは仲長開始後一ヶ月間は徐 

なに伸長するも共の後は伸度の速度を纽し晚春乃至初夏の候には最大となるも.以後漸次に 

共度を被す。

61

是辱に:;)しヒノトは生長開始後祥い怠速なる生長をなし湖次に逑发を増及し,’仞支の映に 

至りて切高に達L,其後は港次に速度を彼じ,巾秋に至りて止む°而して仲;細始期に於け 

る気溫はヒノキ址高気温(撤氏)1G盧 19廣.平均氣溫(撤氏)9度 14发にして,アカ

マッは临浩威溫<脚D11度 11陞.平均浦SI(撤氏)7度 12度•ク「、•ッは蚊髙R溫(攝

氏)13度 19度,吓均浦故(插氏)S变 11度,カラマツは収泓«風攝氏)II宝 19度’

平均気溫<m)9度 以度を示せり〇

斯くして伸長開始期の茉沮は匕ノキ摄氏10.S度,プカマツ撤氏9.1度,クuマッ(撮氏) 

9.2度,カラマツ 伽氏)9.T度にしてヒノキは生長開始前!218日I川〇故鼻涇変に囲係 

を右し 他の樹Hiに比絞すれば稍i KWJlclLoW!日に影響せ・らろ'ものなり。乂仲長生長期 

I叩Is平均氣涇は何れの地方に.於ても同一•樹翅は近P1E庄を示し,ヒノキ平均谊溫投氏19.4 
携.アカマツ瓶氏0械.ク”マツ攏氏18.7龍・カラマツ攝氏19.4進なる成績を派さる。

抵川均一氏のJ族に依ればアカマツ.ク"マツにして九州帝園大學エ制瞞內に天然に生 

’ヴせし虾'命10 15年生のものに就を大正トニ年より大正十四年に至る期|用巾の生長i!胞號 

枷こ於ては,兩替の仲T用始叫は二月下句にして平均浦攻辟氏5度なりとす。

而して経止叫は,'E.I•・旬平均湍邸浜17.7底にして,肥大生長は伸長生長終止期よリも著 

しく T・・ものとす。

肥大生長の外號的終止岫よ弗徐の兎部にて!〇乃上句,•先或;に於ては10月末(平均賴!拶 

氏1迎i 13度)と謎めらる。

縫生物現象に平均溫度を使用するは誤りセ•来すことありて.即ち植物に對しては畫!!Uの涇 

度は有效なるも,夜叩の低溫は影歯する處比蛟的少し。故に志間夜間の温度を同一視する平 

均独溫は植物の生理的作川を支配する因子としてお察するは不適當と認められ,平均映高沮 

庞を以て實際的示數となす。

Korsmin氏は「黄松」とドグラスファー等に碱し面高生長と降水並の關係を求治樹高生長 

は共年の4月及び5 J］の降水筮に影1答士らる'處多大なりとす。

統木德二氏はプカマッ,ク-マッ二年生苗木に就き上夏生長及び肥大生長を押督せら州 

アカマツ及びク"マツとの上农生長と肥大生长の現象は須似なる関係を示すものに二て,上 

長生長は唯一回の旺盛歩｝を右し吧大生長はノ「月と九)1長の二囘にH.リ衰過呼佐表現するも 

のなりと。

嫌生誠氏はつ・カマッの肥大生Mと上烷生艮との閥帰に就き凋報士られ.水成績に於て主妥
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林木に曲する伸長生長の大期に關しては糾晩!iの獨特の生艮経過を示すは,柚物桀上興味あ 

ろ現象にして,寇れと同時に吾等林案上に於ても亦林木の邮副冶U』iも肝要なる期2し 

て,釜々研究を要すべきものなりとし,肥大生・長に於ても生長の火知をJIふるものと考へら 

払 肥大生長は必すしも伸長生長と常に併行的に相作ふものに限られず,植物生理學上は之 

を第一次肥大生長,第二次鰹大生:長と火別せらる。税今尙生存する羊爾植物及び是れ以下の 

下緡植物嚴は第一次的分化に依りて細娥を構成するもの多く.莉了•掖物に在りては第二次的 

に分化せられたる後生組嫩を加ふるを 艇 とす。

特に言々林業上密接なる關係を右する木利有物に於ては,正常なる第二次的紙微の分化著 

しく,即ち植物招の第一次的描选球たる維管束の鶴管部と縮•?部の中間に介在する初生分 

生紐織の殛存物たろ形成府の挨能に依ろ現象なり。•共結果として朋木の木貿部の横飾Uに現 

はろ'同心圓的年愉を形成するものなり〇

又毎年の良大生長に伴ひ一年軸中に組織的に弁材・部及び秋材部の區別を現はし,共他生・長 

の增進に從って,Zt赧JS財部g構依を生すろ等は岡知のが實にして,敢て說明を要せざる 

處なり。

然れど眼」木の肥大生安に關する調在試弦は,仲艮生長の場合に比較し,植物學的に訓包 

せし成績極めて爆少なる纹誠に遺徳とするものなり。如何となれば砲木の肥大生長は仲長生 

・長と同じく組織器官の分化か正常に行はれ,柩物隅固冇の形您構造をなすは,其の批物の・先 

灭的に生する各袱の條件が正常的に完備するにあらざれば完全な期し得ざるべく.特に外自勺 

因子として水分細こ氣依的要素は跳くベからざる％のにして,共環境を構成する因子・たると 

同時に・共の影密は直接就物の機能構造に現はるゝ帀:要因子とせらる。

斯くの如くにして杭物の生長は伸長生長及び肥大生•艮の二種に火別せられ,何れも生夜の 

火期に從て植物隘の構成に努むるものなるも林木的剛2の先天的性質は谷個脸に依り干浅尚; 

別にして各4冊を冇するのみなら十,是幣乔個睑の生辰現象を左右せ・しむるに股も密接なる 

關係を仃する探峡は多數の因・子・に依り構成辻らる'を以て植物の生育との關係にも亦之題渚 

因子を組合はせたる形態に於て比絞せざるべからざるを以て此間の關係を愈々枚雜ならしむ 

るものなり。

今植物唯の生育•说象を主眼として観察すれば極めて板離なる氣候的因子の影壞に依り臼ら 

森林分布限界を生じ,共分布限界内に於ても適临カの適否に依りて生育•に優劣を生する關係 

上批物各個碍の形直を比枝繪尤せんとするに當りては結為 同m陳偎の蹈潛を熟知せざるべ

63

からざるものなり。

故に林木佇斜浪の形質制住には皱溪狀況に關辎し,共の生及現争と相俠って若察するを肝 

嬰となす。

估に匕ノキの材頁に關する比強測任に當りては各斐村・の我微する性質を:・植!!睥的紐•織棉 

造を在平となし,各側罷を比絞せんとすろものなるを以て,共机蟻構造の成因とは密接盆る 

關係を有する生長:说貌は史れを閘明ならしむる必要あり〇

茲に若芥はヒノキに闢する佃M生長姓に肥大生長の火關を求むると同時に.基缺あ索中妃 

溫竝に兩筮の及ぼす影您を調住せり〇共成績次の如し。

ヒノキ伸K生長訓正成求及

ヒノキ佃$生長の辰準的調:WI的な以て皆;埸沿屬,爽ノ神,松ノ木兩卻料地に於ける大 

正十•年度拙齒也に試驗膈を股定せり〇

我ノ沖伸料地內に選定せ・し状験段は地お比絞的緩倾咨にして大另南而す。调側Zは三十米 

’卜方にして林木の生育中廊なる地域三ヶ所を選定し,供試木は共地域にて?•個體とせ 

リ。

梅ノ木祖)料地跋は火必北而する傾孙也なり。試驗!!?竝に供試木の選定は前揭の通りとす。

斯く Iて供試木節|・3〇〇本には樹槍先端より約十貌の箇所に溯定阳峽杯Iエナメル玄以 

て芯き・山綵1つ上側を龙點と定め,慰高生氏を實:好り。

樹爲生長は邸位を槌とし生〇!IIU巾毎月一日,十日,二十日に實測し,共平均値を以て每 

十日Wの生長なと見做す。

本訓在は口昭和二年(樹酔$年生)至昭和六年(制企12年生)の五ケ年間同一訶在方法に 

基き同一ー供献木に付き施行せしものにして,生及と密接なる關係を有すろ気象因子は常場ハ 

氣 WawfHLを缕照するものとす。

供は木300本に就き調佐せし成績に依れば,生長経過狀況は位政,地況,伽斜・而の方位等 

に依りて多少の:翻あるも更らに网任期間たる五ケ年I川に於ける各年の狀況を以て吟味すれ 

ば當該年度の氣象的因子•も亦影皆する所噸著なるものあるを芻めらる。

然れどもヒノキ林木の伸長生長開始後に於ける經過狀汉は初期稽七急激なる仲長をなし, 

漸次にJS速度を堆大し,初夏に至りて最もI圧盛なる時期に逹し,共の以降は漸次に速度を 

減少し,終に中秋に至りて生長を休止するはー•般的現雙なり〇

即ちヒノキに關する「生此の人:明」は各個疆銅こ各年に於ける成績な油じて&めて近似の
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狀態を刼4するを認む。

肥大生長も亦仲長生長と關嚇し一定期間內に於て進展するは椅物W5構成上當然なろ生理现 

象なるも.共の期間竝に経過は伸長生長の場合と多少異り,摩芥より初夏に立り著しく急激 

なる速度を以て生長の大部分を了し,以降は極めて徐々に發遂し終に初秋に及びて休止・する 

経過を示すものなり。

而して伸長生長は樹梢光端に於て汨止的に測定すること比較的容功なるも,肥大生長の甥 

合は生長量比絞的阳少なるにも拘らず測定に當りては樹皮を含む外篌に塞くが故に勢ひ・正 

確を期し得ざる埸合拶からす。

特に共生I测間は極めて短期中迅速に進展する性質を有する關係上ク田也:経の實測のみに 

依り一箇年間の生長耗過を正虢に求めんとするは比較的困難なる場合多し〇從って肥大生長 

は顯濒的调在方法を適爲とす。

從って木調在に於て外徑に依る!T5大生伝策は各供試木に封する尘艮休.归仍間內ー囘晚測の 

平均値を以て前年に比絞するものとなす。

姓に检ノ木,类ノ而兩御料地に於て昭和二年以來Z£箇年【川に互り同一供,就水に就き洌花せ 

し成釦こ塞き仲艮生艮の轻砌況を考察ナるに成績第二圖に示す如し。

斯くの如蹈績を得たるは,其ー・メ制駿地は大正十一年度に机戒せられたる人工愛林地 

»cして,料在に窗りては細こ枇&以後五简年を経物せるため,杭栽木は何れも活节安定し保 

核的生長をなすものにして,典二には,龄昵內は下刈手入を施行せし以外は特に撫饷勺施 

業を施さす覲狀の儘跋政し,可及的に均等なる球垣に述阪する生肯を现せしむると何時に, 

共三には生長詞在切間は比絞的短期なりし五ケ年に止めたる爲め各調在供試木は比較的均爭 

なる環境に於て坐仃を保續せしめられたるに主因すべし。

物木調在の主很となナヒノキ生刷爆間の在定は仲氏生長即ちm芽の生長開始期盤に休止^ 

を"となし,生長並は頂芽の生畏淵:及び崗乾胸高直彳知こ於ける肥大生長:代等に依り在定す 

るものと定めたる賜係上,建幣生長现糸に對し•密接なる期係をgる樹栗折も亦可及的均辱 

ならしむる必耍あるを認む。即ち同一樹斂の顒関:の多少カ淋木の肥大生艮に及ぼす彩響に 

股!しては既に湖沼は是れを副佐し,光一端を間明ならしむるを羯たるも尙,林況,地況郎を 

異にする場合に関しては,尙税究を袈する處皺からざるも,兹にヒノキに豳する制花成紙の 

槪要を摘睡すれば次の如し〇
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例・1
供找木は梅ノ木御料地脇到班口に於て.大正十年度披我木巾より生め・良好にして樹僞平 

均5.()米,脚高直徑平均6.0籾の杜木!0木を選定せり。更らに卖ノ神徂电地瞬割班1〇 =に 

於て同な大正十年以混成木中.!iり同大の供试木20木を選び兩者に就M嚙密度と樹楽匪の 

"係を色枷せり。木訓皆に於ては艮怜M曲はフー-ル氏の代分求秘法によるものとなし,W 
冠表血际.t側’t上冏谕!Qと见做L次犬を以て算状せり〇

Srl/^h=-+r<
mL h =樹用£ r= I咐知310iに於ける半經

北の成価に基き便It I渊腳比を尊出比絞すれば,切恤は村我生長並と高次の關係セ右し, 

腕部陞に於ても比貝的密接なる關係を示す。されど甜高との關係は爾溜度及5曲財i生攻 

置に依り相違する埸,多きため比絞的瓜族澄しからす。

例・11
林業火郭i附出高尼山抑沖也IK剧眺45心ヒノキ机;辭也国障2D年生)內に於て昭和六 

年1…リ實死せし成績に付き同幣林例何髙迎摂の必界に依ろ枕料::と他の芟素の閲係を多照 

すれば實包成績弟三表の如くにして樹變虽の増^に仲ふ生燦::の盛爽趺況を與知し得べし。

第三衣 ヒノキ侦辰本に関する由衆並と他の蜘との關係

番艱 W葉量 技 /it 技係R W 爲, BTO偽S 箕下尚 平均技せ 年絵富曜伸長生長!3
心 kg 坎 m ein HI )n (1・ Cm) cm

1 2 3 4 $ 1 6 7 1 8 9 10

1 28.29 24.11 52.40 12.C0 , 16.7 4.50 3.C0 叫 55
2 22.76 13.65 36-41 11.25 15.2 4.20 2.10 g : 45
3 18.05 11.80 29.85 11.20 15.3 5.60 2.55 X2 50
4 17.55 10.90 28.45 < 10.75 14.7 4.03 2.10 3.6 • 50
S 15.C6 12.72 27.80 9.75 12.6 4.03 2.25 3.6 , 40
6 11.10 6.50 : 17.60 11.C0 11.8 5.10 2.C0 3.6 so
7 10.70 7.30 1 18.C0 9.75 10.6 4.75 2.03 4.7 45
8 8.86 5.27 14. >3 10.35 11.4 5.40 1.92 4.5 W
9 7.06 5.11 12.)7 10.45 11.6 4.65 2.10 5・2 50

>〇 6.35 5.15 11.50 9.45 105 3.45 2.40 4.4 50
11 5.87 5.10 10.97 9.40 10.1 イ.10 2.15 5,3 45
12 3.87 28 5.87 8・55 7.8 5.S5 1.25 6.5 40
13 285 1.25 4.10 9.25 04 5.65 1.23 7.0 35



敍上せし例證に依り枷料S多少カ:观大生氏に及ぼす影懸比は的火なるを知ろものにし 

て.本戒縁は一般林木に關しても亦年蛉密必D火小に就を器察するに際し萩も肝耍なる要妻 

にして,間接には樹形の先滿,柏Mに0懶して外汶御こは阪の大小を表欲する處なり。從 

って本瑜の如く氣象的因子と生長との關係を闘明ならしむるぢ合に於ては,可及的他の閱 

係因子を除外せしむる戀義に於て密照・すべき事項なり をむ。

斯くして兩跋驗地に於て昭利二年以來五ケ年間に冗り實在せし仲長生長虽を各剥在的こ［糾 

す歹供:^木五十本の平均値を算出し共成績を以て気象囚子との曲係を調在年度別に圖示・すれ
若

ば疚圖の如し。

此虑に於て梅ノ木邰料地に開する調做績を考宗すれば,供状・各毎卜本宛を冇するA.

B. C・三剧在分地に於て同一供むに付き調在せし每十日間の仲応氐以並總平均倣を以て各 

即在年既別に成績を示せば,木:鴻に於けるヒノキ仲長生長開始期Hは略よ四月十"にして. 

同生長休止期は洛iナー月十口に至る。即ち長生期皿は214 nに該當するを知る。

而して生££經過の做は年度別に就き多少の必｝異を表微・するも,是れを應晚すれば生長開 

始初期に於ては述度著しからずして徐々に進展し,五月中旬以降に於ては連度は著しく吓盛 

となり七月下旬より八月上旬に至れば共眼:大全示す。Iソ祥は漸次心地度を減失し,-I一一月 

に達すれば全く休止す。即ち木羽僧也に於ける所謂ヒノキに関する「生長の火期」は四月中 

旬より十月下由に至る期|用中に於て七月下旬を最川となす山型曲線を以て表現し得べし〇

斯くして本岡査曲手常時に於ける供試木は捌髙平均2.79m.にして,亢ヶ年經迪後に於け 

る樹高は平均5.82m.を示し,冽高直徑に於ては本湖E皆手當時の初期平均3.8c.m.にして, 

五ケ年経羯以後は平均T.Oc.m,に增火せり〇

次に我ノ神御料地の潔晩成^を觀れば,木狀^地に於ても亦A. B. C.三諷在分地に就き 

各五十本の融在木を選定し,物者とは全く同一方法に塞き同五ヶ年川J,同TJ&試木に付を調 

3*£せし佃長生長危に依り平均生長量を算出すれば,佃長生長開始仰は略よ四月十日にして. 

生長休止职は路i十一月十日に至る。JI:生長期間は前者と同様214 日に及び,且又生長の大 

期も亦使めて近似なる成績を示し 七月下勺を最頂と為す山型曲線を以て表現せらる。尙>代 

誠住が當時の各供試口启は平均2.74m.にして五ケ年I川の經過以後に於ては平均5.82m. 

に及び,胸高直彼總平均は初期に於て3.5c.m.にして亢ケ年以後にはG.7c.m.に地火し,何 

れも権ノ木試驗地に於ける域績と極めて近似の成績を示す。ヒノ十生長!W間屮共生辰に及ぽ 

す糸象因子との隴係に就をては,兩試驗地共に當場構內知象観測所より何れも近距離の地域 
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内に存在すろを以て便立」・.共・岐紐を兮照するものとせり。

荻紡・伽成績は旣に當場派!!?書に依り朴";・せられたる日ソ・て.玆に阴阳tすして:本踰に 

歩照せい®-rsみを摘銖すれば成績次表の如し〇

拍叫表 ヒノキ生WIIPI«に於ける茉象n子戒就芸

(口ー和二年至昭｛U穴邮»±H平均)

\荻歎! 
抵

4・10

云

30

5.10

20

31

6.10

20

30

7. 10

20

31

8.10

20

31

9. !0

や

:ズ)

】〇・ JO

X

31

11.10

20

30

手

二年！

11.99

10.60 

13.01 ； 

14.48

14.21

16.24

16.56

19.89

19.57

23.13 |

25.25 1

21.93

24.37

23.96

24.28 

源・87 

21.48

15.96

17.80

13.04

13.91

1).45

10.20

7.90

均

ヨ卵|

9.39

12.16

11.40

14.18

16.40

17.55

18.13

)8.36

19.24

20.89

23.17

21.49

21.19

22.99
22.94

23.86

22.03

19.0?

15.63

14：8〇

14.67

11.05

9.97

8.54

氣

四年

8.79

10.89

13*48

11.82

14.03

16.76

18.09

1844

19.68

21.51

25.62

24.93

26.49

25.65

23.33

20.56

18.60

17.59

16.32

14.65

13.63

11.46

9.71

7.60

!fl (C

五繕

10.5¢

13.47

13.24

1-1.53

15.98

16.71

18.76

19.66

20-56

23.50

25.35

24.51

24.38

24.67

24.32

21.39

19.39

17.69

16.63

15.02

13.22

11.03

7.76

7.25

:•)

六年

11.27

12.77

17.13

16.92

16.72

20.38

20.07

19.46

22.30

21.92

20.62

23.07

20.06

28.74

26.28

22.24

23.08

21.89

18.94

16.64

16.04

16.11

13.74

9.64

平

二年

83.3

75.6

72.2

78.7

79.6

76.9

82.3

78.6

79.4

88.8

81・6

85.3

85.3

85.1

82.6

87.4

86.7 ♦ V
82.6

81.5

81.6

81.7

78.1

7)-2

77.4

均

m年

75.1

75.9

67.0

81.5

82.8

77.0

82.7

85.3

89.5

85.5

84.9

87.6

90.2

87.1

87.1

83.1

86.2

86.9

87.6

85.5

87.7

82.8

86.3

76.4

a

«年

76.6

72.3

63,4

84.4

87.8

77.3

78.8

60.4

S3.1

87.1

81.0

82.6

76.5

77.7

81.3

88.2

839

89.2

87.4

85.2

84.3

86.8

87.9

78・6

皮 (J

五年

79.8

73.9

78.2

81.4

80.4

76.3

79,3

01.9

87.7 I

83.9

65.1

87.9

88.5

84.2

86.4

80.9

87.8

83.1

83.5

85 .イ

85・1

79.8

80.2

77.7

匕)

六年

37.3

53.4

¢0.3

553

67.1

50.7

63.8

77.3

75.1

81.9

87.8

75.4

65.4

63・9

68.9

81.9

79.3

71.1

83.8
72.1
53.9

5Z.0

59.5

68.2
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糸象
雨 St (m・m・) FJ 照 時・ 妣.1へ年 三年 1四年 |五年 六年 二年三平 四年 K年 六年

4. 10 154.7 80.1 60.5 21.9 29.5 31.72 43.77 38.75 51.95 80.10

20 48.5 .4.7 66.3 23.9 178 68.65 72.18 57.50 57.65 52.70

30 4.6 87.0 17.0 42.2 32.1 82.75 73.00 92.55 54.10 •11.70

5. 10 47コ 77.0 62.9 44.7 8-8 63.30 52.05 26.20 53.25 72.30

2D 54.5 32.3 57.1 12.5 ISO,〇 74.90 31.65 23.40 51.CO 55.05

31 28.7 12.6 122.7 20.8 27.9 86.80 74.90 75.30 60.30 91.95
6. 10 106.6 84.6 58.0 29.2 19.5 52.8 33.50 61.50 60.05 61.15

20 3.9 44.8 14.2 82.0 104.8 70.35 31.75 51.55 58.45 36.00

30 18.9 18-1.8 6.9 30.7 70.4 63.65 7.65 63.80 21.65 40.50

7. 10 63.6 33.8 63.4 18.9 51.0 21.82 33.15 22.50 46.95 24.60

20 70.6 66.0 15.7 29.3 148.9 71.30 46.10 93.80 61.05 13.75

31 41.0 369.5 1 18.6 168.6 71.1 63.70 40.65 81.40 •59.40 38.05

& 10 8Q 230.0 1・1 67.6 0.1 69.09 3.95 ' 97.75 64.40 85.50

20 37.8 217.5 116.7 4.4 13.0 66.00 | 35.35 63.40 84.30 86.30

3> 31.1 90.5 3.8 143.9 58.3 60.90 37.75 69-05 66.90 | 56.45

9. 10 78.8 0.3 267* 21.5 26.9 42.75 82.05 19.95 88.75 19.15

20 124.7 57.6 109.2 149.6 12.9 34.8 53.80 59.35 36.55 21.15

30 178.8 I37W 145.9 27.1 | 254.9 43.10 28.30 31.8 51.80 | 33.45

10. JO 61.3 305.3 83.6 232 90.9 55.35 28.42 32.25 55.50 ' 10.90

20 6.3 532 34,5 29.7 183.8 32.35 35.90 27.30 44.80 36.20

3J 20.9 71.6 267.9 132.7 1.】1 59.75 25.20 38.50 32.60 70.60

】1・ 10 74.2 9.6 100.0 38b 61.1 56.45 47.85 28.60 •18.85 • 56.25

20 了 71.1 36.0 71.4
■■・がー・. 1

17.2 6LS3 27.60 19.)5 50.55 36.40

30, 0 99.7 8.4 27.6 51.65 56.55 48.50 65.80 22.25 
—

级I:せし成績に基き雨噸地に於けるヒノキ伸せ生長と淑象用子との關係を比较する爲め 
备療y也年度別に生1あ過状况を圖示すれば成対箭^の如し。

甦に俺ノ水御料地竝に爽ノ称御料地に於て洌杏せし成那こ關し各年鹿師ニ比絞對照し以て 

条細姻子の生長に及ぼす影脅を觌察すれば,相互岡には密接なる㈱係の存在すろを炭知し 

彳トベL。即ち昭和二年度に於てはヒノキ伸長生強には兩:X・共に著し&盛衰を见ずしてあ,消生 

・の火期は空めて近似辻る山则狀況を呈ん而Lて當,洩年度に於ける煮/囚子に關］•他年变

,
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に比・!.业火兄を呢にすろは・伸比生烷連変旺盛なりし夏期に於て降水汨t較的阻少なろ部 

なり。

昭可ゴ!技に於ける狀況を找れば兩試睑地共に八月に於て著しく生殿眺を衰巡し.•秋期 

に於•こはド"生時を珀進せし異’,・幻:過を現し・此C如ま現衆に對L最も礪係著しき条細子 

は八:】何旬に於ける比我的人なる降水並ありし爲めと認めらる。尚十月仞旬に於ても亦前者 

に匹故すべき网水:よを国たるも祯に恭湛は漸拔する取卿に到连せし關係」•,伸炊履も之れ 

に:照・し生珂灿に以退期に,技常せし爲め影笠苫しからざろ傾向を示す。

昭m叫年埋は:a細に於ける降水・::比皎的階少なる場合に溯;L.從って伸長生長の経過は 

昭由二年座に栃めて近似せる師向を示せり〇就中九月に於て比校的多说の降水嚴を見たる& 

肝;こ生］<应逕期に在りしため影簪若しからず。但し我罚附料地の場合は梅ノ木御!狩地に比 

枝Lて・・〇細の生少かりしは該御I料地は南而せる傾斜地にして.JLつ供試林木は比絞的^ 

匚?上ろ玄以て,未だ先全なる精閉を保たざるため成期林地に乾櫟を生じたる州比鮫的火なる 

に忠囚するもの'如し。是れに反し梅ノ木剛斗地は北而せる緩付肉地にLて.陽尤の直射を

くる場合样しからざる爲め夏I山中乾燥を生する小性少なる立地的逐異に依る現泉なりと認 

む。

昭和五年座は調在期間中年平均生長並に於て批大を示せし年堆に該當し・共附｝顷は春攀 

比敘乾区少なりしも.収期以御こは述做的に多並の峰水批を生じたる爲め生長期間中の氣溫 

高低は丄ヒ絞的谜少なる現象を示せ・り〇

妃:後に昭和六年度に於ける狀況を観れば.生用仙用中降木壮は帯公均尋に分就せられたる 

怡％性を表現し.共狀・况は袍よ昭和二年座に類似す。

斯くして各調在年涯別に於ける条・象因孑•と生蟻過狀況とを比絞し兩昔棋础眄關係を魂 

れば,生丄勰纹は唯に糸象因子にのみ円るべきものにあらずして,植物佇佩路つ生Yfする立 

地的技境に應じ極めて獲雜なろ關係を有するを以て,直ちに生艮に:nする捌係因子の軽預を 

’河定し得ざるは明かなるも,本凋在成績e研I內に於て是坤氣象的因子の關係を比仗鉗照す 

る便亢のため相關係數を算出すれば成績第五我の如し〇

共成絨に依ればヒノキ仲長生农脱煥は平均虽溫純に坟高赦低’仲均妃溫とは比絞的高次の相 

関率を示・すに反し,降水•炊との關係蓍しから-タして.眼ろ濕度に於て也劾勺.:？i次なる関係を 

示す。

一般に樹木の生行に影燃を及ぼす糸候的因子中氣溫は普通寒垢计に依り魂渊止らる'が伪
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第五表

3J 苴年 〇!! 和 _二 年 犀 和 三 年

码五壊名
ー冬卻序 Hf ノ _ 术 奨 ノ 神 ：•'Z ノ 本 爽 / 神

平 均 SX fa r«4-0.792±0.0J3a +〇•8〇8±〇•〇129 +C.73I ±0.0169 十 0.687 土 0.0236

及寫叡低平均糸温 r=+0.8l0±0.0!3! 十 0.787±。 •〇［ 42 +0.699 土 0.0191 + 0.667 土 0.0202

平 均 泌 3E r-+0.423±0.0305- +0・初3± 0.0293’ 十 0・318±0.0326 十 0.296 土0.0335

H 四 咛 r = 4-0.188±0.0358 +0・134±C・037】: +0.033士 C.Q363 —0.129 ±0.0365

您 水 a 「=ー〇・〇〇3±〇•〇371 一 0.032 ±0.03" +0.023土 0.0363 +0.034 土0.0371

め共成績は直接空氣の熱量を指示するものにあら井して熱度を表現すろに過ぎざるものな 

り。故に溫座の布!测値より直ちに樹木生長と温荧との1偈探を知るは困難とせられ,又溫度に 

對する植物の生理作用は沮度の變化と共に同一の削合を以て變化する性質を有せざるもE 

り。即ち茉溫に對する植物の興效率の指數曲線をJ怂生理的の溫必旨數として备温变に相 

當する溫度效率の指數を溫產の代りに使用するを適當とせらる〇又或地方に於ける叙溫を植 

生的見地より表示する際には共地方の氛溫の孜算溫建を以てするを瞥逝とせられ樹翅の分 

布,生活现象の說明には常に・算溫匪を以て現し•生理的溫爰指數の總括・有效溫曳の總括, 

又は毎日の平均鼠溫の總括等を使用せらろ。

斯くして氣溫と樹木の生長關係に就きて旣に右究せられたる多數の業跋を有するも,総て 

植物には生長を開始する最低溫変及び生活機能を最も休盛に行はるべき坡適溫废奶:に生長を 

停止し死滅を免れざる最高溫匪咨を有するものにして,從って氣溫は植物の分布即ち水平的 

及び垂直的分布には密接なる關係を有するものなり。

木調査は细財磁せられし供就林就き述績せろ調査年度內の伸長生長と糸溫の關係を主 

として湖あせ・しものにして,生艮現象に對し条溫は光線と相俟って不變の生活原動力にして 

他の因子中推:も密接なる關係を有するを知る。

本謳^成績に依れば降水•卷は生長に關し著し・影務を及ぼさ了る感あるも,一,岐に捌木の 

生長には比校的多大なる水分を所要するものにして.共水分は铀技に依って土壊水分より 

仰ぎ"年水愛は2:接土壊水分の根源をなし生長現象に對して間接的關係を冇するものなり。

然れ共-m木に覺しては生活要素として糸温と共に缺くべからざる要素なり〇怖匝局所 

氣峋悶在に於ける降水並は年隆水策を以て示さるゝも杭物生長調死に當りては生兵期仰中に 

於ける配分狀i兄をも明かならしむるは肝要なる要項なり。即ち木岡在成績の示す如く降水屁 
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BS 和 四 半 聞 » 五 年 賜 w 六 年

獲ノ木 後 ノ 御 理」I： 我 ノ 神 梅> * t 糞ノ畔

+0・732±0の180 4•〇•713±〇•0187 +0・6】日±0・0237
1 

十 0.696 土 0.0196j +O.7J5±O.O181I +0.699±0.0190

；+〇・65〇土〇•〇219 +0・697士0・0叫 4-〇•57〇±〇•〇256 +〇•654±〇•〇217| +0.722 土 0.0178, -rOJ04±O.OISS
■ , S」・・・・亠・・C SC・C ZC4-0.I 〇.;±0.0376 4-〇•167±〇•〇369 Cf4-0.460±0.0293 -bfi.36>64-0.0329 +0.439 十 Q.C299 +0.4S3+0.02K

4-0.439±0.0310 4-0.401 ±C.O37O -0.262±0・0354 -0.10l±0.0380 -0.033±0.037I 一 0.130±0・036S

—0.390土0.0321 -〇•317±〇•〇342 +0・283±0・OW 4-0.261 ±0.0354 -0.101 ±0.0368. +0,OS7±0.037C

分布曲線を以て表示する听合は雨天に依ろ灰幽B!減の現梨を対!知し得べく又生長連度旺盛な 

ろ期川］巾竝に条溫髙き夏期期間中に於ける降水蛍の多少題は生長蛍の蜥減に影芯を及ぼす場 

合著しきを知る。即ち局所的に捌木絹剛3が生活に所耍する水分は環穂的に一定するも<〇と 

すれば,土壤巾の水分が共の…定是の水分を終績的に供給し得る狀態に存在する期間巾は渣 

熱に比例して生長を保續するも,一旦土壤は乾煉を生じ水分の供給を得す全く遮斷せらる、 

に至れば,忽にし・て生Rは衰泌し連かに水分(□供給を得ざれば枯死するに及ぶものにして. 

此の如き狀態に於ては降水抵は迎接に影爐を及ぼす禾要囚子となる。從って样水並は樹木の 

生長並に必剛:くべからざる水分所要:延を供給し得ざる程度に減少すオもば,应ちに共の結果 

は直接生長抵に現はるゝ關係を有す。然るに一般土壤水分令有並は立地の關係に依り著しく 

異なるを以て,直接樹木生巨現細こI用する降水皎は槪此を以て示すは不充分にして兩天日數 

竝に降水並の配分を示さvるべからざるものなり。本調査地の如く比段的土壊深く我閉度大 

なる林况を示す人工造林地は•地形怠蚊なる地方に比絞すれば土壤水分の・秘著しからすと 

蝶も,伽Lヒノキ生長期間中に於ける降水•此の多少は,生長曲線に高低を謗起せしむる耍^ 

たるを知る。即ち昭祠三年度渕在成績中春期雨呈の必轡は共例證と見做す。

故に比蜘I勺多雨地帶に屬する本邦に於ても亦ヒノキ天然生林分布現況は雨筮の記分狀態に 

U娜し1：|ら渺應を生する傾向を右する事實は河Hi杰氏の調变に係る本邦に於けるスギ・ヒノ 

キ天然林分布に關する成績を參照すれば共狀況を窺知するを得べし。空巾温氣は直接植物に 

水分を供給する性質を有せざるを以て,土壊水分とは趣を異にするも土壌水分比裁冑眦•少な 

る場含空中淋洩比較的离W脆,樹木の蒸發虽を孵減する倾向大なる明係を冇するを以て, 

械物の生長を補ふ場合多くして東京支局管內愛鷹御料地內ヒノキ天然生林は共適例なるペ 

し。
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第六表 佇關如年座に於ける匕

園並年度 on 物二 年典 略 和三 年推 昭 in 叫 年推

月 FI 収亮R低每ノ水乎・ノ W 
平均な沮均生長庄 约生に:日

:以湖地・振ノ木孕英ノ神窣泌(础鍬抵ノ仁平:花ノ ,沖手 
:任功;.(出均生为生し心:;ぜ均公温均生」若;:均”』成

3. 3!
C

8.0
cm. !巴 c

7.8
cm. c.m.

- 6.0
c.m. 气

4・J0 !2・8 - 9・8 0.3 :〇・2 9.7 0.2 1 〇.!

2 二 10.6 12.9 0.5 □.5 10.9 0.4 〇・,;

X 13.9 L4 1.3 11.9 〇<9 | 0.6 13.6 1.4
1 1.2

5・ !C 14.8 1.4 «•» 14.6 R4 1.8 12.3 1.6 2,1
•. 14.7 2.9 2.3 16.9 3.0 3-2 M.3 1.0 1.2
31 16.4 4.7 4：.； 18.2 4.2 4.5 17.2 4.7 6.1

6・ j0 16.7 4.0 4.4 18.8 4.7 5.2 18.6 3・5 4.3

20 20.2 4.9 ,4.7 18.9 4.1 5.9 18.2 3.2 3・7

23.0 5.2 5.3 19.9 4.3 3.3 20.0 4.8 4.3

7. 1C 23.6 5.9 5.7 21.6 4.2 4.8 21.9 4.8 4.9

2C 25.8 5.7 6.2 23.7 6.8 5.8 26-1 6.4 5.7

31 25.4 6.0 5.3 22.2 2.9 4.4 25.7 4.6 4.8

8- 10 25.0 5・4 4.2 21.8 1.3 1.2 27.3 4.5 4.3

2C 24.8 5.0 5.0 24.0 2・丨 2.3 26.3 1.8 1.7

31 24.8 4,2 1 3.9 23.9 | 2.8 3.0 24.0 3.0 3.3

9. ］〇 21.4 3.! 2.9 24.7 4.0 3.6 21.2 : 3.3 4.1

20 22.0 2.3 2.5 22.9 3.! 2.7 19.1 ■

30 16.4 1.4 1.7 20.2 2.6 2.3 18.1 2.0 2.9

10.10 18.5 2.0 2.3 16.8 丨・1 1.1 16.8 2.1 2.3

20 13.5 1.2 1.4 15.8 1.0 1.1 15.2 1.2 1.4

31 M.S 0.3 0.4 15.8 0.5 0.4 14.2 0・8 1.4

11. 10 11.9 0.3 0.3 12.6 0.1 12.1 '■ — —
20 10.6 - 0.1 11.5 ■ 10.1 0.2 0.1

30 8.S - 〇・! 9.9 0.1 0.5 ； 8.5
1

卒 均 17-4 - 175 -
二

1M — -

趙生云时 :壬 67.3 655
1

56.0 58.4 一 55.5 603
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ノ V仲比生U純過找況

»3 和 五犀 昭 411 六平
應! 自明印二年至昭和六中 

atケ年拳均俄

1 
乎均H酒|

松ノ未平( 
也【:旧it 1

AM 
为生!d

段球低 
华为氣/

雌ノ次平
Jり生長辰

真ノ祐牛！ 
均里典!

混焜低
平均公溫

椎/木不1E神事
月生

C •
9.9 ,

can. cm. c
8.7

C.：；；. c.m. C
8」

c.m. c・】n・

>»-3 一 一 10.7 0.1 0.1 10.9 0.2 0.2

M.C 0.9 1.1 10.5 0.3 0.2 11.8 0.5 0.6

13.6 1.9 】•7 15.5 1-1 1.0 13.7 1-4 1.1

14.9 3.3 3.3 14.1 1-8 b7 14J 1.9 2.0

16.5 2.5 2.3 14.7 2.4 2.5 15.4 2.4 2.3

17.2 S.7 5.7 16.7 4.3 •1.0 J7.1 4.7 ・L9

19.1 3.7 3.9 18.5 4.2 4.8 18・3 4.0 4.5

20.1 4.0 4.5 18.6 3.5 4.2 19.2 3.9 4.6

20.8 | 7.3 5.8 21.0 4.0 4.6 20.3 5U 4.7

23.9 4.3 5.9 21.3 5.7 4.4 22.5 5.0 5.1

25.9 3.9 4.5 19.8 2.9 41 弘 54 *5.2

25.5 i 6.3 4.7 21.6 ヽ 3.6 4・S 24.1 4.7 4.7

25.0 1・7 2.5 25.0 4.7 3.6 24.3 3.5 3.2

24.9 2.9 3.7 25.9 3.5 3.9 25.2 3.0 3.3

25.0 4.9 4.3 24.5 3.5 3.4 24.4 3.7 30

22.3 3-1 3.3 21.8 3.3 3.2 22.3 3.3 3.4

20.0 3.6 3.8 22.5 2.6 2.5 21.3 2.9 2-9

18.3 2.3 2.6 20.2 2.5 3.0 18.6 2.2 2・S

17.3 2.6 1.4 18.3 2.0 1.2 17.5 2.0 1.7

15.8 1.7 1.2 15.8 0.6 0.8 15.2 1.2

13.7 0.5 13.1 0.4 0,2 14.3 C.6 0.6

11.6 一 0.4 12.8 ■ — 12.2 0.1 0.2

8・6 一 - 11.6 10.5 0.2 0.1

3.3 〇・】 1・9 8.6 ■ - 5・3 0.1 0.3

177
1 - - 17-3

1 =
17.4 -7 • ■

一 67 2 685 一 57.3 57.9 61.6 62.9
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耍するに關係關4度は曲木の為發作用とは帝接なる關係を有するを以て土壌水分比帔的間 

澤ならざるも關係的泓•度大なろ場なは树木の生冇に溶すろ傾向大にして.ー奴に山用地带は 

高距大なるに從ひ殊林は泓的なる地域に分布する埸合多くして關係的泓度は平均80%内外 

に存す。本調な成績に依れば四季を通じ京細比校的大にして特に三月中に於て农低を示すは 

地方的垓浅を表徴するものにして大物溫の曲線に仲ふ傾向を示し•ヒノト生Rig］間中に於 

ては平均60%を下らざるを以て.共影零著しからざるものなり。陽光は他の気象内了・と共に 

植枷の構成に蹈窖を及ぼす如:要なる因子•と,忍められ,杭物に對して共性質,光寛及び連績 

時間の三方面より研究せらるべきものとせらる。特に林木辭稲の港くる陽光は環境に依り 

て程度を異にし・從って生丧に及ぼす影鬱もス吴るも共現象は特にR所的に詳細なる鴻加F 
究を要すべき蜘なり。

木調在に於ては單に日照時を以て比絞せんとするものにして,ロ照辭•に依り算出せらる、 

日照時の就算は生伝现象との幽保を求め得らるべすも不伽酒勲からざるため植生と陽光と 

の關係は陽光の領さ,及び或期間を通じて陽光並と日照啣！!等を相對し以て共の影密を羸る 

必要ありとなす。

斯くの如くヒノキ仲長生・斐徵五と相俟って劣檢因子中知混,降水疝 泌度,口照時幣を福 

や漓照し生畏に及ぼす影皆〇程度を上哮せしも,實際上是等条象因子は常に極めて液雜な 

る"關係を以て耕s生長に作用するものにして,•期Wこ互り各因了・が;倾に影響する 

場合は極めて値少なり〇從ってー殷的に夫:等飯象因子に塞く影慫の螂gR度を單獨に考察 

し彳Pざると雖も局所糸候の示す;!爾內に於ては;m對的に了 R要囚子を指辿し得ろ埸合多し〇 

玆に胴和二年至昭和六年五ケ年伽こ其り實測せしヒノキ伸長生•砌月別總平均値と双 

因子中景高最低平均条溫の月別平均鮭を上匕诙すれば危紐笫六我の如し。

共湘赤依ればゆ生球は五月下句に於て著しく浊匯5典・しは昭利二,四•五の三 

ケ年に於5當朝を為せし玲合にして,め1月中旬に於て生爲蜒を比較的に誠汲せしは 

蜘中の乾燥に起因するものと認められ,是等の生埒蛟の盛衰は备供試木が上皈的纵备期 

に屬すると同哮に調在年度の供少なるに起因すべし,故に・吾なが可及的近似の媽£に生育せ 

し喝期に"る他の供試木に就巷生長現象を綁罐し,岫年度を可及的長期に豆り•實査 

する切とすればお等の校碧は相互に相段せられ所消ヒノキ仲長生•長に關する生長の灿］を 

求め得らるべくして,共:生長現象を表微する生長曲繰は炬に該當する最髙最低氣溫月別平均 

値に塞<戒溫M・と略I并行する傾向多大なるものと見做さるべL。
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姓に紈I:•.せL成雄を柄要すれば次の如L・〇

1.ー縁に樹木の生Kに及ぼす氣側14子は枢めて複雑なる賜係を右すると雖も一定地域に 

於ける生屋現安はJ與!方的に特異性をK徵する所謂局所煮険に因り影ほせらる与合多 

し〇從って’lgに及は•す恭浆的R!子中には共影響すろ程度に依り竅垂を認めらるゝ傾 

向ある全以て•地方的に重要说せらる'氣象因子を考案し北:を標準因子と定むるは 

剥彳£J二帀:要なるが項となす。

杓MEに於ては阳k並.II照時・遍匯及び系牌等を關係囚子としてお察せしも,就中 

最湿!:低平均汆溫の季窟的叟化は匕ノヤ伸兵現象とは密接なる關係を右すろ垂要因子 

たるは敍_1•.せし成績に依り熨知せらるべし。

2.萊溫は樹木生R現象屮・共開始期及び休I仲ほ支配する技も垂耍なる囚子にして.木詞 

荏に依ればヒノキの生長開始期に於ける母十II間最高琅:低平均氣温は攝氏13度 15
度の範咐內に該•常するを知ろ。

3•ヒノキ仲長生一長のーケ年の间如!！)ち「生長の火明」は生長期間中に於ける最高股低平 

均無温の高低曲線と降!一致するものと見做さる。

4. |降水並は樹木の生活の根源たる土埃水分を供給する最も市要なる囚于にして,從って 

降水並の坪眼は林木の生長泣を左右する因子と谴めらる。就中ヒノキ生長期間中の降 

水並配分の狀況は肝要なる因子にして.均専に配分せらるゝを可とす。

木调在地は•以期雨並比絞的多迎地方に該當するを以て,林木の生育に必要なろ水分は 

胳・均等に供給せられたる傾向を示すも.尙且つ雨並の配分開係に依りヒノキ伸長生 

晨械に彩鬱を及ぼす。

5.日照時の堆火は熱溫の上外を促す影懲をちするを以て樹木の生長に對しては氣溫との 

關係を促進せしむる關係を冇す。

敍上せし成績は本訓査に關する基礎的耍^の盗定上最も肝要なる事項にして,著者は本調 

查を基礎となし•更に既彳上に於ける・訓者成績を參照し,以てヒノキ伸長生・長現象に關する氣 

候的關係因子の影軽は次の如き關係をJ、備するものと見做す。

1.ー股に林木の仲長生阕こ於ける生長経過の狀況は樹靴に依り異なり(第十六圖參照) 

猶同-湖種と雄も樹齡の幼若 健否に依り差異を生ずヒノキに於ても亦共傾向多大な 

るを哉はる。即ち幼怖木は生長に及ぼす內外の因子に骂し極めて鋭放に感應する狀態 

に林在すろ關係上・環境に依りては比絞的火なる浅異を生する場合多し。然るに壯船
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林に逹するに從ひ各個脸は環境に驾し初:安宏すろ師向大にし匚 生»y狀況も亦羽健 

に保續せらる、爲め,每年の生長の大圳はお疚的均師に進竖せらる〇

如こ％(剛純枠椅に密朴を形成する旅林內に生存する林木は苦しく外界の蹈ほを受く 

る場合匝少なる倾向を存するを以て每年の生氏狀i兄は栖めて;’叩］に・迎年保緻せらろ。

2 斯くの如く樹没の大小に依り佇年の生長狀況は多少の差異.を留め得らるゝと维も「生 

長の火^」に於ては異なる爭たくしてヒノキは當“必年性に於ける生」ヨg川:ms勅高栄: 

低平均茶遣の高低仙猝と睹土ー•致する生』あ過を表現ナ。

3.事象囚子•申窺沮は生茂現欧の開始姉に休・止にm•密接なる關係をめ・するしのにし一こ・ 

ヒノキは最高奴低平均京溫攝氏13度乃至切座に建すれば仲农生長を開始し.又说队 

に於て共生g税象は同一ー荣溫の胞回內に至れば休止する性質を右す。給ー皎に捌齡を 

增大し,壯齢以上に连するに從ひ生烷を發動古しむる糸溫は初七」日する航向ありて 

就中爵閉度大たる軍好林は最:高/低平均条溫擀氏V世以上に達する埸合多し。

丄 木調在に於てはヒノキ仲長生は却部先腸に於ける頂衆の佝眼的視測な標学となし, 

共生長は液高最低・平均条溫攝氏15度に於て開始し•同恭溫に於て休止するものと見 

做す。從ってヒノキ生农jy川IIの彳e定は實浏せ・し數値を除きてはヒノキの生育ーする富地 

域に於ける最高域低平均風温の一年間の周期を斐傘と定め春季姓に秋学申郷氏15度 

を以て期せらるゝ兩鮎間の日致を以て生丧!g伽と兒稚すものとす。

故に一殺に沮跋なる地方は宠冷なる地方に比絞し.生畏期!出は槽長し・又海拔高を桁 

加すれば一般に条濫の低波を生ずる關係j二自ら生艮期即も亦知縮せらる、ものにし 

て,茲に焼ケ汀:(海拔為2,094m.)山］頁に於ける菓象襯測成緻に依れば昭向五,六年 

中の最髙氣温は平均郷氏2度に過ぎずして,I'U•切茯(海拔高2,933 m.)山］Hに於ける 

同時の価則成泣は最高茉溫攝氏14座Iこして,ス木何洌源仙く满如:;3,063 m.)山頂に 

於ける同時の飮測成敏は最:高糸温平均癬氏!C燃に翘!Tすして•何れもヒノいの生長 

に必要とする知溫に途せさろため之カ条生を兒(ざるは當然なり〇

5・麻水量は地中水分を袖給する唯一の資源にして生屋には缺くべからざる要素なり。然 

れ共生長に要する地中水分以上に珀加せば却て生殳を皿害・する埸合多し。從って降水 

此は生屋に所要する土壊水分の一定量を充全に供給し得ざる場合には初めて•生長る::の 

減退を謗起し猶l:L沛給を彳・されば終には枯死せしむる康因を生す。
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IV•匕ノキ肥大生長に關する調發

ヒノキに劭する肥大生長に就きては,挽に昭和二年四月京都個:'d大學にて開催せし林學會 

席上に於て,著者は「ヒノキ材の年端廣狹が此垂竝に强產に及ぼす.影密」と題して成結の一部 

を發表せしも,重ねて玆に共曆耍を述ぶれば,ヒノキの肥大生佞はT2に五月初旬に開始す 

るも,同年八月初旬に至らば共大半を終了して秋柘の棉成に移る。共間住かに六十日內外に 

して,即ち生長開始當時の外界条溫は平均攝氏十五度を示せり。而して春村は生長の初期|こ 

於て著しく急速に形戒せらる\も,秋材は極めて徐々に構成せらるゝ傾向著し。而して同一 

林木に於ける伸長生長竝に肥大生农は樹梢部附近に於ては路i同時に開飴せらる、倾向ある 

も,樹律部中胸高直側付近に迄普及するには肥大生呆の開始は確上 嶼する場合多し。

因に本城紋はヒノキ樹苗約七拾五年生の林水五本に就きて胸高直徑の位旺より供找材・を季 

節別に採集し,主として秋村の構成に關して撕微鏡的潮去を施行せし結果に基けり。

抑よ年恰の構成に關する內的原因に就をては未だ定說を见出さすして是が研究の前途は頒 

る遼遠なり。現任に於ては少くとも暖帯以北に在りては洛秋村梅成に或る周刷を右•し,共多 

くは外的條件たる來綻に關薛するものと解すべく,J朋町Jー细こして所用年輸なる名帮の該 

當するを常態と•すべし。抑よ年榆福成に關しては旣に幾多の學說あり,就中藤岡博士の「スギ 

e樹除在定及び植我年度鑑定法」に關する諭女の勿はは年細附支に關する學說を祥述せられ 

たるものにして貴重なる參与衣料と洲ふべし。又J. G. Gros心bnchcr氏の“The Periodicity 
and distribution of Radial Growth in trees and their rclmion to the Development of Annual 
Rings"(1915)なる研究^績中には年临の拙诚竝に是れに影籌を及ぼす諸因子に就きて挽往 

の携步を菟集し殆んど紗てを網羅せられし觌あり,又Ernst Ante”氏は“ Die Jnh心ringc der 
Hokgew；idi$c und die Bcdcutung dersclbcn als Klinvuischcr lndik;Uor "(1917)なる砌:究論女 

に於て,俛往に於ける學說を參照して年糊版に就き論究せらる。Hms Aaandd氏は“Uber 
die tclcologischc und kaflsnlc Dcutung der Jahrcsringbildung des Suimmcns "(1920) に於て 

朝・・究成教を發&せられ,J. Elton Lodewick 氏は"Seasonal activity of the Cambium in some 
northeastern Trees -(1928)に關し貴疋なる成績を發表せられ,就中L. Chalk氏の研究に 

係る The formation of Spring and Summer wood in Ash and Aonglns Fir "(1930)に關す 

る成技は實類的に游察せられし我也;なる宏野資料・なり。

然れども一般に林水に關する生艮現象は樹植に依り個々特・冊性を表微する傾向大にして. 
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义地方的に出说粉る?";•的我境囚子就屮あ拨狀態の變異に宵しては影餐せらるゝ程攻iを異に 

する揚©著しきを以て.直ちに他の樹稀に開する成績を以て同一視し徂ざるは明かなるべし。 

茨し同-№¢12就き環境を界にする場合を賞海勺に採究L,以て是れ<がSf究之企列するを肝 

妥と」’•めらる。牯・に生理的HU測備即ち撤麋の上長生Kと芽の開舒竝に形成騒の分裂開始 

との関係は各跖亚によりで兴る性質を右する$のと栖せられ,Jaesrd氏(1930)の饌Eに依 

れば・クウヒは形成)!1C活勁が芽の開紡より先立ちて生じ.マツは之れに反す。ナラ・トネ 

リコはー•般に芽の開灯•に先立ちて第一の導管列を生じ.=レは花芽及葉蔭のI戲!lと同時に形 

成府の活動な惹起すと桐せられ,又ブナは葉難c開舒以後二三週間にして形儡2活効玄生 

すといふ。

郷くの如く仙物學的見地より樹木の生長現象を觌察すれば・繪研究,要すべさ;顾多く枚 

摂に遮あらさる狀努に現在するを窺知せらる。

ベ調•在は前章に於て敍述せし伸度生必&依と相俟ってヒノキに関する祀大生長の状況を渕 

• EL,外的琅境因子Iこ囚る関係を保ゆならしむろを主眼とせしものにして,後日報吿せんと 

する村戒,M在R年拾の搆戚に關しお照せんとするものなり〇

木細佐に當り使用せし材料は當場附职I•里御料壇內の江川ヒノキ•(江川ヒノキとは當時O 
代T;’江111火郎左御"Jの植栽に係る人工林にして樹膝八拾參年生なり)同苗剧內け苗木及び幼 

惊木の三即にして,江川ヒノキは胸高直徑約30c.in・を冇する林木にして1號！!號也・也 

三個招を使川し,苛刑の苗木は5年生のもの十六本を,幼弗木は10年生のもの五木を使用 

せリ。

,當沐が異るに從ひ共材料の採取法も亦便it上相違し,江川ヒノキは聲によりて樹怆の表 

而より农さ2c.m.W41c.m. M3 0.5c.m・位の塊として切り取り,共伎破は地上！0乃至50c.m. 

の點より始め,四,五日每に一岡宛採取し,次第に上方に及ぼせり。共の間隔は約2-3c.m. 
を保ち,初めは2列をなす如く採取せ4も後3列に及び’是部D列間は3- 5c.m.とせり。苗 

回の苗木は約十日每に之を採集し,地上約20c.m.の部分より4 5cmの畏さ!こ材料を採 

取せり。幼怖木は江川ヒノキと同様,整によりて樹幹より約十日每に,各ー株よりTM宛採 

J仅せしも共位置は地上i約50can.となせり。

敍上せる方法によりて採取せし材料は直ちに之をGlycclinc-nkohol混分液中に保乔し後 

Sliding microtome |E±りて20乃至30“©障さに切り得たる切片は1Icicknhain's Uacma- 
toxyline と Safranine による二1R染色•又は Delafield% Hacmaioxylii! と Safmine による染
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色を施し以てCanada-Balsamに封じPrcparatとなせリ〇

抑よ樹木の肥大生畏虽の測定にはDendrographに依る旺接法と,多數の切片の組(Series) 
の噸微鏡翎による間接法とありて,後者の甥合には共の年に生長せる年論の刼阳故及湖: 

射方向に於ける長さによりて示さるべし。本調査も亦此方法に依り观ら細胞數の算定と年備 

幅の測定とを行へリ。

江川ヒノキのPreparatに就きて諷在するに同一切片にても部分によりて生艮":の界ること 

多ければ,先づ數ヶ所の細胞数を算定し,典の平均個を求め,次に此館に該党する適切たろ 

部分の年翎を"を單位として遍定せり。又若しく生史虽の異る腸合には,・共:前及び後の 

時期に採垠せしもの'生長飛と比胶しーこ洒當なる部分を定めて測定せリ。

第七表 江川ヒノキ肥大生农並測定成績

月 1!
あ一魏洗な木 第二现は阪木 弟三整試段本

列 粮胞數 华检犒 列 細R!敢 年恰蝠 列 朝砲致 年&幅
1______

.5 4 U 〇
P
〇 I 〇

a
〇 I K 〇

•A
〇

9 I 〇 〇 II C.6 20 I 0.6 20
15 IT 0.3 10 T 4.2 95 JI 〇 〇

18 I 3.8 72 11 4.8 】】〇 I 2.0 55
23 H 5-2 】】〇 I 8.6 210 II 2 8 50
26 I 9.6 240 I 10.5 280 I 6.6 140
30 IT 6.8 160 m 4.9 95 11 4.4 95

6. 4 I 15.0 420^ ii 9.8 260 I 9.6 • 260
9 H 12.0 340 I 15.3 420 If 7.0 130

13 JU 11.6 320 m 5.2 125 ni 6.8 】•10
18 I 24.8 810 1H 5.8 135 i 14.6 390
22 JI 17.0 455 M 15.2 400 ii 9.2 215
25 ni 12.8 415 I 18.2 510 HI 8.2 180
29 i 30.6 3040 in 8.0 190 III 8.6 190

7・ 4 ii 20.4 600 n 17.4 455 II 10.0 220
7 nr 15-8 450 I 20.3 605 I 】8・4 525

n 皿 16.4 470 HI 10.8 270 jh 9.4 205
15 ir 21.8 620 If 】8・8 510 H 11.0 260
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n ii
馅一地队段木 常二阪試驗木 あ三壁ズ驗木

列 an B st 年岭材 列 納胞败 邮轮備 列 制胞気 年繪幅

7. 20
26
31

8. 4
13
19
23
27
31

9. 4
8

12
18
24

10.1
1
1

I

11 
I 
III 
11 
T 
III 
H 
I 
III 
11 
I 
JII 
I 
H 
III

34.8
17.5
24.4
39.5
18.2
29.4
40.8
21.6
32.2
42.0
22.0
33.4
44.4
22.5
-14.6
3*1.2
22.2

i；1170
495
70S

1320
530
900

1330
560

1020
)360
580

1025
1390
620

14CO
1030
600

I 
111 
11
I
III 
n
I 
in 
ii

I 
!U 
ii
I 
in
I 
i. 
ni

23.2
1-1.8
21.8
25.4
16.8
23.0
28.1
17.2
23.2
29.0
17.6
24.2
29.5
17.8
29.3
23.0
17.2

び655
340
560
720
410 |
605
770
•115
625
780
•125
€30
790
430
780
600
420

I 
11T 
11
I
111 
1[
I 
UI
11 
I 
川

11 
I 
III
I
11 
皿

20.8
10.4
13.4
23.6
11.6
14.2
25.4
12.0
16.2
26.0
12.5
17.4
25.8
13.0
26.0
17.6
12.8

俱 550
225
320
630
240
335
700
255 
4C0 
710

265
420 
湖 

270 
72
420
270

斯くして各切片の組(Series)に就き測定したる成績は第ビ加如くにして,著しく生M 
せるもの'次に餘り發育せ・ざるもの、來ることあり或は丸:れに反すろ場合ありて,玆に四,

每の生応&の測定値を共俊金部一囈に結びて岡示するも節明なる:相加甜係を粗維し〇燃 

るに生艮策の坡火のもの,岐小のもの.«|«111I〇ものとの三技に分・ちて共材料を探取せしh’必 

と」七絞したろに,よく 一致するを見たり〇依て冬試驗木とも共村・料採取C伯:超に從ひ,生長 

R好,中間,不艮の三部分を各I列,n列,瓜列に横別し・而して各生」繚測定饥を連結した 

るに,第三圖の如さ三線を得たり〇 (附罔題照>

〕リ丄の結果は實測依にして相互の」七絞をなす埸令には不便なるを以って,肥大生氏の停止 

せる吼 即ち本誡在に於ては-uj-nの生足底を年怜の州にて表はし之を1〇〇とl以て洛時 

期に於けるモれとの百分序;を算出比絞すること'せリ。

如niの苗木は採集の際根元より切晰せ！邮僱!-.•同一•棋株;こ址さて佇呻期に於ける頫位



82

第三圖 江川ヒノキ肥火生斐の経過 (队魚木第一M)

COURSE OF GROWTH IN DIAMETER OF " EGAkVA-IIINOKr, No.1.“

を測定し得す。又供試材中には偏心生長をなすもの著しきを以て.切片の測定は生長の最大・ 

最小,屮間の各部分の年恰幅の平均鯉を求むるものとせり。而して;!源績は第八表の如L。

第二圆 江川ヒノキ肥火生長の経適,(宥分•串襟)

COURSE OF GROWTH IN DLYMI-TTER OF “ EG/WVA-IIINOKI ”
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第四岡 ヒノキ苗木吧大生長つ経過

COURSE OF GROWTH IX DLEETER OF SEEDLING OF 
CHANAI：CYPARIS OBTUSA.

♦ y qい
----- 心疗军 つ OF FR£V；CU8 YEARS R)NO

............ mm wiot or kino

第八表苗木肥大生長冊測定験績

将
|1 rt

生 長 云(單位2

!觥
ノ J ロ

火1 小 P!個乎均

1 4. 30 400 220 290

2 5. 9 480 240 350
5 20 580 490 535

3 28 1CCO 740 875

7 6. 9 890 640 , 780

4 21 1600 1260 1390
6 7・ 1； 1090 820 910
8 10 610 415 S49
9 20 680 SCO 600

10 29 560 175 411
12 8・ 19 12CO 480 735
13 30 870 340 670
14 9・ 9 1470 1220 1291
15 19 70S 430 624
16 10. 1 1 1440 780 1125



84

上捆の實測値は變化極めて滴しく.生長の紹過を節明に」七幼すること困雉にして,江川ヒ 

ノキの埸合に試みたる如き百分率法も供,试木の兴る爲統然たる成統を求められず。依て各供 

試林木の切片に就き前年度の生好代を100とL•せれに目すろ常年礎’心眾:の仃分京を”" 

することゝせリ。

幼齢木は江川ヒノやと同様の方法に依って測定せLも百分率の弥定は供は材挥取を六门ド 

旬にて打切りたる岱め不能なりき。共或紋次表の如I。

第>L }<幼席不肥人生収川:測定成績

n n
2k 長 量

半均緬胞數 平均年輪材

5・4 .4 320“

】イ 35 880

30 M 1750

6. 9 76 218

25 98 2400

敍上せし成績に果き生長の経過を战察すれば,ヒノキに於ける肥大生長の開始は生育地に 

よりて界るも、本跡に於ては苗木に於て最t'»'・ く行はれ,四丿］三十日に採取せる第一问の 

獄料に於て俛に220〃 乃至书〇声の生長をなせるを認めたるカ;故に,共の開始期は匹|月中旬 

より下句の間に存するものならん。幼齢水に於ても生kは此皎的早・側に始まり,阳月四日物! 

垠の第一回日ーな料を兒るに旣に也乃至18細胞列,340尸に及ぶ.生長を示せり〇江川ヒノキは 

是’昏のものに比すれば,多少遞延して生長を開始ナ。即ち第一號找驗木にては五月士北日に 

生長開始の兆見え,十ハ口に漸く 3 う細胞列.7()-80〃 の生長をなし,第二戒試瞼木は第 

ー號のそれよりし早•く,五丿J九日に薄膜の假導晋を生じ20 -30〃 の怖を行せしが,士五日 

に至れば3 5 ,|細胞列90100/Zに速せり〇第三蛻必本も或る列にては旣に五月九日に 

1細M2列,十八日には2翻版列,55〃 形成せるも.他の列にては十・だ日に至るも生長せ・る都 

分認められ圭 二十三日に海く 2- 4細胞列•8〇Z・に及べリ。斯くして.五丿J下勺には10細 

胞列,280〃に逢することあるも,其の却|胞狡は排くめて,中岐(MiUcl-lnuroWi)のみよく木 

化せる肮態を示し,雄株能紋(Bordered pits)の存在は明かに認めらる。

T姓長•を開始したる後は.枝堂にLて放姑方向に巨き似黑瞥を續々生じ.怠:激なろ存材 
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う修域行はれ.然ろ後般導管は放射方向に仲ぶること少くなり,訓嗯狭も次第に蟻きものと 

れり,終に秋材の形成を见るものにLて,］I之に作ひ生長の述さも亦次第に減少す。江川ヒ 

ノキに於ては•fiJJド旬よ»六月巾は原ら花村の形成行はる、もじ月に入れば此の质態に達 

するもの、如し。即ち第一帽,t的泳にてはじ月叫日の切片を见るに形成府よhせへて內方 

2 3钿胞列11の部分,イ紺始部よりもtf!よ喚となり木化もよく進める狀態なりしか十K n 

には益々此,の傾向斌くなり,二十口には秋材・の形岐明瞭に,忠むられ•二十六nに至れば2 3 

む・列の秩村を生す。第二號.第三號試驗:木も話、同栈にI -c-u］ヒロ頃より獄にして切 

怨方向に农冬机陳管の3細胞列谓められ,十五目には明力、に秋材の形成翔り.二十日より二 

-|-/；n迄には2-1細胞列の秋村・を生ぜり。苗水に於ては秋村・の形建も比鮫的孕くして,七 

〃一口の点片に於ては彩成府の内方G 7細胞列目の部分に数列EハミにI.t木化の强き仮 

尊谆の存在を認めたるが.じ月十IIには2 ：;細拋列となり,明かに秋材の觌を弘し,二十 

Hに至れば5 7枷胞列にiiiltb。幼齢木に關しては前述の如く採取中止の岱め,此C誤察 

なし。

所材の形成を兒るに至れば生はま次第に姓くなり,囈て停止するもの、如し。是れを江川 

ヒノキに就者て視るに.第一•號•网该木に於ては,じ月下旬迄に2 4緬ii列となりたる秋材 

は八月中も槻めて綏慢なる生魅恐滞(し・月末には約4一6細胞列,顯拝なる場企は1012 

細胞列に及び,假嚥管は益i収壁となり,切線而球孔紋(Tangen血1Bordered pits)も生ナ 

るに至る。次いで九月に入れば殆ど八M末目と大差なく •唯生足R妤なる与作にのみ催かに地 

•加するを;忍むれども.是れも亦材料採取位近の次第に上H・せる影懇を労慮せざるべからす。 

九JJ後’「に於ては生長緩絨せるや否やを確冥に認め難し。第二段幡木も七月下句に3 4約 

胞列となりし秋材は,ハ刀中に於ける冷加2—4細咆に過ぎすして.丿］末には合計5 8細晦列 

となり,九月に入れば生長極めて微并にして,屮旬以爺は恐らく停止せ・るもの、如し。第三號 

,湿魚木も潞・同様にして.じ月中小に2 ・細胞列に地せる秋材は八月中も多少生長を繼縦し, 

JLHIMi!には810細咆列の秋材を完成せろが•以後の增加は殆ど認められず苗木は前近の 

如く同一樹株に就きて共經週を観察すること能はざるか故に正蔭なる成績を得躍き憾なあり 

て,t】J下旬迄に形成せられし5—7細胞列の秋村・は,八月十九日の切片も5 6細胞列,80“ 

に疆ぎす,九」上旬の材料にては6—8細胞列,90〃,巾句のものにては5-6細胞外807* 

下旬にては150八の秋材のWさを示し・果して何時生及を停止するものなるや明白ならす。

然れども秋材形成の狀態を前年塩に生ぜるそれ導と比絞するに,丸月九日 Q切片に於ては木
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だ邊かに前年世の秋材に及ばざれども,十九Rの試片は睹:网卻0匹敵する程・变に發,i£L .* 

十月一日に於ては全く類似し,殆ど・秋材完成の域に逑せる换あり。

調査せし材料中姉年倚を生ぜるものは江川ヒノキに於て二例,苗木に於ーこ數例ありたるも・ 

後者の場含は前述の理由により共時冊的關係を知る能はヰ,佰年祢は江川ヒノ "£三妙咨云 

木の第二列に最も著しく發現し,北の耗過を兒るに,八月十九日の・片は3 4細泡列の秋 

材完成し,共外側に未だ木化せざる稍よ成射方向に長き細泡列續ける狀態に在りしが,三十 

-•日に於て明かに木化せしも,薄壁にして泌狀を呈せり〇尙之に續く!2細胞列も.多少 

春材狀なるも,以後(九月十二口)は再び岫微こして切線方向に長ま秋材・假禅皆のみを形域 

し,玆に明瞭なる境界を示すに至れり。第一戒試股木も八月二十七日の找片及び・九月十二n 

の試片に微かなる僞年約の形成あるを認、めたり〇

玆に謚味個んの生長筮の比絞をなし,年輪形成の経過を知る啓め生M休止時め生長堂に 

對する各時甥のそれの百分率を求めたるに,江川ヒノキに於ける成績は次表の如し。

第十表 江川ヒノキ肥大生長呈白・分率

笫 —秋 沢段木 第 二製 弟三快 弑;才木

I 列 11 列 I 列 H 列 _L 列 11 列

月 日
皆 T_ 月叩び

月FI 止 
._ % B H

疝fit 
% 1 n fi 生R众

K一

5. 9 〇 5・4 〇 5. 4 0 5- 4 〇

18 5.1 15 C.9 15 12.2 5. 9 3.3 5. 9 2.4 15 〇

26 17.1 23 10.7 23 成9 18 18.3 18 財・5 23 J 1.9

6. 4 30.0 30 15.5 26 35.9 6. 4 43.3 26 19.2 30 i 22.6

)8 57.9 6・9 33.0 6. 9 53.8 22 66.7 6. 4 35.6 6, 9:31.0

29 74.3 22 44.2 25 65・4 7. 4 75.8 】8 53.4 22 1 51,2

7. 20 83・6 7. 4 58.3 7. 7 77.6 15 85,0 7. 7 71.9 7. 4 52.4

15 60.2 20 84.0 31 93.3 20 75.3 15 61.9

8. 4 94.3 31 68.4 8 - 4 92.3 8・】9 100.8 8・4 86.3 31 76.2

23 95.0 8・19 87.4 23 93.7 31 104.2 23 95.9 8.19 79-8

9. 4 97.1 31 99.0 9・4 100.0 9.12 105.0 9・4 97.3 31 95.2

18 99.3 9・2J 99.5 18 10.3 18 100.0 9.12 ICO.〇

10.1 100.0 10. 1 1000 10.1 10. J 18.0 10.1 100.0 10.1 100.0

即ち五月上句に形成眉・の活動起るものゝ如く,巾イりに至りて先づ生長の開始を見,次いで
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細胞の分裂著L く生ぜる薄驻の假雄许は故射方向に伸び博•盛に形城さる。生長由奸なる埸 

合は六刀中旬に於て姓に全年棕5()%に達する發育を遂げ,此の急^なる生長は尙下旬造 

貌きGO 70%を完了するに至る。七月に入れば分裂せる純也は次第に况^方向の仲長を诚 

じ・細胞膜は彳附始部のそれよりも｝舉さを蜥し・木化も著しくなり,同月中句頃は此の倾 

向益々顯瞽にして秋村・の形成始まれるを示す。同下句に至れば秋村は3 5細胞列,年输は 

8() 90%まで完成され•八;］中は生奴減衰し,唯緬莅吟り増ッと木化口み撫将となり,同 

月末に於-こは秋村の形成も大部分完了し,年軸は沛ー99%に達す。九/！に入れば秋材の 

狀双は八月下旬のものと火逐なく,生長は益々微弱となり,同月中句には優に100%に及 

ぶ。

僞年嬌の形成ありし規合には,若干の秋村を生じたる後,急に春材狀の假導停を生じ,生 

畏量も從って多少急激に坪伽すれど.此の傾向は幾何ならずして衰へ,再び秋村の形成行は 

れて,数に境界を生するものにして,典時期は多くは八月巾句乃至下旬なろものゝ如く,又 

夏!W乾燥期と魅曲係を有するものならん。

苗木は四月下句に於て既に年险の10%以上を形成し,次いで.街位に生長するを以て五月 

中にはその60%に至るも.六月以降は前月程急浊に堆加せずして,同月下句にては60%, 

七月中旬にては70%,同月末に至れば80%に建す。秋材’は旣に七月初旬に形成の兆を现は 

し,中旬には明白となるも•生長は肉相當の速さを以て進むもの、如く,八月下小には90% 

以上,九JJ中句に至りて95%以上の形成を乩 遂に同月下旬に於て休止期に入るものゝ如 

し〇以上の經過を表示すれば成績木我の如し。

第十一表 苗木生長址の前年度勺鶴幅に摯する百分率

書甄! n n 生!t J& % 1J sss 月13 小広駐％ B日
_____ 一 1

生艮会％

1 4. 30 16 4 6. 21 61
F"

3.19 88

2 5. 9 31 6 7・! 65 】3 30 94

5 20 41 8 io 66 «4 9. 9 91

3 28 51 9 20 67 - 19 96

7 6. 9 53 29 16 10.1 99

玆に江川ヒノキの生長•位に就き三株の試驗木を比絞する瓮め•各列を平均すれば,三株と 

も前述の経過に大潍なく,生長の開始,夏材•の形成,生長の停止等は離よ同時地なる結果を
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得たり。次に此の三株に就き,生农良好なる列,中がなる列,不良なろ列の务上を千均,比 

较したるに,生長只好なる部分は比孜的いく活動を開始し•六月より七月上旬にMりて著し 

き生辰を遂げ,溜次衰ふもの'如し。是れに反して,生収不良なる部分は生長開始期稍・セ浊 

れ初夏迄の生長前若に及ばざれども,晚以の映に至りて 抑J多少生氏の憐続優勢にして,遂 

に全年偷を完了するもの、如し。江川ヒノキと苗刷の苗木との生切狀況を此絞するに・龍 

木は江川ヒノ中よりも遙かに早く ・生妃を開始し,五月中には既にや50%に達するも,以後 

は後苦程念激に進ま・,然れども江川ヒノキカ:丸ガに入るや殆ど生長な停.H:するの彼あるに 

反L苗水は同月下旬迄も多少生長の持續あるもの'如し。

犬:れを要すろにヒノキに關する肥大生艮開始期nは朔｛當に依り多少の弟異を生するも槪略 

五月J-.iJに該當するを知る。小して共:依」上期は十月中句に到來する性質を右すろと蝶も,生 

•長期冊を表示するに型nを以て示すは您當と“・ふを得すして,顼ろ生艮現・髪を謗起する環境 

因子就中生長とは密接なる關係を仃する系湛を以て示すをセ當となす。ヒノキは花為:(溫・平 

均演氏1う度に刊连すれぱ生長を開始L •【L乂生度依ル期も亦昭£东牌平均攝氏!5座に,洩 

當するものと兄做さる。

參 者 文 獻

No. 9. 192〇•

Chnlk> L. : The P>rmatioji of Spring and suimncr wood in Asli aixl iJoiiglas Fir.
Oxford Forest. Memoirs. No. !0> 19X-

Cro$5> rJ>n<：herr J- G. The icxlieity and Distrilmtion of Kadinl Growth in Tree^ and their 
Kdnuon to Che Dcvclopniciit of r<Annualr, Rings* Transact. Wisconsin 
Acad. Sei. Alb* mid Lett. Vol. XVIIL Fait I. 1915.

Izwlcxvirk, J- E- * Scnsoiml activity of Ujc Cambiuni in some Nbrtficostcrn Trees. Bull- New 
Vork Statu Colt Forest- ^yratniM： Univ- Vol.I・ No. 2 a.1928.

矇 WJ 光 長:スぎの倒偽盘定及植:栽的好2:定法にWJする甜究 

林業或驗哉件第二十號192〇•

舗 木 蹈 二:赤松林針菓約哉の吧大生なに及ぼす影:1?

H本學術ゆ會赧皆第或卷！929.

Aiidrc, K- :Ulxr die Iclcologisdic unc! kniftalc Dciitunj： dcr Jahresrh迫bihliuig des 
Sfamincs. Die Nntunvisscnschaf. Heft 5!.1920, Heft 52,192〇•

Bailey, !• W. :Tlie CAmljiuni nnd its derivative Tissue IL Size varintioiis of Gnnbial 
initials in Gynmospcrnis and Angi<»j)cn)is. Amer. Jotirn Bot. Vol VII.

V・匕ノキ樹溫測定試驗

ヒノキ林木に關する仲庭立に肥大^心牍戒績は敍上せし如くにして林木の大小・環境に 

依り生Id用始朋竝に用止W1に多少の嶼を生寸る拜念ありと雖レド均威溫攝氏十五贋を眼界 

と為すものと見做され,從ってヒノキ生は春季細財火期に於ける平均苏溫扭氏十五度 

を示す醐間を".てイE定するを得たり。されどー般林木に閲する肥大生長つ開始噸序は普通枝 

條先端に咐府すろ山栗より沽動を開始し順次杖瞄払に移動するMi向を冇す。

斯くの如くにLて林木の生戾開始期に至れば樹枝先端に於けるE撚の構成と共に樹梢部の 

仲長生IIを開始L ,是れと同時:にfcM液の流動はHE盛となり以て樹脸の兜火に努むるものにし 

て,終にに於ける肥大生Rを誘起すろは恰も水源地帶よりM出する河水が源泉地を發 

して溪谷に奔流し・支流より木波に合流し終に統流を經て大海に注ぐが如L ,亞れ即ち肥大 

生Kの樹脸內に傳劫すろ狀況にLてJS根源は策溫に依って始動せられ,生艮開始と略・同 

n孕に樹R5は多林:の水分を上壊巾より吸收す。

斯くして林木の生只には多並なる水分を所耍するものにして,生長に爛係ある他の加子に 

比絞し肝耍なる要素に屬I •而L・て水源は主として降水に依Dて供給せらる'ものと阕めら 

る。されども土埃中に包・較せらるゝ水分を吸收し林木生だ現象の源泉として供給せらる、狀 

您は生長開始なる原因に依りー將旺盛ならしむる$のにして.此の現象は又生長と相俟って 

地溫の上兄・に幽係する處陟からす。從って地溫の愛化は普通樹US分布する地域即ちヒノキ 

林木に在hては深さ約50c.m・以上の變化を實彳蹌照するは肝・要なる率項なり〇

载に翻辭$に於ける肥大生長現象に娜して樹溫の調佐を施行I ・是れと同時に林外,林 

內就殷れこ地温との關係を求め以てヒノキ生長期間の•在定c一助と為す。

木調東は昭和三年十財芈備作業を了し,昭和四年二月より昭:如五年二月に至るーヶ年剧 

にH・り林案試驗堤沿耕卄里御料地ヒノキ植栽木に付き實査せ・しものにして共Q成紐次ぎの如 

し〇

1•踞奁方法

地內依驗林に於て樹i玲・八十年生にして胸高血徊平均SSc.m.のヒノキ立木正本を 

供状木とIて瓣定し・林內糸溫^に地溫測定川炫叶を設置せり。樹泄は血節3 nvm.長さ 

2(".m.の火さを右する棒狀细^汁(最火示度撤氏百進)を特製し,波め各供忒木樹价に就き 

胸高近脾此上高L2m.の位置に穿てし小孔に挿入し,外独及び前水の浸入を防ぐためバラ
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フィンを以て抑入口を寒ざ,藐狀の建にて一日/£料(八時,十吟十二慌十四時•十六時) 

示度を覩測するものとす。寒暖計挿入位置は捌#に對し南而及び北而となL •挿入の深さは 

5 c.rn,及び!。 c.rn,の二秘とす〇

斯くして供試木ほ愛拟披0.9(撕3平均IGm•を打するヒノキ林內に於て林內中史郃に 

二本,南面林缘に二本,北面する林後にー•木を選び.樹溫親測期日は:樹木の生I伽間と豚常 

し共の成績を求むるを主眼となせしも,四季に於ける經過狀況を知るは比牧即热こ便ガ:なる 

を以って.效にーヶ年冊迎溺するものとす。

ヒノキ樹溫と糸魚因子との關係

口昭和五年二月至昭和七年二月

2•調を成績

n昭和四年二丿j至昭和五年二月間に於て每月t一一日より二十日に至る十日間視測に依る成 

績を示せば林外条溫の上川に相伴ひて樹温も亦上界し,是れと同時に林內気溫とも亦俗接な 

る關係を右し,共の經過狀i兄を比較對照する便宜のため各因子に就送月別平・均伍を求め越れ 

を圆示すれば上圖の如くにして,ヒノキ樹溫は四季を通じて林外無迅 林內条温と略々併行 

して昇降するも.樹溫は是爭林內外条溫を越へて上昇する場合なく又茉溫に黔・する平均蛟浅 

に於ても亦将しき龙異を劉めさる等Q成皴を持たる結果捌溫は敵溫に對し密接なる關保を有 

するを知る。

：'!

斯くの如く朋本の溫性は気温の沫阳なろ支聞を受け,各月間の临・成依は純!の昇降に 

支削せられるflfilu)多大なるを知る。尙JS闕係を數値的に表現する便宜のため兩彩>相關係 

數を求むればr= +n.9HS±0.0061にして比我的高次の關係を有す。

俏比・林"阻地中i誕・降水•此は當纵雄况拥所の威績を今照せしもゑにし・二脇 

地との打飾は約400>n,を彳け,林內茹旦は洪險林內に於て實測Htしものなり。

玆に本謳在期間に於ける㈱溫と他の策象因子との關係を比絞すれば林外氣温は七月に於て 

最爲を示し・林內满E!との迁脸比・絞的債少にして,地表沮度は友季に於ては荻遣より上界す 

るも地內深さ血・m.の地逕は反つて低溫を示す。佻貝木を選定せしヒノキ林は80年生同齢林 

にして韵閉変0.9セ示す.密林を櫛成し,而鎌約1眞にして大勢朿而する綬傾辩地なリ。土壊 

比跋的涂く樹根は平均50c.m.に達するもっと推測せらる,特に剛測定の目的を以てS!作せ 

し細陶快察咬汁は窩さ胸高直徑の住近に捌やの市北二方他こー本宛挿入固定し.挿入深さは 

樹辎外皮而より5c.m•及!0c.n>.の二煎とす。州ち5c.m.は邊曲部に,10c.m.は心材部に水 

紐炊の接するものとなし,砍測は8.10.12.14.16.時の五囘細旺せしも.裁に共の月別 

平均的の成績を通覧すれば樹ifilの變似土外界の家通の變化に相仰ひて變化するを知る。又寒 

暖31•の深さに依る梱温の差異は認め得られ!Oc.m.深さに於てはoc.m.深さの戒欲に比絞し 

股置方位南.北共に低減すろも共の笠災は僅少にして平均擀氏〇・・5度に止まる,尙ぽ樹節O 

カ位南面都竝に北面部の樹溫の差異は年平均撤氏0.12Cにして,是れを各月に就き絞姿を通 

砚すれば艾季に於て少なく,冬季に於て比紋的大なる蛟爰を示すは林木の生長閉始飢に閉止 

期に起因する樹恃內部に於ける樹液流動の現象竝に外界急aの樹紙項方向に於ける樹溫の 

郞暮とは密接なる關係を右する要素たるべし。

敍JS成紙に依り柵乱は外界の菓溫に相伴ひ尚次の相関率を以て影饗するは明かなろも共 

H:泓は林外氣温に軒して年平均撤氏3.6既林內氣溫に對して稍よ之れを低減し年平均攝 

氏2.2度〇較角を示せリ。術村血次氏の山梨縣’金士見に於ける調盗成績に依れば三,四,五 

)｝中の高さ六即,世彳恥寸を右するヒノキ供就木に就き,地k高四尺に於ける深さ九分の樹 

溫は林內氣溫より約攝氏1•〇旌の高溫を示せしち,木譚査に於ては外界氣温より上昇せ・し翌 

合を見ず。尙ほA, 〇• Barrett氏の調夜に依ればVictoria, .Arnvulalcに於てFinns aiuaricnsis 

に就きて共の地上商3ft.に於ける』gho年平均晰&は狼溫より•華氏ー携低波し渡付。年平均 

樹idは条温より華氏一戻上昇し,而して心材,邊材・の月平岫^は氣溫と糊俟って雄化する 

も生長期間中の楊液流勤に依る械区の影響は邊材祢に現れ,樹幹の南北に依る邮如琵は南
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而に於て北而より築氏一度低诚せり。斯くの如きJH象はAustraliaに於ては察風は由よハ吹 

き咳反は北方より吹き來ることに包因するものとなす。

本眦住成紐に依れば胡溫は外界の条诅に併3してH弥する成絨を爲たI> と雄も林木伯陶の 

生存せし位置,環境に依りては共の間に特異性を我現する節向あり。即ち本调佗俱:は木中林 

内の北部•林内中央,林縁陶豚?に於て誕定せし林木に關L供試木個臆:の樹溢變化を叫李に 

就き山絞對照すれば1*!ら環境に依砌洪を認めらる。

即ち林內巾火及び林絲北i而に生育せし供試木は相沮の變修Zに架波におすろ吸龙に於ては 

近似の経過映を示せしも林緣i加fに生存せし佻A木は冬季の樹溫が茉溫よりも上"せる特 

異灶を現せしは邪竟陽光の直射せしに起肉すべし。ス測定方は南而,北而に依ろ樹^皎キは 

叫季を通じて冬期に於て此段的火なる傾向を右す,更に各丿Jを通じ一日中の格」溫显高を示す 

卩浏は各日の大候に依〇て著し会去强を生じ・…般に雨尤 小灭の場合は樹温の高低辨雜す 

る場合多をも,哨大に於ては林内供は木は址高〔6時にして,林编伽iの供械木は漏:':i14時 

に度るは日沒也:前迄に於ける陽光直射とH沒匝後皆しく初溫の降下するに起因すべL・安登 

の多少に依る樹沮の弁降は陽光幽、曜度に關係すろものにして•本成績に依れば,尚盜剛U中 

を”;犬,沁犬,雨犬の二丽こ大別すれば一般に冬期中の樹溫はむ坎• I仞S疇企には咕Q 

り高く・夏季に於ては是れに反すろ傾向を示し咕犬に樹温為く姫ズ,雨大には仍弦するMi向 

を・示す〇

敍上せし,成績は四季を通じ外界の未溫とは密接なる間係を行するヒノキ林木に日fける樹沮 

に就君共の性質を在定せ・しものにして林木の生長現映に令照世らベるきものにして玆に摘要 

を求むれぱ次ぎの如し。

1l樹漫は淑溫の加糸に影響せらるゝ虐多大にして兩吝S卻制保數を示せば 

r= +0.9448土0.0004にして比絞的临次の關探を有す。

2.樹沮は一日中と维も条溫の變化に依り變化し 林內に生VJ・する林よはー・般:に唁犬の埸 

会16時に赴崗樹溫を次し・林林中南而する地域に生げし常に樹#に陽光を受くる 

ものは14略に姒:高粉排!を示すも環境により多少阳Wあり。

::2他M;度迎深さ5 c.m.(枝淋部)の場会は常に深さ1低»1.(心材都)に」七して商溫にし 

て兩X・の較嗟は冬期に比I段的大なり。

•I.め;幹の方位南北布に依る樹溫の龙異は•般に帝血高制を示すは陽光の立射Iこ起因する

ものにして.林內に生すせL林木は著:しき林を見す。
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ュ械由此’:源.が日匕に【偈係ナる處大なるも林內恭退を歡hる斷!・なくして,林內馬由こ 

泠 て年平均;返氏2.2鹿の浅を示す。卩IL株像木にして南面する地題に生育する供試 

本は冬技こ於て林內策温よM温•5r示I •嗣ぼ夏季中の樹^は林內に生育す杳林木に 

比絞十れば(が•威混を示す。

G於阻と天候とのI園係は主として【1照時に影奮せらる、關係上法天の場合期沃に比し 

蜘E(低诚L . H伏の場合は转冷将Lきものあ、弛れを四季を通じて袖嚥すれば, 

冬季に於ては类スの場合・跡润:絞的枝沮にして.夏淨に在りては晴犬の場合樹i彫溫 

を示す傾向・在し示:&HI反す。

A. (). Barrett氏の淌件に依ればM冏は林木の生育すろ環境に依つ・財拱を生ずると共に樹 

斗の人小,測定山［a・樹度の抵!心喘・荒凯莉に”薄)専に依リー日巾C樹®も亦相蜒隔 

を生するものにLて杪楠方位に依る關ユは風向に％亦影響せらる、傾向ありとす。

本誠在は樹幹都に於ける肥大生艮開始対に休止現象に關勒し樹溫の高低を呢定し.外界Q 

気浪の關係を求むろを主眼とせしを以て供試木は邮.環境共に可及的近似のものを選定す。 

從って我なりたる環境に依ろ朋汜つ較:・•樹恰つ大小にJ& <水膝尖他に瀚しては師豬・強研 

究を要すべ建要項上右するも•挡に肥大生太:開始期に對する晰队室求むれば本印花佚試木に 

關する斷颇的剥在に依り肥大生艮は五J］上旬に開始ぜL成績を肖たる.を以て:心Uこ云當す 

る林內荻温は•平均攝氏15.()座を示すを知る〇

Ini^c tree. l^occcd- Royal S<>c. Victunn* Vol- XU (New Ser.)

Pint I・)928.

麥 游 文 獻

富 樨 浩 :!i :皆本の溫就の變化に就て,.戋伊園甚 体六检 筋浏準

玉 手 三乗 恭 :初K ノ何ぼ30J卜茹恢トノ倒係,卷林省件業次驗傾依魚永汉馅十一號

玉 手 三弗 濤 :からまつノ纹芽及落菓期n I•海技占トノ皿係•2林ti・栗次陰場 は

狄登供密九號

布 村 1R次 体 :春季富1:見に於ける物木の温既に就斐て,気貌％⑶1919.

上 Ki 敬 二 :冽木の费环カ現題,火H次山林會報锵三八五换

上 1« 敬 二 :秘水の發芽咛期,大日本山林含根饵三八セ號

Barrett, A・ 〇. :The dhtrrnl and anmml f!妙mttom of temperature in U：v interior of a

llaxvcy, R. B. : *1 ha relation of color of ihc Buk to tiw tenipnature of lhe ( nm^um in 

Winter•卜:oology, Vul. IV. No. 4.1923.
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VI・匕ノキ分布因子の査定

爾來各地に於ける氣象值測の實悠せらるゝに至り,氣候要素卽ち氣溫’雨也 混度,足向, 

風速,雲證:等を麵的に表はす資料を很られ,從って從來の!:巳述的の表現法を捨て,單に要 

索の數J&的測相を列肥して糸候・我はす頌向を生す。

元來氣象羨測は気候を莉なの要理こ分ち共数彼値を各上に與ふるも氣候そのものを示すも 

のにあらす。

故に氣候耍素の値を種々組合せて氣候共のものを數衆的に表現する方法に依らざるべから 

ざるなり。

されど現在は米だ共域に興さるため泉惑的紀述に數fit的の測値を識り込みて之を表現す 

るより他なしとせらる。

共の条醐來の袈は巡だ多く氣候因子も亦多種なるを以て光縛の作用に因りて現はる、氣 

织も亦多樣なり。

茲に氣谜の分泡!を必要となし,位:往に於けろ硏究も從って妙からすして,就中「ケッベン」 

氏は1918年に掖物の分布を者慮して氣候を分類し,A, H,C,D,らI••の六級に分新し,更 

に各級を割別し,合計十一後となす。又日射員の多少を塞として五氣候郁に分割せらる。

尙氣我の地理的分布を主眼として菜皎を區分し,旅i明氣候型の分汚"こ及べり〇

斯くして掖物の繫殖とは密接なる關狼をめ・する氣候は知象成紐に依りて袱々の氣候型に分 

類せらるゝも,是停条候型の變秒に依り植物も亦科蟲形態を變侈するは自然の现象なり。

茲に値聚に於ける械物分布の火珍を認め・られ,共成果に基き造林家に於て論究せらるk 
森林植物帶の遊礎を確立するものなるは周知の所なり。

抑i本邦に於け多氣紋の分耕に關し,是を氣偷要湘こ依て論究せられたるは福井英一郎氏 

の硏究に候つ所大なり〇此處に氏の諭煉を參照すれば槪耍次の如し。

元來策候そのもの、定箍及び範圍は大臆に於て,J- Hann氏の與へたるものに依り統一さ 

る、の觀むりて,尙条板％〇全恨を包容せぎる億あり。液近に至って幾分の疑問を抱かる、 

に至りしは否定し卻ざる部實となす。卽ち彼の所网「或特定ナ也城に於ける氣象變化の長年間 

に於ける平均狀您,換M•すれば,共の址域に於ける大氣现現の平常狀蘑」なる定證は泉象學 

の一部を爽現するに退を・ざるものとす。

近峙 Heidke, Hcllnwnn, H. Maurer, A. Scbustcr, A. Schmidt, L・ Steiner, V・ Conrad の諸 
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氏は前:昔に反して交年間に於ける时間的變化に視堅を置き,前者・が平均Q最後の數字を横の 

地域的電化に就逹て見るものt-raば後者は倬いの縱の峻化を硏究するものにして,全く共 

我察の方而を界にす。

從來荻候の分粕は％んど全部地理學者の乎によってなされたる關藻上,その根本方針は勿 

論前者の糸懐地理學の考に状くものにして,大別すれば,凡之三函bリと岱し,共一は械物 

學的分炯法(Phcnological classification)共二は水理學的分類法(Hydrographical classi£c：ion) 
共三は糸象理的分類法(Meteorological classification)とす〇

氣鮫带を杭物の分布狀態に基ま分類する方法ば主として植物學者に依るものにして,元來 

植物は外飛の条候に對L井常に録敏なるがため若し植物分布功烟5:野外調査により關明な 

らしむるを铅ば,正確,洋細なる氛饌Xを作り得べくして,Candolle, GricscnMch, Drude, 
K,,ppcnの諸氏は之を試み,分類上狼も重要なる耍索は糸溫にして雨量・日照時も亦參彩と 

せらる。

共二に国する分!riはa. wxcikof氏に依り流水の狀態に依りて氣候を分類するものにして, 

破後に綱ふ糸象學的方法なるものは巳に哉測せられたる數字に依りて氣候型を分類ナるもの 

とす。

本法は普通潛究せらる、ものに制するも,正础を旨とし 又各要素はSび方,數奴>處理 

注,及びそれらの組合せに依りて幾多の方法を生じ,普辿独沮と降水歌は共襟準として使用 

せらる'耍素なり。

第三の飯候的分類法は福井氏により硏究され「ケッペン」及び「コルトンス」はM界の氣候史 

分ちて溫度及び降水並の絶對數:に依り,之を以て我国を數箇の大菊候に分期せられしら,之 

等の大荻候/を典に制かく分つ場合は唯に絶對數のみによるは最早围錄にして,狭內 

に於ては數字に表はる'相違は調しからすして,漸移的なるを以て共匹別に不便なると同時 

に目的に使用せられたる平均値はM!測年數•度かき場公は年數の不一致に塞く比絞的大なる誤 

漆を生一タるを以て,此の如き場合に於ては絕對最の外に相關關係5r表はす數卽ち一年中に於 

ける變化の型式によりて分類するを速落とせらる。茲に溫度或ば降水蛍セ各地に就き月及共 

如こ依り,圆示すれば,必ナ共變化に類似の型を見由され,殊に降水:ftの場命に於て明臉に 

して,之等の相似たるものを各群に一括せんとするものなり。而して此知EIの程度を表現す 

るには直接相對數を以てなし,卽ち策候の絕対數より謗尊さる'相對数に依り置換へ,その 

變化(〇型式を比絞するに便ならしめ,丑:れに基き小分類を行はんとせしものなり”斯くして
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氏は我が日本を次ぎの五大氣候區に大別せらる〇

!寒務気候 2內地氣候 3北海追氣候 4棹太気候 5北鲜氣板

而して楚等の細分に當りては相驾数に依り比較せんとするものにして,:V:として各月の求 

温上刃或は降下の削合を使用せられ,地方による一年の較差卽ち振幅の相違を除去すろため 

毎月の昇降の量の蛟盖に對する百分比として表はすものにして,技宏月,奴跋月の各平均氣 

溫を夫々A, Bとすれば任意の月の平均派溫Cの代りに£こ辭X100を持って宣換へ,之 

を各月の氣段の相封數となす。

尙此の場合最後月,最寒月の平均氣溫の混を以て直ちに-•年中の枝差と!$ナは必すしも!E 
しからざるも,之に準據するものとす。

卽ち氣溫の變化の航疫の相は春期より豆期に至る上弁の時期にして,殊に三月より五月 

の間に於て海岸地の溫度上昇の遅れ妆も大なるに反し內陸に於ては小となり,一年中に於て 

二地域の變化最:も大なる注此の時MIJにして,此時期に於ける指數を以て氣混上Wの特色を示 

し科るが故に,氏は是れに依り氣餃仰!を分類せらる。

雨曲て依る無候分類は,氣溫の揚合と同一と见敬し彳うべきも降雨蛍の鄭匕が糸溫の變化と 

異る毋は,連紡的ならざると又共筮は地域的相違著大なりと雖も,質的万而卽ち變化型式の 

特長は明瞭にして,旦又簡单なるものとなし,氏は光す質によって大分莉を行ひ,次にその 

各々を:ftによって細分し次ぎの様準に依るものとせらる。

! 〇- 50耗 2 50—100耗 3 100 —150耗
4 150—200FE 5 200ー迦題 6 300—500花
7 :503耗以上

所くの如くにして地方的氣候は多數の囚子に依りて絵合的に出現せらるゝ關係を冇するも 

是橢因子•中,無溫 降水ポの紀分は狼候型を初別する7R缨なる要楽とせらる。一般に植物は 

各地の氣茨に迪睡して完全なる繫賊をなすは勿諭土性的要素も亦昕耍なる要素と認めらる。 

然るに土性は一穀に局部的に變化多きを以て普通此の耍素を除外し糸鮫:的耍素に依り大別せ 

らる。

屮材三八夫氏は世界に於ける主耍果樹の地理的分布並に共の木邦に對する迫絕拌に關する 

跡硏・究に當リて,作物の分布に鉗し直接に關係をイjする.要素は温座及び水部となす。

而して氏はSmidt氏の炫績中作物分布決お因了一としては水誕及び溫度を成も朮要なる仄! 

子と爲すと同時に,北部溫帶に於ける分布の北限及び南陽を決定する要素は,冬期及び夏期 
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中の溫氓に起因する事實を令照し,年雨疑を以て水沮狀態を表現する、ものとせ"らる。

茲に各地に於ける一月及び七月の月平均溫应を各［攝氏50度,間備を以て监分し,此れ 

に20吋乃至.10吋,40吋乃至80吋,及びS0吋以上の三囤に質分せる年雨:&を組合せる 

屛に依り,我が領土は十四の氣候帶に分項する事を得たりと即ふ。

敍上せし女欧は•氣象耍素による氣候帶の分類並にー扱作物に間する知候帶の分即に關す2> 
例證を示せるものにして,共に氣候要素中東溫並に降水並セ主要因了・として者您せらる\は 

刊憲すべき處なり。

茲に林學上の覩念を以て研究せらるゝ捌木に闢し・世界的分布の狀況を大觌すれば・各樹 

木は最も辿する氣候土性の地域に在I)ては完全なる繁敢をなすを以て水平的及び垂直的に氣 

候の變化に應じ白然に生する冏木の翎烦を界にす。從って站等に依りて形成せらるゝ親林も 

亦個々逐異を生じ,茲に於て.所的求林植物时形成せらる'所以なり。

丸:題森林植物帶が以て生する原因を考察すれば極めて錯律せる生熊的環境因子・に依りて發 

生,祈I•弑し,今日に及ぶと雄も,就中湖矣要素中氣沮並に降水髭の配分は迎接,間接に影麥 

を及ぼす甲大にして最も肝要なる要素なり〇

卽ちMayr氏は一般植物は攝氏:+54度を越ゆる時は直ちに枯死する限界(Obcrpcnzc) 
を定め,又低溫に於ては撮氏-55度を以て限界(Untcrgrenzc)と爲し共の糸溫兩限界內 

に繫瓶し很るものとなす?),低溫皮は去林の成立を防正するものに非すして,只森林樹木〇 

稲顼に电大なる關係を冇すろものなりとす。

又坂察の結果に依れば森林生育の北限地方に在りては樹木の生活作用は四拾五日以內に足 

るの小實を知り很たるも,此の時F!內に幾何の溫度を要するものなりやは尙ほ囲木生長と氣 

溫との關係調性を要すべきもの多しとす。

Nayr氏は植物の主なる生長時期の全都又【よ一部分なあ四飾月IU!平均溫既を以て极灼生畏 

溫座(Tctrathcrme)と痢し林木の耍求する温废の標準とせり。

然して森林の払在t±四箇月即の平均氣温攝氏1〇度を以て址低限となし,是れ5：.?fcH艱界 

剛 (Waldsrcnzc thcrme)と措せられ压を換Ti・すれば,四箇月間の平均氣卸弟氏10多以下 

に降る時は液木に變じ,共れ以上なる所に於て初めて木來の謀林を形成し得べしと爲す。

折くして糸溫に依り森林帶を類別し,名•松木に就きては生容涇度. (Vegctationszcit Wume 
又は Durclischnittlichc Tcmpciatur Konstantc dcr Holzart)を定めらる 〇

森林の成立又は共の存在上坡も必耍なる泌氣及降水裁の最小限度を決完するは顏る必要な
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るものにして,植物は氣候の乾燥せる所祀燕發最大なるものにして,是れに反し土地に泌氣 

多き程絃燥せる空氣に堪ふるものなり。空中泌氣多を程,雨贤は縫くして足るものにして足 

等實は天久的分布に對し重大たる關係要紊なりとす。

尙Mayr氏は實地硏究に依り降水:堆の技小限は北半湘こ於ては5, G, 7, 8の四備月冊に降 

水査:50耗以下なる時は天然の儘に於ては弧林を成立せしむるが能は井となし,偈然あ林よ 

り風又は動物に山り耕于の送致せられて發芽することあるも.乾燥期に於て只:の軟河なる甲 

析は必ず死滅するに至るべしと!3し之れを最小届の降水森林阪界(Ombrohorc)と削•せらる。

又空中沮氣に舟しては畝汜四ヶ月間に於ける降水量5〇 XC-100柏こして尙且つ空中泓氣 

60%に充たざるときは奔林は成立せすして,降水允1〇〇錯以上なるときは空中温条の不足 

が齊林限界の原因をなすことなしとす。

敍上せし成績はMnyr氏に依り网査硏究せられたる値界榦林帶の分布に關する大綢にして 

掘上のお針たるべき主要事項となす。

次にKbficv誠は月別平均の最髙氣沮と妍京温との落 及び雨期と乾:煙期とに於ける降 

水並を基礎となし馭跡を段定せり。

「リビングストーン」及びTシュレーブ」氏は大而狭に:Kり且多様なる北米合衆気!の植物地理 

的分布と等城候絲(Iso-clinvilic line)との闕療を調％Eせし功越は大なりと云ふべし。而して 

氏は其因了・に關しては"〔に平均依を以て滿足せすして,水分因日こ開しては降新なき期間の 

降水危並に共の分配關係を痢充し,涎發危に付きても亦同樣の方法に依り降水飛と痛發:®よ 

り水分比(Moisture ratio)を3晚し,:此妃彝數に基いて(Isilimatic line)な錠き,批生單位 

群の分布との比較硏究をなし次の結果を徊たり〇

沙浜は水分と密接なる關係を右し,iMとの關係は僅少なり〇 Semidesertは降水量Jrりも 

幽Eと深世關係を右し,大 W (Prairie)は北より南に宜りて廣き带狀を呈して狎在し,® 

々なる無候帶(Climatic zone)に跨り共存在の有無は降水址业に共の年內の分配關係に關係 

す。w.より・燃樹林への强遷は降水量の極めて大なる現象を表微するものとす。

「!!ビングスI・ーン」氏は鼠溫と水分因戸との關係相互作用を衣はす爲めに次の如宜濕度及 

び氣漫に闌する指數(Moisture•:empermure index)を捉您せり。

….碎・.

" 胡理及び令和!に關する指數(Mobture-tcmpcraturc index)

b =氣混の徳和
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し=或る期間中の豚捲の合斜

L =標準蒸發£1•の潴發量合叶

典するに温度の比は大展に於て植物の分浙を決定し代る因子にして共:成敲は楸物堆理學窘 

崎の說く所と一茨す。植物の概括的分布は水分關係により決定せらる'のみならず,小面債 

の埸合に於ても細部にH・り闢係する所點からず,而して水分因子5t除なては他に著し企開係 

史冇する局部的氛候因子-救,せざるものとなす。

從って•各4I间の生仔,隊枷司现する影響因子は,：!i冷:樹此の分:布に&勵して地方的に詳在 

し,以て將來の更新に貢歡せしめんとするものなり。

Hellmann氏(1921)は条溫及び雨批因子に依りて主妾樹木の生長明I用を定め又Schwerke 

氏は年输补T成期間に依りて主要樹木のVcgetrxtionszeit (eめを誠作し,五月一日より九月三 

4•口に至る五箇月|用と定めらる。

Julius Oclkcrs 氏(1931)は著喪<•Waldbau'* (Tcil II, Wesenilichc Eigcnschaftcn der Holz- 

men)中に瑚逸固內曲主耍林木に關する分布關燃を氣象因予中の雨坨及び數温に依り3!院せ 

し成紡を扌&載す。共の耍項を摘此すれば氏は5, 6, 7, 8, 9©五箇月間の平均飯溫を合計して 

之を五を以って除したる成敬を<lVegetationszcit WfiArmeMとなし(f.p・〇)とす。而して林木 

の分布に開する地黙のVcgctationszcit Warmc(Az/.x)は海面尚を基準として示すものとなし 

索温低減率は海抜髙1〇〇米に對し0-6となす。卽ち

/. v. s •= /. v. f — x x 0.6

棄象觀測所と樹木分布地點との海拔髙の善を示す(基位1〇〇米)。

降水:址は耗を以て表はし.生iijwnn中の雨筮は生長期即五箇月間の紬®:を生長朋冏中の總

日数を以て除したる成織を用ふ。卽ち

也!廻間(皿)中總雨址 
一段蝴間(心)日數

=ntg p
然して "ng氏の岫に係るDaucrfcuchtigkeitに關稀して各立地の土壊中に保たるゝ含

右水分をRcgcnfaktor以て示し次の式に依り算出するものとせらる。

Rf.= ”严’X100
ん心

而して紬!關に關する な/s, mw.硏 Rf.等を“Klima Konstnntc dcr Holz*"と稱し, 

Eichc共他主耍樹種に關し研究せられたり。

Hans Burger 氏(1931)は 44Mctcorologischc Bcobachtungen im Freicn und in cincm Bin 

chcnbcmnd"に關する試驗成績中裸地並に林內に就宣氣候因子中附妣,H照時,荻涵 噸,
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蒸發等の舫係を訣隧し,々琳の生育にーする氣您係數を求められたり。

共の翎充に依れば降水量並に氣沮は何れも疝林の生育に關し嶼闪了•にしてハ• Ci"inr氏 

(1907)は所謂 ・,Vegetationsquotienten £ 学=燃^^悴を以て示し,R.Sng 氏(1915) 

は同樣に¥なる關係を“Rcgcn曲就‘と郡せられ,又一般に此席係は“Ungschcn Re-cnf.ktor 

孚"と謂ふ。

尙ほA. Mayr氏(1926)は繹なる關係中のTcmpcratiir (T)。定温度に對するー立方 

米中に含み彳$べき水袤我0)を以て野換へ

一芸ー除西・竺!项聲 =N i N關係をN.-S. Quotfcntcnと稻せり。
Satngungs-dcfizict S«なレ $ 明»4I 一

斯く して Hans Burger 氏は兩者の卽ち Ceislar-Langshe Quotient-^し及び N.-S Quotient 

•当に依りん5. 6. 7, 8, 9の六箇“間に豆り氣候因子を賞径せられ,類似せる立地に於け 

る林外,林內の氣綬的閥係調阳こ當りては後K・に依りて比飮的花確なる成績を求め得らろも 

のなりとす。

敍上は旣往に於ける就林分布と飯侯因子•の關係に就きて研究せられたる要:唄全摘孫せしも 

のにして,送れと同時に共研究の大網は先づ世界的東林分洲阻Eに依り宓林帶の分類に起りr 
漸次其の地理的並に植物的範剧內に縮少し以て局都的に硏究せられ,從って抽物の生百に影 

皆を及ぼす生您他因子は任々細微に互りて枷^研究せらる、紬旬を示す。

更に近時に及びては林木各・前カの立地,琪缆に就き生育狀況と氣候との圖係は地方的に研 

究せらる、に及び益«•調在範団を縮歩せられ,極めて綿密なる訓查硏究を必耍となす知向を 

示すもQなり。

此處に於て本邦內地に於ける森林分布の散況並に糸候因子•との關係に就き硏究せられたる 

兢往の成績を覩るに植物帑に關しては既に明治十二年に共調究を企岡し,•長年月に直り絕大 

なる努力を以て完成せられたる桂田中讓氏の邮に係る「大日木楹物帶岫^吿」を以て噹 

夫とし,氏は本知枪物帶を大別して

第一榕囲带 第二热松带 第三山TB搾帶 第四白榆帶 第五•堰松・靜

の五帶となし第二,第三兩帶の中間に於て,間帶の存在するものとなし,宗候因孑中氣溫, 

降水筮,風向に關する成績を揭記して,共關係を求め,又潮流関歩を多照して地形,地質の 

提素を卸別し,詳細に立り騎究せら如たるは黄由なる著書とす。

次ぎに明治四十五年本多歩六博士は日相軒郴物帶論の・普書を大成せられ木邦森林帶を熱

1
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帶林,跋带林,溫帶林,购P林に新別せられたるは周知<〇事なり。犯地方的植物滔•の研究, 

牯秋柚物〇分布胞囹等に關する痢査は引続き發表せられしものおから中。

眼近に於てネ懦夫氏は北海道森林の篷直的限界に期する一鬱察として北海道の內陸地方と 

沿海地方との山奇につき共垂直的限界の翰奔を紹介し乩Brocknmnn-Terosch氏の副査せら 

れたるSchweizer Alpcn Baumgrcnzcに關する硏究を引用し彼我の關係を對照せらる〇卽ち 

H. Brockmann-Terosch氏はSchweizer Alpenの樹木限界に對する氣披的因子•との關係に就 

き硏究せられし成狀に依れば,共の地方の降水量は樹木限％□高低に法則的影疑をたぼすも 

のと兄るWを粽ず,第二には練〔:期間の長短も亦同憶なる開係を仔し第三には各秘〇風も何 

4;の闕係を與へすとす。

飛後に氏は菜溫に就き頻々なる冷;溫線を引世て拼究し柩物學者の柄する月の最低平均氣 

溫iS氏1〇度による等温繰を海拔髙に依り各地に求め是れと樹木限界の開係を調充せしも何 

等の關係を認・めざるを以て次に樹木限界に於ける年平均荻溫,七月中の平均絶,七月中の 

午後一侍の平均依溫を求め比較せり〇

然れども周木限界の高低は平均氣溫に依り支配せらるゝ林なきを示せり〇

此處に於て氏はMassenerhebungに紀到し是をAlpsの南,北,中部に適用して:林林破界 

との關係を怨めたるに火なるMnssenerhebungを有する地方は比較的高喪諜林を有する地方 

に當り,小なるMassenerhebungを右•する地方は森林の限界も亦之に從って低下せる用を溥 

めたるもMassenerhebungが氣糠つ特性に及ぼす作用に關しては明かならすとす。而して氣 

岫性が樹木生育に及ぼす關係に就きては決定的因子は平均氣温に非すして我温の胶養なり 

とし是を以て次ぎの法则を示せり〇

卽ち比較的低送平均氣溫に於ける大陸的氣候は海洋的氣候に比して批物鹽の牧能を旺盛な 

らしむ。又植物體が同一Q機能を濤むためには大陸的氣候に在りては,海洋的のそれよりも 

より低在平均糸溫を以て足る,梱木限界の海抜髙を支配するものは一定の平均氣溫にあらす 

して氛段の特性なりと為すを以て植生限界と等溜段とは併行し瓢會らのなる事を碰めらる。

北海道に於ては森林の垂直的限界に關しては未だ數字的に表示する域に逢せざるも,共烦 

向あるを認めらる。

更らに日本學術協會(昭翻四年)に於て河印杰氏が四季を通ナる岡冰量。配分狀®がスギ, 

ヒノキの天然生林に及ぼす影響に關し發衣せられたる成績は本邦に於ける林木の秘屬に閲す 

る犬然林分布に釦する氣候的因子との關係を關明ならしめたる貴朋なる成績なりと請ぶを仰
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べし。茲にJ關要を原文の儘捆載すれば次の如し。

ー翱の分布と云ふものは種々の因子・の相互作用である。

二種の分布を亥配する一般没境の條件と云ふものは共秋が優勢麺として仔する机生の分 

布を支配する條件と辭暮するのが穏當である。

三 極限因子•と云ふものは單ーの因子・の絕對的數敏のこともあるが或る二つ以上の因子に 

關係せしめたる關狭的數K［のこともある。

四 スギ,ヒノキは先づ或る温度の限界・卽ちー亜の絕コ的數篋によって共の分布し得る範 

函と制限されて居る。

五次に此施圍內に於て蹤に對する降水星の絶封並:卽ち艾冬の候に於ける降水届皿もー 

種の絕對的數3［の支配を受けて共の各の分布狀®は偏在的の傾向を帶びて居る。

六同時に溫度の變化に伴ふ降水曲の變化狀態卽ち四季セ通する雨並の配布狀態の類以す 

る程度を示すー懿Z)關係的數値の支配を受けて北の各の分疝狀態は僞在的の師向を帶び 

て居る。

七此關係的數値の全國に於ける配布狀態を示すに此に.新しく等相關線。(Iso-correlntion 
Line)

ハスギの分布の現狀は冬期に於ける降水:此の多少と四季を通する降水丸!!の? fl!布狀態とス 

ギが最も生態的に優勢を占むる地方のそれとの間に存する相關係數の數用との二者の綜 

合的結果の支配を受けて居るものと解涂でをる。

九 ヒノキの分布の現狀は夏期に於けた件水址の多少と四季を通ずる降水量の爲!布狀態と 

ヒノキが最も生態的に優势を占むる地方の宅れとの町’こ存する相願係数の數値との二好 

の綜合的結果の支倪を受けて居るものと解祥出來る。

敍上せし物成績は觎候帶並に樹木の分布に關する氣候因(-との關係に關し旣座に於ける主 

なる調死成績の槪耍を述べたるものにして,本澱龙册究上燃も肝耍なる參以建料たるものに 

して共渝據に於ては各々相異する所曲からざるも,畢竟吾一’序の主喉となす澈林分布に關して 

は氣羨的因T・として氣濫雨M,沮度等は景も密接なる關係を有する耍索たるはT2に認め 

徊らるゝ事實にして,楚等の因予の綜作的钻果の如何に於て自ら樹木の分布に影轡する處亦 

大なるを知る。

然るに一般版孩に於ける孫林帶の分布に關する生態的阪阻因子の査定に當りては,森林の 

存在し幻べからざる所浏消滅なる現象を支配する單純因子の輕fitに依り考究せらるゝ埸命多
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きも,将なが茲に翁究せんとするヒノキ材賞の生態的調］如に於ける如く比皎的狭少なる範 

阑に繁部ける一樹融に就き共の分布に及ぼす環暁因7•に付き研究せんとするに當り,極めて 

綿密なる仞瘵を必要となすべし。卽ち荻慄的條件,地理的條件,人岱的條件とは最も肝要な 

る因了一に尚すべし。(附醐Fig. IV,参照)されども:ノ沁がH常目撃する事實より推察し,同一 

海拔尚上イ］•する地點の冊にも気綻の局部的變異は怨められ又同じ地域內に於ても傾科面の方 

位,髙代に依〇て氣候的條件を善しく異にする場合多くして る程差異を増大する

倾向・右するに及ぴては結局戯密なる憲味に於て遊令は全く荻候的條件を同じくする二つの 

ゴづ也を:Rめ彳5ざるべし。

從って該!甘段の生育が環境因「中糸候に依りて影窖甘らるゝ环大なりとすれば,共分布の 

狀況は地形的條件と相俟って比技的狹少なる範圍に限らる'染團的形態を以て散在すべし〇 

卽ち木會御料地を以てヒノキ天然林分;布の一桀即と見做せば是に對する四過存梁山系に分布 

するー集圏は氣蛟的蜂件と相俟って地形的に相對する例證となL铅べし。

又束京支局資內に億する富土水維塚ヒノキ天然生林に対し,弓射塚天然生林,甲府出張所 

部內東澤天然生林,大城天然生林の如きは所用甲的忿地の現はす同部的氣株現象に影赣部 

る'地形的條件と相供って,甲府市を中心となす近似の垂直的位置に於て環狀に分布するは 

特徴ある例證と彳円ふを得べし。(附圖Fig. IV・參照)特に一朔稲に開する天然林分布睥は 

大勢に於ては氣候的怪件に因りて所謂推物部を形成するも,是を局部的に魏察すれば地形的 

條件,地貿並に土壊的條件に因る影登も亦擄大にして,就中天然林分布の立腸兩考察として 

北海拔髙の高低に起因する氣候變果に伴ふ混淆楊剛の適您性に就きては,特に稍苍:すべさ耍 

素たるべきものなりと思盧せらる。

我に木仲卻料地內に於ける匕ノキ天然林分布狀^の!®せ立應的に彩察すればヒノキは海 

拔高1,600m.を以て上部限界と爲し,主としてシラペ,クウヒを混沛・する寒•;!?林の林況を呈 

するも漸次共髙距を減少し海抜為1,400 m.に至ればネズコ,コメッガの出現在親る。更に 

商距を诚じ海抜高】,OD0m.に下ればカウヤマキ,モミ,ツガ,スギの分布を・められ,終に 

600m.以下に至れば暇带・林に風する插帶の出現な襯るに到るも狛ヒノキ天然生林の現イける 

を知る。

叙上せし成廠は代表的旌沼樹飾を以て海拔爵の柴異に北くヒノキ天然生林內混治出囤の變 

移を列擧せしものなるも斯くの如く咨更の髙低に依り混滑杪廊に差異を惹起するは,畢竟 

各苗嘲の自己生育に對する生態的環境の適麒性が各よに差異ある事携を带するものにして,
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てヒノキは是等他の樹幽こ對照すれば比皎的廣汎なる範回に“:リ翅您性を仃する性質をも亦 

鋭知せられる。然して各協以> 立備的分布總回が各2割段的に分新し得らる'原因を考察す 

れば,勿論分布の根源たる母樹を必要となすも,共根本的原則は砥□危生に適戀する生態的 

環境の差違に妙苗するものにして,是を換?rすれば一樹豆をして斯の發生を可能ならしむる 

と同時に,完全なる生及を促進し,以て現在の林況を永久に持續せしめ很べを因•の溶冷こ 

基くものと謎む。

斯くの如く論究し來れば吾々はヒノキ天然生林に關しては唯に立岡的分:布現況に關する調 

花のみを以て滿足し得ナして,匕ノキ單純林の場合に於ける分布の消長,混淆林を形成する 

埸合に於ける分布の盛衰等林況の籾貌にまで立入り,是と同時に各櫟の城境に於ける林木の 

生長經過狀況を岡明ならしめ以て本調査に閲する枳木的愛素となさ了るべからざるものと游 

察す。

特に本渕在研!究の主眼となすヒノキ材質の生態的渕在にありては各個磴が現はす性貿の比 

茨を枳本的耍英となすを以て各個閥の表微する性貿を附與せしめたる自然現貌と生長との關 

孫を闘明ならしめざるべからざるなり。

然るに本邦に分布するヒノキ天然生林に就彦全段網宜りて生只就況を?形・EしIL又材質を比 

鮫せ・んとするは若しく廣汎なる範囲に及ぶを以て短日月を以て副査せんとするは全く不可能 

なる企圖に昴するは明かなり。故に此虐にヒノキ天然生舔に闕する分布の純町照に垂直的限 

界の査定には第一は生長现象を根本的要素となし足に影響を及ぼす氣候的環境因子•を參照し 

以て全俄的に共通する因子を算出、1>因了0數値に基き天然生林を數郁に弑网するは比皎關 

巻上奴も適切なるカ法と認む。

茲に著者は次の要項に塞きヒノキ天然生林分布因T•を算出し以て限界査定の基率と為す。

(1)ヒノキ天然生村:分布因子盗定婆旨

!ヒノキ天然分布の現況は過去に於ける人爲的取扱ひの方法並に經過に依り或は白然的環 

挽因子に影響せられ偏倚を示す場合妙からざるも,天然生林成立に昧する枳本的要項は 

稚樹の發生苏釦こして此處5.端緖を發す。

H 天然生林の發連の盛衰は主として利阳撿生以降に於て林木の生長現象が共の位也に於け 

る氣候的因了・に影盛之らるゝ程度と密接なる關係を右するを以て,週應すろ氣煥の您8处 
兩限界に因り天然生林に上部限界,並に下部限界・を生じ狀つ腌网內は姑を適地と見做さ 

る。
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n 燃るにヒノキ林木の生長茨象は茉候的因子•申,氣溫の爾低,降水量の多少並に共配分に 

做・して盛衰を生する倾向大なるを以て,天然生林分布適地內に於ける植生は,大勢海 

拔高の髙低に依り製知し铅べきものなるも,地理的・境因子と相俟って局部的氣候狀« 

に依りて影野せらるゝ場合料からず。

IV本,段径成績に依ればヒノキ生・長:現象は綜合的氣候因子に影響せられ毎年の生長經過狀悠ゝ 

に多少の盖異おろセ認めらるるも,就中無象囚于申氣溫は共Q生長期冊に關係する邸大 

にして,降水Mは生奴:S:の蜒に影帶を及ぼす主要因了•たるを知る。

然してヒノキ伸長生技は春期最高最低平均味温攝氏15度に於て生長を間始し 秋期駐 

羸显低平均架倒房氏15度に於て生長を休止するものと見做され,共の期間に於ける平 

均生・均立の生以経過は共の各月に於ける聚商妝低平均就温の経過と磚よ一致するものと 

见做され,且又肥大生狡は伸・艮生・長と關聆して進展する性質を右す。

V ヒノキの材質に開し著％の研咒に依れば,ヒノキ村質の良否は主として年松密度の大小 

並に不整剔罷組絲のを然,程度等に因り査定せらるゝものにして,主として林木生長期 

III］中に於ける村部の披物學的粗織の榕成に貽着するものなり。是を換;・ければ林木各個 

將の連年生長現焼の経過並に成果!〇如何に起因す。

M 故に單にヒノキ天然生林の分布に陶する限界の我定を期するのみならず,兩限界に依り 

割さる'垂直的分布盹圍を更らに预別し,以て材質に關する地方戯特性を相攻比段する 

必要を生ず。

府 共の細別は林木の生長現象と密接なる關係を冇する氣帔的要素を基準となし局所的に在 

定するを肝耍と爲す。

、皿 然るに现&の天然生林に就き垂业的に林況の變移を覗察すればヒノキ天然生林に伴ふ代 

表的主林木は上部限界地域にありては,シラペ,タウヒ,サハラを混沿し,所謂寒滞 ［林 

の下部に侵入する現象を表徵し,潮次海拔彌を祓少すれば此虑にネズコの出現を見,ると 

共に一部アスナロを祝沿す。爽に海扱髙を彼歩ればカウヤマキの分布地域に入り,描下 

るに從ひスギを生じ,度よアカマツの出现するを見るも,アカマツは固定樹毬に風せざ 

る關係上參照するに止む。斯くして終にヒノキは共下部很界たる朋啣淌!林の上部に接 

紋するに及びて消滅す。

K 斯くの如く混滔樹仙を異にする主原因は,第一にヒノキはザ齡する他の樹械より垂的 

分孙の範圍廣汎なるに起因するものにして,第二には崎脊する他の組積が自然綜合的扇
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境因子に逆應する範仲］を相異する自然現象に依る。卽ちヒノキを主牍として考家すれば 

共の上部限界より下部限界に逹する网仞內にはfifi生を％にする各秋あがな在する部を示 

すものにして,丸:を氣候的に観れば異なる植生の形相に從って異なる""仔在する 

を認め得べし。勿商各枝堀の分布現況を立地的に詳在すれば特にアスナん•リ・ハら カ 

ウヤマキに於ては土堆的の條件に依りr所的に混渚•林を出現し,所m土地的任盛和?S炎 

徴する場合あるも,適窓する氣候の範囹を出づること少なし。又ヒノキは上都眼界地城 

に於て,ネg割然と消滅する歌勢を見るも下部限界に於ては粉,錯雜すろ倾向多大なる 

杭生の推移比綾的顕著なるに基因するものなるべし。

x ヒノキ林木に混淆・する他の樹双がヒノキとは異なる生長経過を現はす以上は共に依って 

形成せらるゝ混淆林に於ては,ヒノキ單純林の場合とは趣を異にする環境に皎かる\も 

のと考察せ・らるゝを以て,茲に自らヒノキ材質にも亦楚異を誘起せしむる機合をあたふ 

るものと見做さる。從って本調査に於てはヒノ建天然生林の分布に關聯し林況のあ移を 

拳照する必要ありと認む。

H 一般に諜林の前閉度の差異は林木各個價の生長に及ぼす影鬱翌しきは旣Iこ周知の・實に 

して,林況の疎密樹冠着生の狀況並に共大小等は生皿象に晒し老慮せらるべき要素 

なり。

敍上せし珂に塞をヒノキ天然生林分布因子•を在定し,以て本邦內地に分布する没林を地 

方的に颓別し,以て材•質の比較調死の塞準を定むるものとす。

(2)ヒノキ天然生;^分布因子査定の方法

當局の管轄に風する木0御お 1林は面取約85,00° haを有しヒノキ,サハ1 アスナロ,ネ 

ズコ,カウヤマキ等を主林木と為す漆林を形成し,材質優艮にして苍祂の嬰宿なる岐度々揭 

戟する處にして,又周知の莎實なり。茲に天然生林の现況を翻察すれば,共地理的位〇,戒 

候的條件は所謂本邦に於けるヒノキ代表林を形成し得る玫说を與ふるものと認められ,往時 

より優良材・全產出せられたる出從も亦理の當然なりと考察せらろ。猶且比核的狭少なる範网 

內に於て,ヒノキ上部限界より下部限界に達する天然生林は,立閥的に浊績する狀態を示す 

が如く全く他に彳9超き資源たろを以て,木羽宪に於ては木地坡在爲世と定め天然生林分布因 

孑の死定を僞すものとす。

此處に於て箸者はヒノキ天然生林の各地に於ける生長期冊並に共の垂直的分布限界は共位 

置に於ける飲宼最低平均氣溫に支配せらる\ものと爲し,ヒノキ天然生林發生の可否は降水 
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恭に關係;するものとR做す。而して氣湛は自大正五年至大正十四年の拾ケ年間の於ける氣象 

制測成績を令照し,共の平均篋を以て共の位造に於ける平均氣溫と爲し,降水堕は自明治四 

十四年至大正九45ヶ年間の条象鋭測做I中の平均紘を以て!IS位破に於ける降水站と見做 

す。站尋成績は何れも中央魚象處(〇刊行に係る菓溫並に兩:&報吿に依る。

気溫に広く分布因子の俐Hには原則としてヒノキ生長開始並に生長休止期は最高最低平均 

氣溫塀氏15理に.該當するものとなし,生蜓棒過狀況は該平均氣溫の高低曲線に一致するも 

のと兒做す。茲に木邦內地に散压する測候所中ヒノキ天然生林分布地域に關辟する個所に於 

ける拾ヶ年間観測成料S平均値に依り•箇月つ一日を塞車とし毎拾日平均氣溫5:求め柵軸に 

月Hを1飒30日の割合を以て取り,縱柚には平均氣溫い瞬轼1度の剧合を以て狼商液 

低平均糸溫の高低仙線を畫くものとす。

斯くして岡上に於て攝氏切度を連める也線を以て氣瀚5低曲線セ横:ければ,糸溫髙低 

曲線と攝氏!5度セ結ぶ直線と交る兩點II加距溷よ卽ち共生長期間(垠位日數)に該常する 

ものと見做す。而して攝氏冷度に依る冥剖線と,是れに依りて橫斷せられたる攝氏以度 

以上の平均氣溫の曲線によりて包まるゝ面積をFとなし,生長細間をLとすれば•名は卽ち 

共位置に於けるヒノキ單位生畏流を示すものにして,著老はー¥=］とし"單位小數貼以 

下_位)5:匕ノキ氣溫因子("HINOKI” Temperature Factor)と定む〇

但し面積Fは上記圖面により「プラニメーター」を以て計り共堆位は牛秘7捉正间一回轉の 

示數を2,107と定む。雨並は主としてヒノキ生長能に影響を及ぼす因子にして,又一股に土 

燧水分を供結する源泉にして所剛H接的影密とも稱し粗べき性質を右すると雖も天然生林口 

分布に闕しては發生の可否を左右する本要因子•にして又各位置に於けるヒノキ生長端問中。 

附M:配分の狀況涎に単位雨策も亦必須なる耍項なり〇

茲に善者は雨筮に依る分布因子•は気溫に依る分布因子•の杰淀に際し算出せるヒノキ生長期 

DI)(日數)中に於ける絶雨•底合計値(P)を生畏期間(L)を以て除したる數僥卽く一 =•>’と 

なしア(單位小數點以上に止む)をヒノキ雨量因孑(“H1NOKI.” Precipitation Factor)と定む。 

而して匕ノキ氣過因孚並にヒノキ雨毋因子を總岡してヒノキ天然生林分布因子(“HINOKI" 
Distribution Factor)となす。

如く,ヒノキ天然生林分布に關する關係因子・を生・長期間中に於ける気温並に降水激: 

を以て共上都並に下?慨界を氣溫因手に依り色定し,分布の範圍は主として雨量因子を辨 

として共繁生の適否を判定せ・んとするものなり。尙分布範岡內に於ては兩因!•・を相互R嚇し
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て/i例的に考察し,直接には林木の生め・狀況に及ぼす開探を究定し,間接には貝:村;加良否, 

並に地方的特性を表徴する標準となす。從って,必然的結果として宗丸內地に分布するヒノ 

キ天然生林分布地域を,恭拦因子並に雨量因子に依りてM し・荻候的I月子に依る.頓位を定 

むる必要を生じ,共成敬に捲き生力攻象と相度って材質の比皎岡究の根本的』奸仰を在定すべ 

きなり。

此處に於て著者は南部は鹿兒島聪下より,北掷は宮城源に至る範囹內に於てヒノキ天然生 

林分布现況と關保を右する気象翘測所929ヶ所に就き匕ノキ条溫因子及びヒ/キ雨量因子を 

算出し,共族績に基き匕ノキ等氣溫因子曲線(Iso-Tcinpcrature Factor Line)並にヒノキ答雨 

量因子曲線(rso-Precip&tion Factor Line)を3»£定するものとす。(附即Fig«】L III. VI•竅冊。)

共成績に依れば本訓死に参照せし気象觀測所は題!數929ヶ所に及びたるは可及伯廣汎なる 

範囲に豆りて成績を蒐集し,以てヒノキ等案曜因子曲繰並にヒノキ等雨量因子曲緣の査定に 

便公Zならしめたるに依る。

制こ気溫因子及び雨飛因子を地方的に颓別吟味し各娈素に關する飛大最少値を比校すれば 

成績次表の如し。

第十二表地方別海拔高に依る分布因了・の範圍

培方須別
?rj次 高く皿>1 如?S囚于T. P. <x> 雨fit因子P- F.CY)
nnx. min. | niax. min. max. min*

九 州 573 2 1 7.9 5.2 12 1 5
四 国 781 8 8.1 4.9 13 A
中 圖 651 2 S.5 5.5 s 4
近

敲! 1,500 2 8.9 1.6 j 24 4
中 部 1,647 3 . &5 ； 0.2 . 15 4
B9 來 1,271 3 8.0 1.8 15 I 3
虎 羽(ー齢 600 8 78 4.3 , 101 3

卽ち木稲涌!回に於ては我測所高距の敬あは淺間山1,947m. (No. 640)にして最低は海披 

髙2m.にして海洋沿岸に達す,而して糸温因子•は最大做8.9より最少値0.2に至る範网內 

に分布するものにして,雨米因子•は紀州の大来ケ原(No. 386)に於ける24を技大依とな 

L.帰少価3に至る限界內に岸在するを知る。

斯くの如くヒノキ分布因子に地方的整％を生ずるは地现的位置に關保する處多大なるも, 
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敦測断の海拔高,氣映的環境並に四RIOJS形轡の彫摇も亦湖、らず。されども是等成績は显 

浏所に於けろ気篆成綺を以てヒノキ分布因了•を鼻出せし結’果にして,木詞あに於て冷究する 

ヒノキ天然生茄剑供城とは直接何等開係を本せざる箇所を含咐するものにして,共目的は 

匕ノキ等氣過因子曲線並にヒノキ莓雨/因子曲緻の寄・定におり〇故に直接ヒノキ天然生林分 

布地域に［俱する分布因于必E定に【関しては,尙本成績を基準と爲し垂直的浴察を睡要とす。

此応に於て讀者は木邦內地に分布するヒノキ天燃生林調充成績を基礎となし,共の地域內, 

然らざれば共地域に域も近整距燉に現仆する襯測所に於ける親渊成锁セ參照し,液る景低平 

均茶溫钧試［低滅率海拔高100m.に對し0.Gと見做し,s蛾馮100m.に就き燈咨萩低平均 

氣遣を算出し,以てヒノキ分布地瑣に該當する觀測成紙と见做し,強れに基きてヒノキ京沮 

因子を算出せり。

備号 氣温低诚華は地版の影鬆を受くる専炒から-タ季節に依り共場合を異にすると同诗 

に又一日中の時刻の愛異に依り變化するは既に知られたる那實にして,本邦に於 

ても亦是等要棗に關する氣溫低減率の楚異を米定せし例違を冇す。

気溫低滅率に基ぎヒノキ架溫因子を算U1せし方法は晚に上敍せし如く,各地に於けるS4測 

所中本眦在に風き浏示せし氣温高低曲練に建め配入せ・し孫氏15度割諜は共俄測所の示す海 

扱离に該當する成横なるを以て.先井海拔髙端數は100m.に肖する0.6の割合を以て創牧 

を移動し,・拔為岸位100m•剳預を圖上に董を,而して每:100m.にF (プラニメーター距 

W, L (生M切間)を求めヒノキ茉沮因子(T. F.)を算出せり〇

用最はヒノキ天然生林分布に開し,殊に生長ほに影缪を及度す主要索なるも,地理的位迅 

地临季節共他錯!椎世る關係に依り共分布狀況は著しく異なる塌合多さ8:以て,気逝に於け 

るが如く低減率の増加に開する比曄り算定は国難にして,既往の例證を見ざるも,T2に温 

潤なる季節風は海岸地帶より內陸に進み,山横地帶に衝突し氣流の上界を生する場合は著し 

を降冰!iを與ふるは周知〇事實なり〇從って本渕死に於ては雨筮は各即測所の示す成績を襲 

用し共の附近〇雨虽と見做す。斯くしてヒノキ天然生林の發生,生育並に分布に烈しては潮 

恭は缺くべからざる要索なるも,普沛ヒノキの生育に鉗して必要とする水分を供給する表源 

たる兩Mは一股に限界を有し,限界以上の降水並を生ずるも遂接関係を有する場合少くして, 

是せ例すれば紀州,大杉谷徂>料地に於けるヒノキ坐珈］間(L)中!□雨是は2,165mm. 〇 

如く密異的成績を表徴するに反し,共附近に分布する京都市,東山网冇林は生長期;IML)申 

の雨量は3,051>n.m,にして施者の過’I:に翘ぎざるもヒノキの緊生せW,る。されども:或る限
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界に逹せざる揚合は全く發生,生育困難にして,從って分布を见さる性買を右す。丑:を例す 

れば毒!戶內海式氣候型に爲する地城に於ては生長期間(L)中雨击800m.m•以下を示すは滲照 

すべ程屛實とす。

猶生長期間中に於ける兩筮の配分狀況は林木の生育とは密接なる關係を有するも,是れは 

局所的に硏究する必要あるものと篇む。

共成法に依れば,參照世し20漂所は總數:120ヶ所に及び,可及的ヒノキ天然生林分布地域 

に近接せる親測所の成段を採用せしも,中には共の位置您常ならざる埸合には止むを得す他 

の比核能遠隔なる所の觀測所を使用せり〇

敍上せし成績に塞き匕ノキ天然佳林に關するヒノキ氣湄因子•並にヒノキ雨足因了•を求め, 

以てヒノキ等氣溫因子•曲線並にヒノキ等雨量因子數曲線を査定し得たると同時に,ヒノキ氣 

画因子に關する垂直的變移Q狀況を海拔為CW 100m.)の高低に基き算出し彳芻たるものに 

して,玆網兩者を茹礎要索と左し以てヒノキ天然生林に關する位血的咬免応に類8IJするもの 

とす。
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VII,總 括

敍上の成績に基かば:益し本邦內地に分布するヒノキ天然生林の現況を奶!Iし彳“べし,即ち 

南は九州の一端より北は奥羽に到る水平的分布狀勢を示し,垂直的には地理宜勺值置に因り多 

少の差異を生する場合あるも,木邦中都に典する木曾御料林に於ては共の上部限界は海拔 

高約1,600m.に及びて寒做に接し,下都隗跟は海拔商約200m.に下り暖帶林<〇上都に接 

杖緊生する現況を示す。

玆に著者は地方的位匿竝に攻境に因りて生する村賀の浅異・を湫研究し以て地方的特哭性 

を闘明ならしむる目的の爲め樹木の生がK象をあ礎耍素となし林木の生育せ・し位近的環境甌 

に影寥を及ぼす禾耍因子・たる条蹈に雨筮に依り類別する必要を生じたり。

此・に於て天然生林分布の现況を標準となし,是等位置・海拔高 3.)を謁徳集すると 

同時に,混淆する代表的有明a粗をサハラ,アスナロ・ネズコ,カウヤマキ・スギ,アカマ 

ツ竝にモヘシラペ.クウヒあIと見做し,主として實瘀に施梁案に恭く林況を多照し,混 

衲秘の分布現況を»Cし1以て滋察に御する基準耍素となすものにして,各耍素に關する 

・験績は旣に各章にRリ揭戲せし處なり。

偌,本邦內地に分布するヒノキ天然生林位置圖(Fig. k. nr. iv.)を開きて.共分布現況を逝 

髡し,是を立S3的に覩察すれば,否・々は必然的結果としてヒノキの分布し得る上部限界竝に 

下部限界竿を數値的に表示し,旦又兩限界の範囲を自然耍素に基きて類別し,是に從って地 

方的環境因子の比絞滋察上の敬たらしむる必姿を器むべし。

ヒノキ分布因子セ卩ち匕ノキ氣溫因子如こヒノキ雨员因子の二大砌は木主&に基きて在定 

せしも口にして,是等二:大耍素に依りヒノキ天然生林に即係する本邦內地各地方を匕ノキ等 

策週因子曲線竝に匕ノキ御量因子曲線を暴礎として地方的環境宙に類別せんとするものな 

〇。

抑々砌:分布上乗:も重要なる因子・は一定期間內に於ける一定度の氣溫と兒做され,即ち条 

温及び共迎翹する期間公二因子は蕊林の成立竝に共繫茂を左右する缺大零煌にして,高煥な 

る山上には夏季鴻さ東温を冇するにも拘らず癖林の生すること能はざるは畢竟共溫產を受く 

る期間の十分ならさるに山來するものとす。

ヒノキも亦生長期即(L)中に受くる氣盥細:の如何に依り限界を祷起せらる、は理の當 

然にして,若者の幽せんとする匕ノキ勰因子の在定は共の原則に立脚するものなり。然 
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らばヒノキ分布上部眼界を指示する數位は如何なる方法に依り在定せらるべき哉に關して 

は.可及的館也に就き耍芯を蒐巣L典成技に我準するを以て至當と認む。

此忠に於て本剰を成拔中よりヒノキ上部的"地に該蓉するもCと認め得らろ、 脚炮より 

摘示L •木要瑚係因子たる気溫に就を游察すれば成仙第十三表の如し〇

第十三表 ヒノキ天然生林分布上部限界に關する3*£定因子

番fit 农 湖 所 分 布 地
海tt» 1

(m・)1

虫長期閭(

_____囲」
氣沖^

(T.F.)
115 蔵 知 iM河HI国 な林 1,600 78日 1.9

386 火密ケ K» 火杉谷伽 料地 1,600 69 1.7

664 白 峰 津八令國 if林！ 1>5CO 63 2.2

665 女 H；i 火イラ隅 打林 1,500 66 2.】

59王 平 湯 ノ谷损
右林! 1,5〇) 63 2«〇

S93 高 根 徉也ケ必・1:fl林 1,500 77 2.2

6M 3- 温 眦川 〇? 料地 1,603 69 1.6

611 火 桑 沛川伊 料地 [,600 72 2.1

618 ra III 未川仰 料地 I,SCO 72 2-0

616 湘 烏 皿用仰敏仰料地 1.6CO 75 2.1

612 赤 拠 的ケ欧〇? 料地 1,603 77 2.3

526 井 川 千顼山伽 H地 1,500 72 1.7

520 富 士 帘士山印 粧地 1,533 69 1.8

552 蒲 合 束深 〇? 料地 1,400 78 2.1

761

817

火

•!・ 宮

g£

司

秩

中 窝

父

同

1,3〇)

1,200

80

75

23

2.0

平均 ー・ 73 2.0

共成績に依ればMWE地16ヶ所に關しヒノキ上部【【堺地域に於ける生R期W (L)么住定 

すれば平均7〇日に該當するものにして,匕ノキ籤且因子は平均2.0を以て指示せらる。傩申 

麒測地大;氈ケ原,富上(束京支い.沼洲K眼所都内富士山御料地水驚塚休消所観鴻)敛に巾 

•宮祠<東京支R宇都宮出眼所部內日光御料地內)は共位置がヒノキ天然生林分布上部眼界に 

近接する關係I洪观測成綺は近接现地の狀況を炎徴するものにして資垂たる瓷約となす.猶 

觀測J也王誠IHJHI,福,姑竝に火桑はヒノや犬然生林分布地坡內部にぷ・在する條件をJI倡す 

るは也:接成績全歩照し得る特微を冇す’是れ即ちヒノキは生I側間70日を滿たさ丫ろに於
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ては森林として成立し彳・ざる:食浅を示し気溫因子を以て示せば2.0より小なる場合は天然生 

林の分布困難なる狀態を數依的Iこ表現するものなり。

次にヒノキ下部限界の衡兄を襯察するに•共上部限界が糸候的影督に依り稽i割然と就別せ 

らる、に反し,限界行定は拟からざる困難を生じ.地方的高低錯雑する處畢加帶林に接績 

する關係上混湧樹期は多秘多様に枚窪し,一皎に条綴湧咳にして土壌肥沃なるを以て雜草濃 

木の緊茂著しき等はヒノキの發生を促進する倾向あろも又一方甚しき障害を與へ,是を|皿止 

する機會も亦多大なるに起因すべし。炳等閑に附し得ざる妾素は人爲的關係にして,就中交 

通の便四通發達する地方に於て著し言傾向を浴す。

第十四表 地方的条温因子の分配成績

ヒ ノ キ钗泯因子 (T.F.)
炬方知 科

I 2 3 4 5 6 7 !:8

九 州 - —. 一 4
pr

81 1

四 M — - — 4 24 66 4

'|« 国 • 一 -| _ 4 44 52 3

近 幾 I 1 > 1 3 9 愁・ 
40 106 11

中 2 ] 6 18 58 1 84 50 5

關 東 1 ! 2 11 12 97 29 1

堡 羽 — 3 28
_J31 3 〇

合 的 4
3)

9 35 H9 344 387 25

されども本邦各地に設:政せられたる取測所に依る襯測成績に塞き錦:出せし条溫因子•成紐 

を,總!括すれば第十四表の如く全般を通じヒノキ氣溫係数:8,0を以て下部限界と兒做さる、結 

果を得たるを以て從ってヒノキ天然生林垂立的分布現況はヒノキ条温係數20 8.0の腕 

网內に於て數値0勺に表現し徂べし。

斯くの如くヒノキ糸沮係數2.0 -8.0の袍!?［に分布するヒノキ天然生林は条溫因子を教値 

的に等分する方法に依り紡常なる數値的類別を得らるべきも,共方法は桃生とは何哋係を 

有せざる缺财を右す。

んそ掖生の愛移は時I用的に進就せらる傾向を冇するも械生單位は.共垂直的分布範圍內に於 

て喉生し彳’｝るものなるは,綜合的環境因了•に依る影饗が.共生育に適應する自然現象に由來す 

ろ所以なり。從って垂直的に繫生するヒノキ犬然生林を想定し..共褪通內に出現する主耍混
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淆關壅の變杼をお察すれば玆に和虎的に配分せらるゝ植生は個去心雄異性を妾策し緊 

生の队羿は自ら削然たるうの多きを•冬知せらるべI 〇著昔は晚に前察に於て木牌御嶽山を中 

心とする木曾沛料隊內に分・缶する犬然林に關する垂道:的林況を记述し,混淆甜网の溺发髙の 

髙低に殊く變移を在定せり。共成糾に依れぱヒノキに關する垂直的分布は海拔商1,600m. — 

200 m.の褪肺こ,液冷し,JI;間に於てサハラは胳.«全股的に混淆する胡!嫩髙1,600 m.—. 

7()。 m.となし.ネズコはW站如:；1,60()m. 1,200>n•アスナロは海拔高!.500 m. 700m.

力ウヤマキはi厨殳高1,200m.一 T0l)ln. xギは,侮拔商!,200.n.——0m.つ・カマツは不定樹種 

に用するを以て:副燃たらさる胡涕父高7(>0.n. 200m.と兄伽せり。而してシラベ,タウヒ,

モミ,ツガ知iはヒノキ」:部泉界に接彼するものにして,モミ・ツガ類はヒノキと一見共生す 

る:W況を示すものとなす,(附岡Fig. I今照)

斯くの如く混淆樹迎の囈移位ヒノキ林況構成狀況と密接なる關係を右するは明かにして, 

直接間接にはヒノキ林未の生育現象に影戀を及ぼし.是れにg鵬し材質にも亦差異を誘起す 

る禾要因子に阕するは木拥妇二最も刊意すべき现象なり〇故に混洲堀の垂直的變勝を基準 

要素となしヒノキ垂直的分布施|用を類別するは最も肝耍なる爭項なると同時に剛踏査に際 

して何人も共墓破的傑準因子を立接に感谕阔識し符べき便宜を有すべし。玆に著谷•は共主 

抒に邛掀し次の操傘に基を類別するものとす。

I,カウヤマキ犬然生林の蜒生する上咅硼界ぜ第T«と兄做し.強れを表現するにはヒ 

ノキ來温因子を襲用するものとなす.共數統は3.5に該當す。猫本據!はネズコ天然生 

林の下部限界に設當するものと兄做す。

11 •サハラ.カウヤマキ.ブスナロ天然生林下都限界を第二の據點と見做し,站を表現す 

るにはヒノキ条溫係数を襲用するものとなす共數値は5.0に該當す。

111ヒノキ天然生林下部限界を示すヒノキ無溫保数は8.0に該當するは第十四我の成績に 

依り明かなるも・係歡配分率の狀纷竝に所謂植物偏修性に依る分布現貌を分照し本罚 

如に於てはヒノキ先隅係敬7.0を以てド洲限界を示すものと見做す。

斯くの如くヒノキ天然生林に混淆する主要林木の垂宜的分布現況を標準と定め以てヒノキ 

に関する垂直的分布利剑を四階級に洲她しものにして,共成績は木件御縱山を申心と管し・ 

主として南側に展開する天然生林に準據せしものなり,猫著皆は標識Eの便宜のため次の如 

食類別名稱を附す。



116

ヒノキな.(溫1寸了•の氧H可制 別

A* 2.0 3.5

A- 3.6 5.0

—— B 5.1 7.0

■ c 7.1 9.0

敍上せし成績に墓せヒノキ条泯係数に依れば環境筋利別の塞叩滅に主耍混沼鉗枢との關係 

を平均海拔為(»«.)を•以て岡示すれば第六同の如し。

偽考樹鼬分布誤界は局所的に条異.懸隔を生する埸命多きは旣に殺上せし處にして,從っ 

て海拔高3.)とは立接關係を冇せざろ性賞を有す.本表は垂直的分布狀況を表現 

せしむる便宜のため平均"徴离(m.)としーこ髙低を示すものとなす。

【碱:はヒノキ天然生林の發生,繁生に關しては決くべからざる要素なるも,一史限界以上 

の降水•糧は生お現象には迎接膨四する處供少なる性nを右し,拿ろ生長期間中の雨度酎分狀 

況を肝要なる因了・となすは挽に敍上せし處にして本】财Eにありては匕ノキ雨量因子を以て招 

察するものとせリ。

第十•芥表 地方的雨蚊因子の分配戚績
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裁に引從測所気娥成械に术き算出せL匕ノキ雨量因子を菟雅し各地方別に分類する時は成 

技弟十五衣の如くにして共範囲は;； 15內に倪分せ・らる'を知る,但し大奈ケ原晚測所に 

於ては係数:210を示すは多雨地域に属・する所以なり〇此盅に於て著者は標鹹の便:定上次ぎ 

の階絞に類別し帽・地帶细U讷胡地帶の識別に賛するものとす。

第十六咼 木件训料林附近に於けるヒノキ天然生林 類
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ヒノキ兩並因子の抓別

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 1S 以上

'________ 1 1 ■ 1 1__ 1 1________ 1 —_1 1_______ 1 1_______
1 1 11111

I H
1 , 1

III N V W 11
L : 一 1«也 £

丁 1 1
CC 1 r

(乾螺) (迫混) (ゆ泓)

即ちi.ii.の表現するび級は乾燥地;箒.虬N.の表現するだ級は適遅地帝,及びv. n. 

也 の表現するTは多泌地帯と見做す。

效に二大要素たるヒノキ茉溫図子•竝にヒノ W梱:因子を也礎因了•となし木邦內地に分布す 

ろヒノキ天然生林を類別すれば成锹謝圖Fig. I • IL HI. W.の示す如くにして,各地方別 

にH抑:係數限分の將兄をヒノキ答兑溫因子曲線垃にヒノキ題雨蛍因子曲線の表示する範圍セ 

相互關聯して通覧すればヒノキ犬然生林の現なする各iの位置に關する理邮を發し程べ 

し。

敍上の成績を總括し現仔するヒノキ天然生林に就き分布因子•を以て類別表示すれば第十六 

表の如くにして 以て各:林地の環境械を關明ならしむるを得べくして地方的環境に依り海 

を認めらるゝヒノキ材質に關する生態的調佗ヒ最も肝要なる淪拽を播然たらしむるを代ベ 

し〇


